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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　佐々木あかね
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　プロローグ







　星ひとつ瞬またたかぬ闇やみの中で、蒼あおい月だけがかすかにその端はしを覗のぞかせていた。


　静かに光が降り注ぐ森の中で、少年は寝ねころんだまま月を見上げている。


　──綺き麗れいだな。


　少年は息をつこうとして──血を少し吐はき出した。


　森の中、冷たい地面に倒たおれ、周囲をみずからの血で紅くれないに染そめている。


　赤しやく銅どう色いろの髪かみは汚よごれ、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは光を失いつつあった。


　数々の戦いをくぐり抜ぬけてきた自信と、そして未来への希望にあふれていた顔には、絶ぜつ望ぼうという名の重い影かげがさし、緩かん慢まんに死を待つのみだ。


　細身の、だが鍛きたえ上げた体には肩かたから脇わき腹ばらにかけて大きな裂れつ傷しようが走り、未いまだに血を流し続けている。闇に紛まぎれてはいるが、その他にも無数の傷きずが少年に刻きざまれていた。


　呼こ気きと共に体内の熱が徐じよ々じよに失われていく。


　──この熱がすべて消えた時、きっと自分は死ぬのだろう。


　そんな予感と共に、彼は目を月から移す。


　ふと、古ぼけた二本の長ちよう剣けんが少年の目に映うつった。


　反はん射しや的に手を伸のばそうとするが、腕うではぴくりとも動いてくれない。


　最さい期ごくらい、剣士として死にたい。


　その一心で無む駄だな努力を繰くり返した後、少年はあまりの情なさけなさに笑い出した。


　剣士として？　何を馬鹿な。


　ただの一合も交えることもできず。


　剣けん閃せんを見ることもできず。


　木で偶くのように、斬きられた自分が。


　剣士として死にたいなどとおこがましい。


　自分の──アル・イーズデイルの日常はもう崩くずれたのだ。


　目指していた道を、尊そん敬けいすべき人を、幸せな旅を失って。


　自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みを浮かべつつ、少年は冷たい泥どろのような絶望を嚙かみしめながら、最後の熱を吐き出した──。













美しき大陸、アルディオン。


神しん竜りゆう王おうより人に与あたえられた、繁はん栄えいを約束された大地。


かつては英えい雄ゆうによって統とう治ちされ、平和を謳おう歌かしていたその大陸は、だが英雄の死によって戦せん乱らんへと堕おちていく。





そして八百年。


戦の火は未だ消えず、各国は覇は権けんを巡めぐって争いを続けていた。


鉄と血の絶たえぬその大陸は、いつの間にかこう呼よばれるようになった。


──戦乱の大陸、アルディオンと。
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　ぼんやりと、アルはまぶたを開ける。


　視し界かいに飛び込こんでくるのは圧あつ迫ぱくするような石の天てん井じよう。カビの臭においが鼻をくすぐり、湿しつ気けと汗あせで服が肌はだにはりついていた。


「夢ゆめ……？」


　アルはつぶやきながら右みぎ頰ほおをさする。


　ざらりと。彼の指は古い傷きず跡あとを感じ取った。


「ちっ……、やっぱ夢かよ」


　悪あく態たいをつきながら、彼は身を起こす。


　ろくに手入れもしていないような赤しやく銅どう色いろの髪かみの下で、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが不ふ機き嫌げんに揺ゆれている。面おも立だちはまだかすかに少年の印象を残しているが、右頰についている大きな刀傷がそれを打ち消していた。ひねたような目つきと、戦士らしい細身ながらも引き締しまった体とが相まって、どこか〝柄がらの悪い戦士〟を連想する。そんな青年だ。


「あんな夢をこんなところで見るなんて。最悪にもほどがあるだろ。……ったくよ」


　右手で顔を覆おおってひとりつぶやくアル。


　彼が愚ぐ痴ちをこぼすのも当然だ。今アルのいる場所は壁かべも床ゆかも天井も石に覆われた空間。天井こそそれなりの高さがあるものの、長さは人ひとりが寝ねころぶのがせいぜい。正面には重そうな木もく製せいの扉とびらが鎮ちん座ざし、その上部からわずかに明かりが漏もれてくる程てい度ど。窓まどなど当然ない。


　──つまりは牢ろう屋やなのだ。


「剣は……当然奪うばわれてるか。他の荷物も全部無し。体は……まあ動くな」


　手早く自分の状じよう態たいを確かく認にんする。


　彼の肩かたや背せ中なかには鈍どん器きで殴なぐられた跡があった。見るものが見れば、それが拷ごう問もんの跡だということが分かるだろう。実じつ際さいいくつかの傷跡からは血も流れ、衣服を赤く染そめている。


「よし、と。問題は奪われた剣くらいか。あれは換かえがきかねえし」


　アルは石いし壁かべに寄よりかかり、限げん界かいまで足を伸のばす。膝ひざを立てるくらいがせいぜいだったが。


「しかし……、いつまで経たっても慣なれないもんだな」


　口の中でつぶやき、見ていた夢を思い出して、アルは再ふたたび右頰の傷跡をさすった。


　流れ出す血の感覚、天空に浮うかぶ月の冷たい光、心が引き裂さかれたときの激げき痛つう。そのすべてを夢の中では鮮せん明めいに知覚できる。


　──なぜならばアレは、過去にあった事実なのだから。


「ちっ、今はそんなことを考えてる場合じゃねえだろ」


　過か去こへと浸ひたりそうになる心を、言葉に出して止める。


「さて、アイツの話じゃ俺おれが捕つかまるところまで想定内のはずだ。ってことは助けが来てもおかしくないはずだが……」


　と、その時。


　自分の声とたいまつの音しか聞こえなかった牢の中で、アルはかすかな異い音おんを察知した。


　シュルリ、と何か小さなものを引きずるような音。


「ん？」


　音の出所を探さがしてアルは壁を調べる。


　と、石壁の下、ほんのわずかな切れ目の中、漆しつ黒こくの蛇へびが一匹ぴきこちらを見ていた。手のひらにのるような大きさの蛇は、アルの仲間が手なずけている蛇だ。


「もういたのかよ。……黙だまって見てる趣しゆ味みの悪さはお前の主人と変わんねえな」


　物言わぬ蛇に無む茶ちやを言いつつ、アルは蛇の飼かい主であり、自分の仲間であり、そして今回の依い頼らい主ぬしである女じよ性せい──ナーシアの顔を思い出す。無表情で仮面のような彼女の顔を。


「で、お前の主人……ナーシアはどうしろって？」


　牢ろうの中、あぐらをかいて黒蛇に向き直る。石いし畳だたみの突き出した部分が背中に当たって気持


ち悪いが、この際気にしない。


　黒蛇はアルの顔をじっと見ると、丸められた紙し片へんをひとつ吐き出した。


「これがあいつの指示か？」


　わずかに黒蛇がうなずく。それを確認して、アルは紙片を丁てい寧ねいに開いた。


　そこには──。





「助けにいけなくなりました」





　と丁寧に書かれたナーシアの文字。


「…………」


　数呼吸の間、アルはたっぷりとその文章と向き合っていた。


「おおおおおぉぉぉい！　話が違うだろ！」


　あらん限りの声で叫びつつ、アルは数日前のことを思い出す──。





　　　　＊　　＊　　＊




「……仕事、持ってきた」


　ナーシアの最初のひと言はそれだった。


　黒く濡ぬれたような美しい長ちよう髪はつを後ろでまとめ、腰こしまで下げている。伸ばした前髪の下から覗のぞくつり目ぎみの瞳はほぼ闇に近い紫。体をすっぽりと覆うマントも、頭にのせている帽子もすべて漆黒。髪に結ゆわえてある赤いリボンと白い肌はだが逆ぎやくに黒を強調していた。


　怜れい悧りなまなざしと感かん情じようのこもっていない物言い、そして隙すきの無い動きは、彼女が一本の刀とう剣けんであるかのような印象を抱いだかせる。


「個こ人じんじゃなくて、グラスウェルズの密みつ偵ていとしての依頼」


　声は冷静そのもの。私し的てきな感情は一いつ切さい無く、ただ必要なことだけを口にする。


　それも当然だ。彼女はこのアルディオン大陸における二大強国のひとつ、グラスウェルズに仕える密偵である。その立場で話す以上、余よ計けいな言葉は邪じや魔まになる。


「……どう？」


「どう、と言われてもな」


　アルは肩をすくめて返した。


「内ない容ようがわからないんじゃ受けようがねえぞ。そりゃ俺は傭よう兵へいだが、できないことを受けるほど間ま抜ぬけじゃねえ」


　今のアルは傭兵──自分の剣の腕うでを売って歩いている立場だ。


　所しよ属ぞくはない。アルディオン中を歩き回り、適てき当とうだと思われる陣じん営えいにつき、金を稼かせいではまた次の場所に向かう。根無し草なのだ。


「ましてやお前の依頼だ。警けい戒かいするに越こしたことはねえだろ。……今までどれだけひどい依頼を受けてきたと思ってやがる」


「……そう？」


　表情を変えぬまま、首をかしげてナーシアが問う。


「自覚ないのかよ！　十年来の知り合いだからって、気安く人を死地に送るな！」


「……ひどかった？　そんなに」


「ひどかったよ！　盗とう賊ぞく退たい治じと言って出かけてみたら砦とりでが立ってたり！　偵てい察さつに行ってみれば魔ま獣じゆうの巣だったり！　この間なんて増ぞう援えんとして戦場に出向いたら味方の部隊が壊かい滅めつしてて、ひとりでしんがりつとめたんだぞ！」


「……でもアルはすべて切り抜けた」


「切り抜けてなきゃ死んでるわ！」


「む。……しつこい」


「命の危き険けんを何度も味わえばこうなるっての！」


　肩かたを上下しながら、アルは声を上げる。


　しかし目の前のナーシアはまったく意に介かいしていないらしく、表情は変わらない。


「……じゃあ、仕事の説明を先にすればいい？」


「あー、そうしたら考える。もう不ふ測そくの事じ態たいを切り抜けるのはごめんだ」


「……本当に説明していい？」


「え？」


　ほんのわずかに。ナーシアの声のトーンが変わる。


　その声には獲え物ものを見つけた時の蛇のような、じわりとした不吉さがあったが、アルはそれに気がつかない。それを──彼はのちのちまで後こう悔かいすることになる。


「まあ、説明してもらわなきゃ始まらないしな……」


「そこまで言うのなら──」


　ナーシアが語ったことを要約するとこうなる。


　彼女の所属している国、グラスウェルズの貴き族ぞくのひとりに謀む叛ほんの疑うたがいがあるという。


　その貴族の名はヘルムート・エーデン伯はく爵しやく。五年前に大きな失敗をして、時のグラスウェルズ王より蟄ちつ居きよを言い渡わたされ、貴族の特とつ権けんのほとんどを剝はく奪だつされた人物だ。


　その貴族が蟄居の身なのにもかかわらず、兵を集めているという。王には内密に。


　これが本当の話だとするならばエーデン伯には叛はん意い有り、ということになる。その証しよう拠こを摑つかむため、ナーシアは彼の館やかたに忍しのび込まねばならぬ、とのこと。


「該当する館は先日エーデン伯が建てたもの。グラスウェルズ南西国境付近、彼の領りよう地ち内にある」


　そう言い切ってから、ナーシアは再ふたたびアルに問いかけた。


「潜せん入にゆうは私が。アルにはその後方支し援えんを。……受けてもらえる？」


　答えの代わりに、アルはただ渋じゆう面めんを返す。


　眉まゆ根ねを寄よせ、腕を組み、絞しぼり出すように言葉を吐はき出した。


「お前……、事情を聞いたら俺が引き返せなくなるってわかってたな？」


　ナーシアの顔はやはり、まったく変わらない。


「……そんなことはない。断ことわられることも十分に考こう慮りよしている。その時には口止めくらいは約束してもらうけど」


　その言葉にさらにアルの表情が険けわしくなる。


　つまりはこういうことだ。


　今回の事情は大国グラスウェルズの内部事情に大きく関わっている。今ナーシアが話した情じよう報ほうは、本来ならば外部には絶ぜつ対たいに漏もらしてはいけないはず。


　それを話したということは──。


　ナーシアはアルが必ずこの仕事を受けると確かく信しんしているのだ。依い頼らいを受ければその時点で〝外部の人間〟とは言えなくなる。


　そして──なによりもアルは〝貴族嫌ぎらい〟を自じ称しようしてはばからない人間だ。


　その貴族が戦いくさを起こして民みん衆しゆうを脅おびやかそうとしているならば、動かざるを得ない。


　ナーシアはそれらすべてを把は握あくして、わざわざこういう依頼を持ってきているのだろう。


「……どう？」


　アルはギリギリと歯を鳴らして、黒衣の密みつ偵ていを睨にらみつける。


「あー、わかったよ！　受ける！　受けるさ！」


　半ばやけになって受じゆ諾だくの意い志しを告げた。


「そう言ってくれると思ってた」


「ったく、貴族嫌いを逆さか手てにとりやがって」


「それだけじゃない」


　ナーシアが不意に顔をほころばせる。


「私ひとりを戦場に向かわせるアルじゃないこと、知ってるもん♪」


　ポーズまで決めながら、華はなのような笑顔を作る黒衣の密偵。


「…………」


　きっかりと３秒。アルは硬こう直ちよくしてから──なんとか息を吐き出した。


「からかう時だけ口調変えるのよせ。……寿じゆ命みようが削けずれる」


「……わかった」


　瞬しゆん時じに感情のない声に戻るナーシア。顔からも表情が消える。


「でも──言ったことは図ず星ぼしのはず」


「う……」


　反はん射しや的に口ごもるアル。


「あなたは……つくづくわかりやすい人間」


　ほんのわずかな笑えみを浮うかべて、ナーシアは視し線せんをはずす。


　その仕草がなんとも満足げで、ますますアルの心をいらだたせる。


「いいから具体的な仕事の説明をしろよ」


「もちろん」


　説明された仕事はそう難むずかしいものではなかった。


　ふたりでくだんの館におもむき、ナーシアが潜入。アルは外周で待機しておきナーシアが脱だつ出しゆつする際にこれを支援する。


「ふん、そんだけか。別に俺が潜入するわけじゃないんだな」


「アルは潜入用の技ぎ能のうを持っていない。だから待機」


「まあ、そりゃそうだが……」


　密偵として訓練されてきたナーシアは、気配の消し方や間合いの取り方がアルとは違ちがう。アルは剣けんで斬きれるかどうかで間合いを計る。ナーシアは敵の目に入るかどうかで間合いを計る。潜入に必要なのは後者の技能なのだ。


「アルが中で見つかれば、私も共とも倒だおれになる可か能のう性せいがある」


　さらにナーシアは言葉を続けた。


「……ちなみに、もしアルが外周で見つかった場合」


「ん？」


「逃にげずに捕つかまって。アルが逃げて内部の警けい備びが強化されるとまずい」


「その場合は俺はどうすればいいんだ」


「耐たえて」


「おい!?」


　あまりにも無む茶ちやな要求に、アルが反射的に反はん論ろんしようとしたところにナーシアの手がピタリと突つきつけられた。


「任にん務むに目め処どが付けば助けに行く」


　ナーシアの視線に押おされるようにして、アルは渋しぶ々しぶうなずく。


　そこから先の流れは簡かん単たんだ。


　館に着き、ナーシアを見送るところまでは順調。だがどこで隙すきを見せたのか、待機している場所を見み張はりに発見され、アルは捕まった。もちろん抵てい抗こうするという選せん択たく肢しもあったのだが、作戦通りにおとなしく投とう降こうした。


　武ぶ器きを奪うばわれ、一通りの尋じん問もんが行なわれたが、アルが何も喋しやべらなかったために牢ろうへと入れられることになり──今に至いたる。





　　　　＊　　＊　　＊




「ちょ……、ちょっと待て」


　かろうじて冷れい静せいさを取り戻し、回想から逃のがれたアルは、黒蛇に声をかける。


「た、助けにこれなくなったことはいい。事じ情じようが変わったとか、アイツにも理由はあるだろうしな。ただ……」


　アルはそう言って真剣な目で黒蛇を見る。


　必死になって蛇と喋しやべる、という姿すがたは冷静になると恐おそろしくまぬけな姿だったが、今の彼にそれを気にする余よ裕ゆうはない。なにせ、来るはずの助けがなくなったのだ。


「ただ、これだけってことは無いだろ？　何か脱だつ出しゆつに繫つながるものをナーシアから預あずかってるんだろ？　な？」


　アルの必死の言葉が通じたのか、黒蛇はわずかにうなずき──新たな紙片を吐き出した。


「おお！　やっぱあったか！　そうだよな！　それくらい無いとな！」


　喜び勇んでアルはその紙片を拾い、手早くそれを広げていく。


　そこには──。





「がんばれ」





　というひと言のみが大きな字で記してあった。


「…………」


　アルは二回大きく瞬まばたきをして。


「おおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉい!?」


　人目をはばからず、再び思い切り声を上げる。


「ちょ、待て！　これだけか！　ホントにこれだけしかねえのか！」


　紙を裏うら返がえしても、折り戻もどしてみても何も書いていない。


　ただあるのは簡かん素そなひと言だけ。


「これでどうしろってんだよ、おい……」


　震ふるえる手で小さな紙片を握にぎってアルは気の抜ぬけた声を絞しぼり出す。


　今の彼は羽根をもがれた鳥と同じだ。武ぶ器きを取り上げられ、分ぶ厚あつい扉とびらのついた牢屋に入れられ、拷問を待つばかり。ここからがんばっただけで逃にげ出せれば苦労は無い。


「あっ！　おい、ちょっと待て！」


　黒蛇は自分の役目は終わったとばかりに穴の中へと去っていく。


　アルが反はん射しや的に手を伸のばすものの、小さな蛇はもう奥おくへと潜もぐり込んでしまった。


「～～～～～～～～っ！」


　やり場のない怒いかりに震えるアル。


　彼はしばらくそうした後──。


「寝ねる！」


　誰だれにとも無く叫さけんで、カビだらけの石畳の上に寝ころんだ。


　──見事なふて寝であった。
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　ごりごりと。


　硬かたいものを削けずる音が石畳越ごしに聞こえてくる。


　骨ほねの髄ずいまで響ひびくような擦さつ過か音おんを無視できず、アルは重いまぶたを開いた。


「うるせえな……、ったく」


　悪あく態たいをつきながら身を起こし、音の出所を探さがす。


　床ゆか、壁かべ、天てん井じようと視し線せんを上げていき──そこで奇き妙みようなものを発見した。


「……？」


　天井から細い金きん属ぞく製せいの棒ぼうが生えている。それが細かく動き、あの音を立てているらしい。


「なんだ……？」


　アルがせわしなく動くソレになんとなく手を伸ばした瞬しゆん間かん──。


　グポン、と空気の抜ぬけるような音と共に、一ひと抱かかえほどもある石の塊かたまりがその手めがけて落下してきた。


「うおっ!?」


　反射的にその塊──天井の一部を受け止めるアル。手にかかる重さを感じて冷や汗あせが垂たれる。うっかり顔に命中していれば、ただではすまなかっただろう。


「あれ、当たっちゃったよ？」


　ひょこっと。


　その時、天井に空いた穴から見知らぬ少女が顔を出してきた。


「い、いや、当たってねえ。ギリギリだが」


　思わず素す直なおに答えを返し、アルは抱えた石を降おろす。


「うん、よかったよ」


　突とつ然ぜん現あらわれた少女を見て、アルはまず猫ねこを想そう像ぞうした。


　栗くり色いろの髪かみは切りそろえられているものの、あちこち跳はねていて落ち着きがない。やや赤みがかった大きな瞳ひとみは、無む邪じや気きにこちらを見つめている。見るものの微笑ほほえみを誘さそいそうな、明るい表ひよう情じようは牢ろう獄ごくという環かん境きようには不ふ似に合あいにすぎた。そして何よりもアルを驚おどろかせたのは、その少女が十をいくつも超こえていないだろうということ。


「子こ供ども……？」


　そうつぶやいてから、はっとアルは表情を引き締しめる。


「お前、一体誰だ？　そんなとこから声かけてくるなんて普ふ通つうじゃねえぞ」


　いまだ天井から出てこない少女を睨にらみつける。年とし端はのいかぬ少女ではあるが、状じよう況きようが状況だ。警けい戒かいは最さい大だい限げんにするべきだと判はん断だんしたのだ。


　だが少女は、やはり場ば違ちがいに明るい笑みを返してこう言った。


「ね、お兄さん。ここ出たいよね？」


「…………なに？」


「だから、この牢屋出たいよね？　今だったらあたしが逃にがしてあげるんだよ」


　アルは思い切り眉まゆをしかめた。


　あまりにも話が上う手ますぎ、あまりにもタイミングがよすぎる。脱出手しゆ段だんが無くなったところで降ふって湧わいたように救いの手など、どう考えても罠わなでしかない。


「ん～、まあお兄さんが怪あやしむのは無理ないよ。でも……」


　少女はいぶかしむアルに言う。


「あたしにも理由はあるんだよ」


「理由？」


「あたしはここの貴き族ぞく、ヘルムート・エーデンに恨うらみがあるから」


　口調は軽く、表情も明るい。


　だが、その声にはどこか暗い感情が混じる。


「だからお兄さんを助けるんだよ。ここに捕つかまってる人を助ければ、アイツへの嫌いやがらせにはなるでしょ？」


　つまりはアルでなくとも、捕まっている人間がいれば助けるということなのだろう。


「ちょっと待て。じゃあ誰かが捕まったからって、わざわざここに忍しのび込んできたのか？　こんな山やま間あいにある屋や敷しきに？」


「違うよ。〝わざわざ〟来たんじゃなくて、〝ついでに〟来たんだよ」


　少女はふるふると首を振ふる。


「こう見えてもあたしは泥どろ棒ぼうだから。盗ぬすみに入ってついでにお兄さんのところに来たんだよ。いつもと違って騒さわがしかったからね」


「泥棒、ねえ……」


　腕うでを組んでアルは考える。


　やはり……どう考えても怪しい。


　一いち応おうの筋すじは通っているが、噓うそがあってもアルには見分けが付かないし、やっぱり偶ぐう然ぜんと言い切るには疑ぎ問もんが残る部分がいくつもある。


　だが──。


「どうする？　お兄さんが別にいいなら、あたしこのまま出て行くよ？」


　だが、今のアルにこの牢を出る手段が無いことも事実。


「……む、むむむむむ」


　アルはしばし迷まよった末。


「わかった。……ありがたくお前の提てい案あんにのらせてもらう」


　誘いに乗ることを決断した。


「ただ……、ひとつ頼たのみがある」


「なに？」


「剣けんを取り戻もどしたい」


「剣？」


　きょとん、と聞き返す少女にアルは大きくうなずく。


「俺おれはこう見えても剣士だ。だから命よりも大事な剣を奪うばわれっぱなしじゃ帰れねえ」


「ふぅん、お兄さん剣士なんだ」


「ああ、お前が泥棒だっていうのと同じでな。……で、どうだ？」


　アルの問いに少女は視し線せんを宙ちゆうに浮うかせて少しばかり考えた後、こう答えた。


「倉庫に案内するくらいでいい？　それならできるんだよ」


「それでいい。十分だ」


「よっし、それじゃあ……」


　少女が天てん井じように引っ込んだかと思うと、空いた穴からロープがするすると降おりてくる。


　そして再ふたたび少女が顔を見せて、にんまりと笑う。


「あたしはセルマ。よろしくなんだよ、お兄さん」


　アルはロープの具合を確たしかめつつ、少女に返した。


「アル・イーズデイルだ。アルでいい」
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　扉とびらの前の風景は、いつまでたっても変わらなかった。


　両開きの扉の前で、兵士たちはまるで彫ちよう像ぞうのように動かずに静止している。


　ロウソクの光が彼らの鎧よろいに照り返り、たまにゆらめく以外に動くものはない。


「やっぱりふたりいるな」


「いるんだよ……」


　その様子を通路の陰かげから注意深く覗のぞくアルとセルマ。


　彼らは今、館の倉庫前までやってきていた。


　牢ろう屋やからセルマが作ったという狭せまい隠かくし通路を経へて館内部へと移い動どう。セルマの道案内によってここまでやってきた。誘ゆう導どうがよかったせいか、館の兵士にはまだ見つかっていない。


「ふたりともパパッと倒たおしちゃうとか、そういうのでいこうよ」


「さっきも言ったろ。不意打ちかけて倒せるのはひとりまでだ。ふたりは倒せねえ。……剣がありゃ別だがな」


　声を潜ひそめつつ相談するアルとセルマ。


「うーん、剣じゃなくて武ぶ器きがあればなんとかなる？」


「いや、剣でなきゃダメだ」


「なんで？」


「その、剣以外の武器は使わないようにしてるからな」


「なんで？」


　首をかしげて問うセルマに、アルは真ま面じ目めな顔で答えた。


「俺は〝剣士〟なんだ。剣以外を使うのは変だろ。それに、……そういう約束なんだ」


「約束？　……まあ武器は無いからいいけど……？」


　微び妙みように意味の通らないことを言うアルを不思議な目で見つつ、セルマは頭かぶりを振ふる。


　と、アルは見み張はりを見ながら唐とう突とつに切り出した。


「──お前はここまででいい。後は俺がやる」


「えっ!?」


「一度に倒せない以上、あの見張りを倒したら騒さわぎになる。その前に逃げた方がいい。剣を取り戻したいってのは俺のわがままだ。お前まで巻まき込こまれることはねえ」


「……ううん、それは関係ないんだよ」


　だがあっさりとセルマはアルの言葉を拒きよ否ひする。


「しかしな」


「だってお兄さんがここでまた捕つかまっちゃったら、あたしのやったこと意味無いよ」


「…………」


「あたしはヘルムートに嫌いやがらせがしたいだけなんだよ。それに、お兄さんは倉庫の鍵かぎ開けられないでしょ？」


　セルマはアルを見上げつつ、そう言って挑ちよう戦せん的に笑った。


　その顔をしばし見て、アルはため息まじりに両手を挙げる。


「わかった。確たしかに俺には鍵は開けられねえ。それに助けられた身だからな、セルマがそうしたいってんなら止めねえ」


「うんうん、それでいいんだよ。……その代わり」


「なんだ？」


「危あぶない目にあわないように守ってね。あたし、戦せん闘とうとかは全然ダメなんだよ」


　セルマの大きな目がじっとアルの瞳ひとみをのぞき込む。


　その顔に力強くうなずきを返して。


「わかった。約束だ」


　アルはセルマの頭に手を置いて言った。


「うん、よろしくなんだよ」


　そしてアルたちは再ふたたび倉庫へと目を向ける。


　ふたりの見張りは先ほどとまったく変わらぬ姿し勢せいでそこにいた。


「じゃあセルマは倉庫から剣けんを取ってきてくれ。どんなやつでもいい」


「なんでもいいの？」


「長剣ならな。ただし……二本必要だ」


「わかった、二本持ってくるよ」


「ああ。それがあれば……」


　動かない見張りの気配を読み、実力を推すい測そくする。


「どんなヤツが来たって、俺が切り伏ふせてやる」


　アルの口元に、どう猛もうな笑えみが浮うかんだ。





「……行くぞ！」


　セルマへ合図を出すと共に、アルは通路の陰から前ぜん傾けい姿し勢せいで飛び出した。


　見張りの兵士が振り向く間に接せつ近きんし、アゴに掌しよう底ていを一発。そのままの勢いきおいで顔を摑つかんで石いし畳だたみへと叩たたきつける。


「うごっ……！」


　全体重を乗せた一いち撃げきだ。兜かぶとをかぶっていても耐たえられる衝しよう撃げきではない。兵士はくぐもった声をあげて昏こん倒とうした。


　だが──。


「何者だ！」


　アルが体を起こすと同時に、もうひとりの兵士が槍やりを構かまえて叫さけぶ。


　石いし造づくりの通路に声が反はん響きようして消えていった。


「ちっ……」


　今の一声は別の場所にいる兵士に聞こえただろう。


　すぐにでも増ぞう援えんが現あらわれるに違ちがいない。


　アルは歯がみしながら突つき出された槍を避よけて兵士の懐ふところに入り、首くび筋すじに手刀を一いつ閃せん。二人目の兵士を昏倒させた。


「セルマ、今のうちに頼たのむ」


「うん」


　この隙すきにセルマを呼よぶ。セルマはベルトポーチからいくつかのねじ曲がった金具を取り出すと、ほんの数秒で倉庫の鍵をはずしてしまった。


　その時。


　……ガシャン、ガシャン、と。


　重々しい足音が石の通路に反響する。


　鎧よろいを着た兵士の足音ではない。それにしては近づいてくる音の感覚と歩ほ幅はばがおかしい。


「セルマ、早く行け。どうやら厄やつ介かいな相手が来るみたいだ」


　音の発はつ生せい源げんを油ゆ断だんなく見ながらアルはセルマをせかした。


「このままだと戦闘に巻まき込まれるぞ」


「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」


　倉庫の扉とびらに手をかけてセルマがアルを見上げる。その顔からは不安が見て取れた。


　だが、アルはちらりと目をやっただけで再び通路の奥おくを睨にらみつける。


「剣さえあればな。……早く行け」


　セルマは不安げなままうなずき、部屋の中へと滑すべり込んでいった。


　即そく座ざに扉を閉しめ、その前に仁に王おう立だちで敵てきを待つ。


　──時間はそれほどかからなかった。


　セルマが倉庫に入って十数秒後。重い足音の主は通路の奥にその姿すがたを現わした。


　そこにいたのは巨きよ大だいな人型の物体。全身が透とう明めいな鉱こう物ぶつで作られ、顔には目も鼻もない。


　それなりに身長が高いはずのアルをゆうに超こえる巨体を持ち、通路をほぼひとりで占せん領りようしている。腕うでは人間の胴どう体たいほどもあり、握にぎられた拳こぶしは砲ほう弾だんよりも大きい。


「ゴーレム。しかもクリスタルゴーレムかよ。貴き族ぞくの館やかたにあるような代しろ物ものじゃねえぞ」


　苦い笑みを浮うかべながら、アルは思わずぼやきを口にする。


　ゴーレム──それは無機物に魔ま術じゆつで擬ぎ似じ的に命を吹ふき込んだ魔ま導どう機き械かい。多くの場合鉱物で作られ、その巨体と硬こう度どを活いかした白兵戦を得意とする。


　そしてクリスタルゴーレムの特とく徴ちようは──。


「……っ！」


　まさに瞬まばたきする間。


　たったそれだけの間に、通路の奥にいたゴーレムが視し界かいいっぱいに広がっていた。


「くっ！」


　とっさに、身を投げ出すようにして横へと飛び退のく。


　ごう、と耳元で風がうなった。何か巨大なモノが通り過すぎていくのを全身で知覚する。


「……そういや、クリスタルゴーレムは飛行できるって話だったな。忘わすれてた」


　身を起こしながらアルはゴーレムに向き直った。その左腕からは血が滴したたっている。わずかにクリスタルゴーレムの体が触ふれたのだろう。深くは無いが、長い傷きずが縦たてに走っていた。


　アルの言うとおり、ゴーレムの足はほんのわずかだが床ゆかから離はなれている。


　クリスタルゴーレムには浮ふ遊ゆうの魔術がかけられており、それによって体重を無視した機動を行なうことができるのだ。現げんにあのスピードで突っ込んできたゴーレムは、倉庫の扉に激げき突とつすることもなく、その場で急停止している。


　そしてゴーレムはアルの言葉に反はん応のうするようにその場で半回転し、今度はゆっくりと両の拳を持ち上げた。


「正面から戦おうってのか。わかりやすいな」


　軽口を叩きつつ、同じように腕を上げてアルも向き直る。


　通路をほぼ埋うめるようなゴーレムの巨体と、その四分の一にも満たないようなアルはしばしの間にらみ合ったまま動かなかった。


　先に動いたのはゴーレム。大きな動きで右腕を振ふり上げ──打ち下ろす形で拳をアルの頭部へとたたき落とす。


　岩ほどもある水すい晶しようの塊かたまりが自分を破は壊かいしようと迫せまってくる光景を、アルは瞬きもせずに待ち受け、寸すん前ぜんで横へと回り込んで回かい避ひした。


　ズン！　と通路自体が振しん動どうする。


「……なかなかの破壊力だ」


　水晶の拳が石畳を貫かん通つうしているのを見て、アルは皮肉げな笑えみを浮うかべる。


　ゴーレムはものも言わずに拳を引き抜ぬく。ごぼり、と音を立てて石畳が陥かん没ぼつした。


「当たればタダじゃすまねえ、か。……上等だ」


　牙きばを剝むきだした獣けもののような顔でアルがゴーレムを挑ちよう発はつする。


　言葉が通じたのか、それとも偶ぐう然ぜんか。


　アルのひと言に呼こ応おうするようにゴーレムが再ふたたび拳を振り上げる。


　……戦せん闘とうは単たん純じゆんな展てん開かいになった。


　ゴーレムは大きな動きでアルを狙ねらう。巨大な拳を振り上げて叩たたきつける、至し極ごく単純な戦闘方法。だが、その膂りよ力りよくと体の硬度による破壊力は一撃必殺の威い力りよくを持つ。


　アルはそれを無心に回避し続けていた。


　残念ながら、素す手でで水晶を壊こわすような技ぎ術じゆつをアルは持っていない。アルにできることはただゴーレムの拳をかわし続けることだけだ。


　横をすり抜け、上体をそらし、相手の懐に入って拳から逃のがれる。


　水晶の突とつ起きが、砕くだけ散る石畳が、アルにかすり傷を増ふやしていった。


　そして戦いが膠こう着ちやく状じよう態たいに入りかけたその時。


　──転機が訪おとずれる。





　かすかに発せられたその音に気がついたのはゴーレムが先だった。


　貌かおの無い頭部を巡めぐらせて、ゴーレムはわずかなきしみの正体を探さぐる。


　それは今まさに開こうとしている倉庫の扉とびら。


　両開きの扉の隙すき間まからは、こちらの様子をおそるおそるうかがう少女の姿すがたがあった。


　……識しき別べつ信号は無し。


　ゴーレムは即そく座ざに彼女を敵てきだと判はん断だんした。





「……お兄さん？」


　ゴーレムによる打だ撃げきの音と、アルの踏ふみ込こむ音しか無かった空間に、違ちがう音が混まじる。


　敵の攻こう撃げきに意い識しきを集中していたアルが、セルマに気がついたのはその時だった。


　そして、ゴーレムの頭部が彼女へ向いていることも。


「セルマっ!!」


　認にん識しきした時にはもう遅おそい。


　ゴーレムは左から巻まき込むような一撃を牽けん制せいに、セルマへとその体を向ける。


　同時に透すき通る水晶の中に白い輝かがやきが、魔力と共に蓄ちく積せきされていく。


「……ちっ！」


　叫さけびながらアルは石いし畳だたみを蹴けった。


　腕うでを交差させてゴーレムの腕に体当たり。強ごう引いんに倉庫の扉の……セルマの前に立つ。


「お兄さん！」


「隠かくれてろ！」


　敵に向き直り、背せ中なか越ごしに叫ぶ。


　その時、ゴーレムの輝きが一いつ瞬しゆんだけゆるみ──。


「くっ！」


　次の瞬間、アルの視し界かいは白い輝きで塗ぬりつぶされた。


　光は魔力の奔ほん流りゆうとなって、通路全体を覆おおい尽つくす。ロウソクが炎ほのおごと蒸じよう発はつし、石畳の表面が焼けこげる。音もなく、ただ静せい寂じやくのまま、向かうすべてのものを焼き尽くす光。


　──だが。


　アルはまだ立っていた。


　全身から煙けむりをあげ、背後の扉をかばい、ゴーレムを睨にらんでまだ立っていた。


　敵が戦せん闘とう不ふ能のうになっていないことを察知して、クリスタルゴーレムは即座に次の行動──とどめの一撃を加えるために、拳こぶしを構かまえる。


「セルマ」


　顔を防ぼう御ぎよするために覆っていた腕を解とき、アルは背はい後ごに言葉を投げる。


　わずかに逡しゆん巡じゆんする気配の後、両開きの扉がわずかに開かれ、セルマが顔を見せた。


「剣けんをくれ」


　しかし……。


「お兄さん、無理だよ……」


　背後からは気弱な声が聞こえてくる。


「あんなヤツがいるなんて知らなかったんだよ。だから……逃げよう……？」


　セルマの声は震ふるえていた。


　だが、アルは敵を睨み、背後に手を突つき出したまま同じ言葉を繰くり返す。


「……剣をくれ。今すぐにだ」


「でも……」


　ゴーレムが前ぜん傾けい姿し勢せいを取る。その体が少し沈しずみ込んだ。


「大だい丈じよう夫ぶだ」


　水すい晶しようの右拳が引き絞しぼられる。


　魔ま力りよく機き構こうがゴーレムを宙ちゆうに浮うかせ、まさに風のようにアルへと近づいてくる。


　それでも──アルの目に焦あせりの色は無かった。


「セルマ」


「う、うん」


　ためらいがちにセルマから剣が突き出される。


　まっすぐに突とつ撃げきしてきたゴーレムの拳がそのままの勢いきおいでアルに突き出されるのと、アルが右手に慣なれ親しんだ重さを感じたのはほぼ同時だった。


　水晶の拳がアルの顔面に届とどくかと思われたその瞬間。


　銀の閃せん光こうが、走った。


　──ギィン。


　甲かん高だかい音が通路を震ふるわせる。


　一瞬遅おくれて、石畳に巨大な塊かたまりが落ちる音。


　それは拳の形に握られた水晶の塊──アルの頭部を破は壊かいするはずだったゴーレムの右腕。


「だから言ったろ」


　振ふり切った右の剣をゴーレムに向けてアルが不ふ敵てきな笑えみを浮かべる。


　その左手にもまた、剣が握にぎられている。


「剣があれば、どんなヤツでも斬り伏ふせてやるって」


　言葉と同時にアルの体がぶれた。


　くぐもった破は裂れつ音おんに続いて、虚こ空くうを走る剣閃が二条じよう。


　そして、ゴーレムが動きを止め──。


「……な？」


　アルがセルマに振り向くと同時に、水晶の魔ま導どう機き械かいは十字に斬きられて通路に崩くずれ落ちる。


　剣を握ってから、まさに一瞬の間に。


　戦せん闘とうは決着がついていた。


「…………」


　セルマはただ呆ぼう然ぜんと、バラバラにされたゴーレムを言葉もなく見つめている。


「おい、どうした。そんな顔で」


「ふぇ……」


　未いまだにショックから抜ぬけられないセルマがゴーレムを指す。


「倒たおしちゃったんだよ……？」


「だから倒すって言っただろうが」


「あんなヤツ、剣で斬れるなんて思わないよ……」


　セルマの目がアルの持つ剣に向く。


　なんの変へん哲てつもない片かた手て持ちの剣だ。小さな街でも十分に手に入るくらいの、普ふ通つうの剣。


「剣よりゴーレムの方が硬かたそうに見えたのに」


「そりゃ剣士をなめすぎだ」


　アルは肩かたをすくめる。


「これくらい斬れるヤツはごろごろいる。俺おれの師し匠しようだったら一刀目で倒してる」


「ふわあ……」


「ま、敵を倒すってのは約束だったしな」


　言いながらアルは手の甲こうで額ひたいをぬぐう。


「ん？」


　変にぬるりとした感かん触しよくがあり、アルは手を戻もどした。


　手が血で真っ赤に染そまっている。


「血が出てきやがったか」


　ゴーレムの放った魔力光で焼けた傷きずからさらに出血が始まったのだ。


　いつものクセでベルトポーチを探さぐろうとして、手て応ごたえが無いことに気づく。


「……あー、薬も全部奪うばわれてるんだっけか」


　しかめっ面つらをしながら、また無む造ぞう作さに額をぬぐう。出血は多くないが、しばらく止まりそうにない。視し界かいがふさがりそうなことが不安だった。


　体のあちこちを探ってみるが、傷口に当てられそうな布ぬのは無い。


　さてどうしたものかとアルが困っていると、


「お兄さん、お兄さん」


　セルマが手て招まねきし、指を床ゆかに向けてしゃがめとサインを送っている。


「……？」


　意図は分からないが、とりあえず言うとおりにした。


　すると──。


　バシャリ、と透とう明めいな液えき体たいを頭からかけられる。


「～～～～～～～～～～っ！」


　無数の針はりに刺さされたような痛いたみがアルを襲おそう。


　あまりに唐とう突とつな痛みに、叫さけびをあげることもままならない。


　目を白黒させて立ち上がろうとしたその時。


「はい、終わりなんだよ」


　そんなセルマの声と共に、頭に何かが巻まき付けられる。


「え……？」


「応おう急きゆう処しよ置ち、応急処置。ポーションかけて布巻いただけなんだよ」


　わざわざ頭を触さわって確たしかめるアルに、セルマは軽い調子で返す。


　確かに出血は布で食い止められていた。まだ薬液が染しみた痛みが引かないが、火傷やけど特有の響ひびくような痛みは少し収おさまっているような気がする。


「ずいぶん手て慣なれてるな。俺でもこんなに手早く傷の手当てはできないぞ」


「もちろんだよ。だって、いつもいつもお姉ちゃんが──」


　唐突に。


　セルマは言葉を止めた。


「お姉ちゃんが……よく怪け我が、してたから、なんだよ」


　さっきまでの得意げな表ひよう情じようは無く、硬かたい表情で押おし黙だまる。


　大きな瞳ひとみが、少しだけ揺ゆれていた。


「……そうか」


　アルはその一言だけで話題を切り捨すて──。


「あー、ところで俺の剣けんなんだが」


　そしてぶっきらぼうに話題を変える。


「え？」


「お前の取ってきてくれたこの剣も俺のなんだが、他にもあるんだ」


「え……と？」


　セルマが二回まばたきをして、首をかしげた。


「ごめん、お兄さんよくわからないよ？」


「む……、えーとな」


　アルはひと息をついてこう言った。


「俺の剣は──四本あるんだ」





　　　　＊　　＊　　＊




　強い風がふたりを叩たたく。


　風に流されないようにアルは尖せん塔とうの陰かげで腰こしを落とした。


　倉庫での戦いの後、アルたちは館やかたの屋や根ねへと上がった。頭上には月が雲の間から少しばかりのぞいており、わずかな光を地上に投げかけている。


　眼がん下かには無数のかがり火と、その周りで動く兵士たちの姿すがた。


　身をかがめ、アルは彼らを注意深く見み張はる。兵士たちはあわただしく動きまわっていた。おそらくはアルを探さがしているのだろう。だが屋根を見ているものはいない。


「さすがに屋根の上まで探そうってヤツはいないか」


　下から目を外し、振ふり向いてアルは言う。


　そこにはセルマが──いぶかしげな目でこちらを見ていた。いや、正せい確かくに言えばアルの一部分を見ていた。


「…………なんだよ」


「お兄さん、やっぱり変だよ」


　セルマはぼそりとそう言った。


　アルの腰にぶら下がったふたつの剣と……、背中にくくりつけたもうふたつの剣を見て。


「……変じゃねえだろ」


　憮ぶ然ぜんとした顔でアルも返す。


「傭よう兵へいは予よ備びの武ぶ器きを持ち歩く。四本くらい持ち歩くのは普ふ通つうだ、普通」


　下した唇くちびるをつきだしてそう言う様は、まるで子こ供どものようだ。


「背せ中なかの剣は予備の武器じゃないって、さっき言ってたんだよ」


「む……」


「倉庫で見たけど、その剣もうボロボロだったし。なんでその剣が〝命よりも大切な剣〟なの？　あたしにはがらくたにしか見えないよ？」


「…………」


　まっすぐにこちらを見るセルマから何とはなしに目を外す。


　口をへの字にし、目を泳がせ──、たっぷりと沈ちん黙もくしてからアルは渋しぶ々しぶ答えた。


「この剣は……、俺の〝目標〟なんだよ」


「目標？」


「そうだ。この剣は今は使えないだけだ」


「……？」


　セルマが首をかしげる。風がそよぎ、彼女の栗くり色いろの髪かみが流れた。


「この剣はな」


　咳せき払ばらいをひとつして、間をおく。


「俺の師し匠しようの剣だ。俺よりも遥はるかに強い、師匠が使ってたものだ。今の俺には使えない」


　人には相応な武器、というものがある。


　実力の伴ともなわないものが強力な武器を使っても、その武器の性せい能のうを引き出せないどころか、並なみの武器よりも下手にしか扱あつかえないことはよくあることだ。


　その武器が強力であればあるほど、使い手には高い実力が求められる。


　アルのような戦いくさに関かかわるものにとって、これは常じよう識しきだった。


「だからこの剣けんを扱えるようになることは、師匠に近づくことなんだよ。だから手放すわけにはいかねえんだ」


　ちらりと肩かた口ぐちから飛び出ている灰はい色いろの柄つかを見る。


「ふうん、その剣が……」


　アルの答えを聞いても、セルマの言葉には不信の響ひびきが混まじっていた。


　当然といえば当然だろう。


　アルが背負っている剣は明らかにおかしい。


　剣としての輝かがやきが全くないし、細かくヒビも入っている。錆さびこそ浮ういていないが、悪く言えばがらくた、よく言っても骨こつ董とう品ひんにしか見えないのだ。


　剣の腕がどうこうという問題では無いように思える。


「いいんだよ。剣の状じよう態たいがどうでも」


　セルマの目に気がついたのか、アルはぶっきらぼうに言い放つ。


「これは師匠との約束なんだ。だから果たす。それだけだ」


　話題を終わらせるために言葉を並ならべるアル。だがセルマの反はん応のうは少し違ちがった。


「……約束……」


　ぽつりとその一言を口にする。


「そう言えばさっきも約束って言ったんだよ」


「む……」


「ほら、あの時。剣以外は使わないとかなんとか話してた時に」


　勢いきおい込こんで言うセルマと対照的に、アルの顔はどんどんと渋いものになっていく。


「あの時も不思議に思ったんだよ。お兄さんさ、どうして武器を使わなかったの？」


「いつのことだ？」


「倉庫の前でゴーレムと戦った時」


「…………」


「あの時、先に見張りを倒たおしたでしょ？　見張りが持ってた武器を使えば、もっと楽に戦えたんじゃないの？」


　あの見張りは槍やりで武ぶ装そうしていた。槍を手にとってゴーレムを待ち受けることは十分に可能だっただろう。少なくとも素す手ででゴーレムと戦うよりはよっぽどマシだ。


　だが、アルは。


「剣士として、剣以外の武器は使わない。……そういう約束を昔した」


　ぼそりとそれだけを言った。


「え、それだけ？」


「ああ」


「それだけで、あんな大きなゴーレムと素手で戦ったの!?」


「違う」


「じゃあどうして？　さっきは上う手まく撃げき退たいできたけど、やっぱり危あぶなかったんだ──」


「お前とも約束したろうが」


「……はえ？」


　セリフの途と中ちゆうで言葉を挟はさまれ、奇き妙みような声を出すセルマ。


　ぽかんと口を開ける彼女に向かって、アルは低い声を出す。


「お前を危ない目にあわせないって」


　見張りに襲しゆう撃げきをかける直前に、アルとセルマはそう約束した。


　ほんの軽い口約束。


　ただそれだけのはずだった。


「じゃ、じゃああたしのため!?」


「別にお前のためってわけじゃないが……」


　少し考えるそぶりをしつつ、アルは言葉を探す。


「あの場所でゴーレムを引きつけなきゃ、師匠の剣は取り戻もどせなかっただろ。あの程てい度どの相手なら、剣さえあれば勝てると思ってたし。それになによりも」


「なによりも？」


「……約束だから破やぶらないようにしただけだ」


　その言葉で今度こそ。


　セルマは硬こう直ちよくした。


　驚きよう愕がくの目がアルを見つめる。


　アルは居い心地ごこち悪そうにそっぽを向いて身じろぎをする。


　そして──。


「……ぷっ。あはは、あはははははははははは！」


　なぜかセルマは笑い出した。


　目の端はしに涙なみだを溜ためて、腹はらを押さえて、あたりはばからず大声で。


「あははははは、ははははははは！」


「…………何がそんなにおかしいんだよ」


「いや、だってさ。……だってだよ、お兄さん」


　まだ収おさまらないのか、大きく肩を上下させてセルマはアルの胸むねをぺしぺしと叩たたく。


「やっぱり、お兄さんは変だよ。おかしい。普ふ通つうじゃないんだよ」


「そこまでか」


「うん！」


　満面の笑え顔がおで即そく答とうされた。


　対するアルには渋じゆう面めんが浮かんでいる。


「だって、普通こんなにがんばらないんだよ。約束でも」


「そうか？」


「うん、少なくとも見上げるほどのゴーレムと戦ったりはしないんだよ」


　くすくすと笑うセルマと、口を曲げて沈ちん黙もくするアル。


　奇妙なほどに好対照のふたりの間を、また風が駆かけ抜ぬける。


「よっし！　そろそろここから逃にげよっか？」


　まるで猫ねこのように伸のびをして、セルマはそう言った。


「ああ、そうしたいのは山々なんだが……」


　アルは周囲を見回す。


　下にはあいかわらず兵士たちの持つかがり火が見える。数は数えたくもないほどだ。


　その外側には暗い森が広がるのみ。


「ここからどうやって逃げるんだ？　上がってきたはいいが、これじゃ動けんぞ」


　セルマ曰いわく、ここからなら安全に逃げる手しゆ段だんがあるという。だが、どうにもその方法とやらは見あたらない。屋や敷しき内にはすでにアルが脱だつ走そうしたことが伝わっているようだ。時間をかけていれば見み張はりに発見され、いつかは捕つかまるだろう。


「こっちこっち」


　そう言ってセルマはバランスの悪い屋根の上を軽く歩き、裏うら手てへと回っていく。


　黙だまってそれについて行くと──見事なまでの崖がけが目に入った。


「…………なんだこりゃ」


　下をのぞき込んでみれば、屋敷の裏の壁かべから即そく壁へき面めんに繫つながっている。


　つまり、この屋敷は崖っぷちギリギリの場所に建てられているということだ。アルが侵しん入にゆうしたのが森側だったため、それには気がつかなかったわけだが──。


「地じ滑すべりでも起きたら、屋敷ごと崖に真まっ逆さかさまじゃねえか」


　思わずそんな感想が口に付く。


　確かこの屋敷は主人であるヘルムート・エーデン伯はくが最近突とつ如じよ建てたものだとナーシアは言った。ただでさえ交通の便が悪い森の中の、こんな危き険けんな場所に屋敷を造つくるなどアルにはとうてい信じられない。


「何でこんなことになってるのかは、あたしもよくわからないんだよ」


　セルマも暗い暗い崖の底を見下ろして息をつく。崖の底は闇やみに阻はばまれ、深さはわからなかった。ただ木々のざわめく音と、かすかに聞こえる川のせせらぎが、この崖が並なみの深さではないことを物語っていた。


　そしてピタリ、とセルマは人差し指をさす。


　その崖の向こう側、同じように森が広がっているあたりを。


「ここを飛んでさ。向こう側まで行くんだよ。そうすればもう追っかけてこれないから」


「無む茶ちや言うなよ、おい。跳とべるわけねえだろ」


　ため息混まじりにアルは答えた。


　暗いからはっきりとは見えないが、崖の幅はばはこの館やかたよりも明らかに広い。


「ゴーレム斬きれても、これを跳ぶのは無理だぞ」


「〝跳ぶ〟んじゃなくて、〝飛ぶ〟んだよ……これを使って」


　ちょっとばかり不満げに、アルの目の前でセルマは一枚の布ぬのを取り出して開く。


　布の中央には翼つばさを模もした幾き何か学がく模も様ようがあしらってある。さらにその模様はかすかに光を、魔ま力りよくの光を帯びていた。


「これは……？」


「飛ひ翔しよう符ふ。使い捨すての魔ま術じゆつを起動するお札。……こんな風に使うんだよ」


　そう言って、セルマは布を破やぶく。


　すると呪じゆ符ふと同じ形の魔ま法ほう陣じんがセルマの足あし下もとに光となって描えがかれ、彼女の足が屋根からふわりと離れた。


「ほら、これなら向こう側まで行けるんだよ」


　くるくると空中で回るセルマ。さらさらと軽そうな髪かみが夜空に揺ゆれる。


「……なるほどな。確たしかにこれなら脱出できそうだ」


　肩かたをすくめてアルも返した。


「しかし本当に用意がいいな」


「こう見えてもあたしは泥どろ棒ぼうなんだよ」


　セルマは得意げに言いつつ、小物入れからもう一枚の呪符を取り出してアルに手て渡わたす。


　アルがそれを破くと、同じように魔法陣が足下に描かれ、呪符が消しよう滅めつしていった。


　それを確かく認にんして、とん、と軽くジャンプをする。


「……っと」


　浮ふ遊ゆう感かんと共に体が空中に投げ出され、バランスを崩くずしかけ──上体のひねりでなんとか持ち直す。足下を見れば、もうすでにアルの靴くつは屋根を摑つかんではいなかった。


「お兄さん、もしかして空飛ぶの慣なれてない？」


「あー、あんまり経けい験けんはないな」


　よたよたふらふらと、アルはまるで生まれたての動物のように頼たよりない動きを見せつつ、なんとか答えを返す。


「じゃあね、足の下に透とう明めいな床ゆかがあるって思うと楽になるんだよ。上がりたいときや下がりたいときには階かい段だんを考えるの」


「む……」


　言われたとおり、透明などこまでも続く床を頭の中でイメージすると、右へ左へと定まらなかった体が突とつ然ぜん安定した。それこそ、ちょっと柔やわらかい床に立っているように。


「おお、確かに楽になったな」


「慣れれば思った通りに動けるんだよ～」


　そう言うセルマはまるで空中を泳ぐように、大きく円を描いてアルの目の前にピタリと止まった。そして彼女はアルの手を取る。


「さ、行こうお兄さん。向こうまで行っちゃえばこっちのものなんだよ」





　冷たい空気の中をアルとセルマは飛ぶ。


　頭上には大きな月。蒼あおい光が薄うすい雲を通して柔らかく降ふり注いでいた。


　光の中、上へ下へと自由自じ在ざいに少女が動き回る。


　ただ〝空中を歩く〟だけのアルとは違ちがい、まさに泳ぐようにセルマは夜空をかける。


　栗くり色いろの髪かみの毛が月明かりを受けてキラキラと煌きらめいていた。


　派は手でに動き回るセルマに、気になったアルが声をかける。


「そんなに派手に動いたら見つかるんじゃねえか？」


　アルの方はまだ少し慎しん重ちような様子で見えない床を歩いている。


「大だい丈じよう夫ぶなんだよ。……館やかたの裏うらだから、こっち側」


　セルマの返答は軽いものだった。


「……ま、確かにそうか」


　言われてみれば納なつ得とくできる。


　崖の上を飛ぶ、という逃走方法は意外であるという点以上に、〝館の陰かげに隠かくれて移い動どうできる〟という利点が大きい。


　高度こそあるものの、例えば庭に集まっている兵士たちは、館自体が遮しや蔽へい物ぶつとなってアルとセルマを発見することはできないだろう。


「いろいろ考えてるんだな、お前も」
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「ん？　この館には何回か忍しのび込こんでるからなんだよ」


　うつぶせの状じよう態たいから仰あお向むけに体たい勢せいを変えるセルマ。


「お～、おっきいねえ」


　視し界かいに入ってきた月に手を伸のばし、セルマは感かん嘆たんの声をあげる。


「ったく、ずいぶんとうれしそうだな」


　アルは我われ知しらず笑えみを浮うかべていた。


　どこか無理に大人びていたセルマが、初めて年とし相そう応おうに見えたのだ。


　そんな彼の顔は見ずに、セルマは月に対面したまま答える。


「飛ぶっていいよねー？　こう、何もかもから自由になる感じなんだよ」


「……わからん。俺おれは空を飛ぶ経けい験けんなんてほとんど無い」


「むー、お兄さんは夢ゆめがないんだよ」


「悪かったな、寂さびしい男で」


　じゃれるような会話をしながらお互たがいにくすくすと笑みを漏もらす。


　足下には黒々とした闇やみ、頭上には月。


　どちらが上下かわからなくなりそうな空を、アルとセルマは歩く速さで渡わたっていく。


「だいたい飛翔符だって安くないの。使うんだったら元を取るぶんだけ楽しむのは絶ぜつ対たいなんだよ。お兄さんもそう思うでしょ？」


「はぁ……。しっかりしてるところはしっかりしてるな、お前は」


「そういう育ち方をしたんだからしょうがないんだよ」


「開き直るなっての」


　アルはそこでわざと言葉を切って咳せき払ばらいをひとつ差し挟はさんだ。


「……なあ、なんであの館にいた？」


　ビクリ、とセルマの体が硬こう直ちよくする。それまで自由に飛んでいた彼女の動きがパタと止やみ、アルに背せを向けた。


「…………」


　答えの言葉はない。


「あの館の主人に恨うらみがあるって言ってたから気になった。一体何があった？」


　努めて冷静に、アルは言葉を投げる。


　まだ幼おさないとも言える少女がこれだけの危き険けんを冒おかして行動することが、またセルマが最初に見せた憎ぞう悪おの色がアルの意い識しきに引っかかっていた。


「…………」


　やはり答えはない。


　いつの間にかアルとセルマは足を止め、空中に立ちつくしていた。


　風に流された雲が月を覆おおい、闇の濃のう度どを上げていく。


「……悪い、変なことを聞いたな。お前が無理してる気がしたから聞いたんだが、強ごう引いんに聞き出すつもりはない。忘わすれてくれ」


　アルが首を振ふる。そして再ふたたび歩を進めようとして──。


「ううん、別に隠かくすつもりは無いから」


　セルマ自身の言葉に止められた。


「簡かん単たんな話なんだよ」


　セルマは振り向かない。どこか暗く、そして濁にごった声が闇色の空に響ひびく。


「ヘルムートはね」


　焼け付くような憎悪を隠そうともせずにセルマはその一言を言い放った。


「あたしの家族の、村の仇かたきなんだよ」


　──その時。


　何の気配も感じさせずに。


　セルマの体が横にずれた。


「なっ……！」


　一いつ瞬しゆん、アルには何が起きたのかわからなかった。


　夜空を焦こがすような魔ま力りよくの波と、目の前を薙ないだ一条じようの閃せん光こうと。


　そして何よりも噴ふき出した鮮せん血けつで、やっと彼は理り解かいした。





　セルマが撃うたれたのだと。





　糸の切れた人形のように、セルマはくずおれる。


　腹ふく部ぶからは血がしたたり、目は焦しよう点てんを結んでいない。


　そして意識を失った彼女は魔ま術じゆつの制せい御ぎよを失い──落下を開始した。


「セルマっ!!」


　アルは反はん射しや的に飛び出していた。


　見えない床ゆかを蹴けり、セルマへと手を伸ばす。


　その瞬間、再び闇夜を閃光が切り裂さいた。


「ぐぁっ!?」


　肩かた口ぐちに焼けるような痛いたみを感じ、くぐもった悲鳴を上げる。


　光の槍やりと化した魔力が撃ち出され、アルの左肩をえぐったのだ。


「攻撃魔術……、この距きよ離りでか！」


　バランスを崩し、落下を始めるセルマに懸けん命めいにアルは腕を伸ばす。


　だがその手は虚こ空くうをつかむのみ。


　セルマの体は頭を下にして、完全に落下を始めている。


「ちっ！」


　今度は下方向にアルは飛び出した。


　見えない床ならぬ、見えない天てん井じようを蹴けって、勢いきおいをつける。


　耳元でうなる風を無む視しし、歯を砕くだかんばかりに食いしばり、ただ右手を伸のばす。


　目の前で落下していく少女をすくい上げようと。


　その指がわずかにセルマの袖そでに触ふれた。


「……っ！」


　小指の先をひっかけて、思い切りそれを引き寄よせた。


　無理な力がかかって袖が破やぶける。だが、わずかにアルとセルマの距離は縮ちぢまった。


　それを狙って左腕で彼女を抱かかえ込む。


　そして──。


　ヴン、とうなりをあげて魔力の槍が飛来するのと。


　アルが見えない床を蹴って、上じよう昇しようするのがほぼ同時だった。


　槍はアルたちの下方を過すぎ去って消しよう滅めつする。あのまま落ちていればセルマがいたであろう場所をなぎ払はらって。


「狙ってやがんのか、この距離で……」


　歯がみしてアルはうめく。


　肩かた越ごしに見えるのは脱だつ出しゆつしたばかりの館やかた。そのどこかから魔術が放たれているのだろう。


「セルマ！　おい、セルマ！」


　左腕で少女を抱え、全速力で館から離はなれつつアルは彼女の名を叫さけぶ。


　──反はん応のうは無い。


　抱えている手はセルマの血で染そまっている。


　彼女の腹部からは未いまだに温あたたかいものが流れ続けていた。


「冗じよう談だんだろ、おい……！」


　イヤな予感に声を震ふるわせながら、アルはセルマの小こ柄がらな体たい軀くを強く抱だきしめる。


　すると。


「う……」


　ほんのかすかに。


　少女がうめいた。


「セルマ！」


　反応をつなぎ止めるためにアルは叫ぶ。


　腹部からの出血量はもう限げん界かいだ。わずかでも意識を保もたせておかなければ……。


　アルがそんな危き惧ぐを抱いたその時。


　再ふたたび館の方で何かが光った。


「ちょっと窮きゆう屈くつだが我が慢まんしろよ！」


　両手でセルマを抱きしめたまま、全力で横に飛ぶ。


　だが……直後に左ひだり脚あしに激げき痛つうが走った。


「かわしきれねえ……！」


　言いながら力ずくで方向を転てん換かん、アルは全速力で崖がけの向こう側を目指す。


「あと二発……、いや三発か……」


　魔術といえど即そく座ざに撃てるわけではない。


　一定の手順を踏ふんで行使するために、一いち撃げきと一撃の間にはタイムラグがある。


　すでに受けた何発かの攻こう撃げきで、アルは敵てきが魔術を撃つタイミングを図はかっていた。


　アルたちが向こう側につくまでにあと三発。


　それを耐たえしのげば向こう側へと到とう着ちやくする。森の中へ隠かくれてしまえば、どんな魔ま術じゆつ師しとてアルたちを狙ねらうことはできない。そこまでが勝負だった。


「お、にい……さん」


　懐ふところから弱々しい声がする。


「しゃべるな、セルマ」


　薄うすく目をあけてアルを見上げるセルマの口をふさぐ。


「もう少しの間だけ、目だけ開けてろ」


　そして安心させるように笑えみを浮うかべる。


「──大だい丈じよう夫ぶだ。俺が護まもってやる」


「う……ん」


　かすかにうなずいて、セルマは黙だまり込こんだ。


　そちらから意い識しきをはずし、背はい後ごに全ぜん神しん経けいを集中する。


「……っ！」


　ほとんど勘かんだけで、セルマごと上体を沈しずみ込ませる。


　アルの赤い髪かみをかすめるようにして、魔力の槍やりが通り過すぎた。


「一発……」


　沈み込んだ勢いきおいをそのまま利用して、アルは前に加速をつける。


　肩かた越ごしに館やかたを振ふり向くと、再びかすかに光が瞬またたいた。


　同時に見えない床ゆかを再びイメージ。両足のばねを最さい大だい限げんに使って進行方向をやや下方へと変へん更こう。魔力の槍をやり過ごしつつ、重力を使ってさらにスピードを上げる。


「二発……」


　すでに向こう側の森はこの薄い月明かりの下でもはっきりと見える。


　あとひと蹴けり。あとひと蹴りだけ全力で駆かけることができれば木々の間に滑すべり込める。そうなればこれ以上魔術で狙われることは無い。


　だが──その前に最後の攻撃を凌しのがねばならぬ。


「五秒……、四秒……、三秒……」


　口の中で攻撃タイミングをカウントしながら、アルは肩越しに背後を見る。


　魔術を撃うつ間かん隔かくがずれることはおそらくない。敵としてもこれが最後のチャンスだ。下手にタイミングを遅おくらせればこちらを仕し留とめ損そこなってしまう。


「二秒……、一秒……」


　そして幾いく度ど目めかになる魔術の光が瞬いた。


　タイミングはアルの想定通り。


　だが──その光は二回瞬いたのだ。


「連撃っ!?」


　とっさに見えない床を蹴って三発目の槍を回かい避ひできたのはアルの修しゆ行ぎようのたまものだ。


　だが、その動きは読まれていた。


　二発目を回避した時、すでに高度はギリギリだった。これ以上高度を落とせば目標地点に着地できなくなる。アルには上しか回避する道はなかった。


　それを完かん璧ぺきに見切った、想定外の四発目。


　その槍はアルの真後ろからセルマを串くし刺ざしにするコースで、ふたりに襲おそいかかる。


「ちいっ!!」


　迷まよっている暇ひまは、ない。


　思い切り体をひねり、左腕を鞭むちのように後方へと振り──。


　自分から魔力の槍に叩たたきつけた。


「ぐ……！」


　圧あつ縮しゆくされた魔力の塊かたまりが肉をえぐる。強きよう烈れつな熱と錯さつ覚かくするような痛いたみがアルを襲う。


「あ、ああああああああああっ！」


　それらすべてを意い志しの力でねじ伏ふせ、アルは槍ごと左腕を振り抜ぬいた。


　強ごう引いんに軌き道どうを変えられた槍はそのまま彼の肩を破は壊かいして、虚こ空くうへと過ぎ去っていく。


「……狙ってやがったのか……」


　息を荒あららげ、ひとりごちる。


　背後の館を睨にらむが、闇やみに阻はばまれて敵の姿すがたは見えなかった。


「立ち止まってる暇ひまはねえ、か」


　懐のセルマを抱かかえ直し、アルは森の中へと駆けていく。


　月明かりも入らぬ、闇の中へと。


　傷きずついた体を引きずって──。





　　　　＊　　＊　　＊




　右手を肩かたの高さから降おろし、女は息をつく。


「……逃にがしマシタ」


　奇き妙みような女だった。


　紫むらさきがかった長い髪かみは丁てい寧ねいに梳すかれて後ろへ流され、一筋すじだけ赤い房ふさが前へと垂たれていた。ドレスのように引き絞しぼられた服装は、彼女のなまめかしい曲線を強調している。だが、そんな女性らしい体形も、どこかゆらゆら揺ゆれる仕草や、眠ねむそうに半分閉とじられている紫の瞳ひとみ、間ま延のびしたような奇妙な発音が重なり合い、どこかぼけたような感覚を人に与あたえる。


　彼女が立っているのは石いし造づくりの部屋の中、窓まどの近く。窓は大きく開け放たれ、冷たい空気を流し込んでいた。


　紫し髪はつの女は窓を閉しめて、部屋の中央へと歩を進めてひざまずいた。


　女が膝ひざをついた前には、椅い子すに座すわるひとりの男。


　その男を壮そう年ねんと言うにはまだ早すぎるだろう。髪に白いものが混まじってはいるものの、動作や顔つきからは老いは感じられない。だが、眉み間けんにはくっきりと残るほどしわを寄よせ、鷹たかのような眼がん光こうを光らせるその姿は年ねん齢れい以上に他者を威い圧あつしていた。着ているものは貴き族ぞくの好む肩の形をしっかりと作ったジャケット。だが、華か美びになりすぎないように緻ち密みつな計算のなされたものだ。


　だが、たった一点。ローブの胸のあたりに奇妙な空白がある。本来なら家か紋もんが縫ぬい込まれるその部分は、何かが引きちぎられたような跡あとがあった。


　女が再ふたたび口を開く。


「手傷は負わせマシタが、行動はできるデショウ。あのまま逃とう走そうできると思われマス、ヘルムート様」


「……ファラフナーズ」


　ヘルムートと呼よばれた男は女の名前を口にする。


「本気で狙ねらったのだな？」


　そう言って、ヘルムートは窓の外に視し線せんを投げた。


　その瞳には巨きよ大だいな月と深い崖がけ、そしてその向こう側にある深い森が……アルたちの逃げ込んだ森が映うつりこんでいる。


「答えろファラフナーズ。本気で狙ったのだな？」


「間ま違ちがいナク。……それからワタシのことはファラとお呼びくだサイ」


　ひざまずいたまま、深く頭こうべを垂たれるファラ。


「呼び名などどうでもよい。……手傷を与あたえておれば問題はない。鼠ねずみはじきに顔を出す」


　ヘルムートはそう言って話を打ち切ろうとする。だが……。


「恐おそれながら、伯はく爵しやく」


　体を震ふるわせるような低い声が差し挟はさまれ、部屋の隅すみからひとりの男が進み出た。


「それがし、お聞きしたいことがございますぞ」


　それは見上げるような大男だった。


　鍛きたえ上げられた腕うでや脚あしは無ぶ骨こつのひとこと。角かく張ばった顔のせいもあり、まるで岩が動いているようにも見える。その体たい軀くを首まですっぽりと覆おおわれるような甲かつ冑ちゆうに包み、見た目にあわずキビキビとした動きを見せていた。
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　そして男は主あるじの前にひざまずき、頭を垂れるとじっと言葉を待った。


「……クロッカスか」


　つまらぬものを見るようにヘルムートは振ふり向く。


「なんだ、言ってみろ」


　巨軀の男……クロッカスは一礼するとギロリとファラを睨にらむ。


「なぜ館やかたへ侵しん入にゆうしたものを逃がしておいて罰ばつをお与えにならないのですか。こやつは今むざむざと侵入者ふたりを逃のがしたのですぞ」


　それとわかる敵てき意いと殺気を遠えん慮りよ無しにファラへとぶつけるクロッカス。


「ゴーレムまで動かして『逃しました』では示しめしが付きませぬぞ。是ぜ非ひ厳げん罰ばつを──」


「それは我われの指し示じだ」


　言い募つのろうとするクロッカスをヘルムートが止める。


　瞬しゆん間かん、主の言葉の意味が理り解かいできずにクロッカスが硬こう直ちよくした。


「……今、なんと？」


「侵入者を逃がしたのは我の指示だ、と言ったのだ」


　あくまでヘルムートの声は冷たい。


「それに汝なんじは勘かん違ちがいしているようだが、逃がした侵入者はひとりだ」


「ひ、ひとり……？」


　まったく想定していない事じ態たいにクロッカスの顔が歪ゆがむ。


　先ほどまでファラが魔ま術じゆつで狙っていた輩やからはふたり組だった。暗いからと言って人数を見間違えるほどクロッカスも間ま抜ぬけではない。


「ですが……、確たしかに先ほどの賊はふたり……」


「小こ娘むすめは我がつけた間者だ」


　かすれる声でなんとか言い返すものの、ひと言で切って捨すてられる。


「間者ですと！　な、なぜそのようなことを……？」


「その理由を汝に話す意味はあるか？」


「そ、れは……」


　震えながらうなだれるクロッカス。ヘルムートはそれを睨みつけるのみ。


　だが、それに助け船を出したのはファラだった。


「ヘルムート様、クロッカスどのにも理由を説明したほうがよいのデハ？　これからはクロッカスどのにも働いてもらうことデスし」


「ふむ……。ではクロッカスよ。汝は本当に侵入者が単たん独どくで侵入したと思うか？」


「は……？」


「あの剣けん士しは館の外側で発見された。やけにあっさりとな。気配の消し方も素人しろうとのそれとほぼ変わらなかったと報ほう告こくを受けている。だが、拷ごう問もんにかけても一いつ切さいの情じよう報ほうを喋しやべらなかった。ただ迷まよってここに来たにしては肝きもが据すわりすぎている」


　そして再ふたたびクロッカスを睨みつける。


「あの剣士、本当にひとりで侵入してきたと思うのか？」


　ここまで言われればクロッカスがどれほど鈍くても主の言いたいことが理解できる。


「つまり──他にも侵入者がいると仰おおせでございますか？」


「その通りだ。少なくとも背はい後ごに何かがいると我は想そう像ぞうしている」


　ヘルムートは再び窓まどの外を見やる。


「だからこそあの小娘をつけ、剣士を逃にがした。ファラフナーズに撃たせたのは偽ぎ装そうだ。死ぬ直前まで追い立ててやれば疑うたがいも消えよう」


「であれば……剣士や娘が死んでしまっては元も子も無いのでは……」


「ふん、それは無いな」


「そ、それはなぜ──」


「クロッカス」


　わずかに口にした疑問を、クロッカスはすぐに飲み込こむ。


　主の声が変化したからだ。


　ヘルムートは鷹たかのような目で巨きよ軀くの騎き士しを見下ろすと、彼に命を下した。


「汝はあの剣士を追え。そして我からの一いつ報ぽうを待ち、奴やつを殺せ」


「は、御ぎよ意いのままに」


　騎士は主あるじを守り、その意い志しを遂すい行こうするもの。


　ヘルムートに仕えて約二十年、クロッカスはこの言葉を守り続けてきた。


　だが──。


「襲しゆう撃げきには地下のアレを使え。力を計るにはいい機会だ」


「……わかりました」


　一礼をし、クロッカスは退たい室しつする。


　回かい廊ろうの窓からはよどんだ雲しか見えない。いつの間にやら月は隠かくれてしまったらしい。


「……ヘルムート様は……変わってしまわれた……」


　ため息混まじりのつぶやきは、誰だれにも聞かれることなく、冷たい石せき壁へきへと消えていった。
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　森の中にヒバリの声が響ひびく。


　ようやっと地平線から頭の先を覗のぞかせた太陽が、闇をわずかに振ふり払はらう時じ刻こく。


　その薄うす紫むらさき色いろの森の中で、煌こう々こうと明かりが灯ともる場所がひとつだけあった。


　明かりの発はつ生せい源げんは丸太で作られた、いわゆる山小屋と呼よばれる簡かん素そな建物の中。一部屋しかない小屋の中では毛もう布ふによって寝ね床どこが作られ、セルマが寝かされていた。


　側には金きん髪ぱつの男が座すわり、両手をセルマの頭と脇わき腹ばらにかざしている。手からは暖あたたかな光が発せられ、優やさしくセルマへと降ふり注いでいた。


　アルは部屋の壁かべに寄よりかかったまま、その様子を注意深く見ている。彼自身の左ひだり腕うでにも手当の跡あとがあり、包帯が痛いた々いたしい傷きず跡あとを隠かくしている。


「サイラス、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　いらだちを隠しもせずにアルは金髪の男に問うた。


「だいじょーぶ。オレが女の子を助けられないはずない、ってねー」


　口調も軽く、サイラスは返す。


「だーいたい、傷だけだったらお前の腕の方がよっぽどやばかったんだ。それを治したオレの治癒魔術ヒールを信用しろってーの」


　軽口を叩たたきながら、サイラスは魔術を継けい続ぞくする。彼の両手から発せられる光が当たった箇か所しよからゆっくりと傷口がふさがってゆく。


　そして、また再ふたたび小屋の中に沈ちん黙もくが落ち───。


「う……」


　小さなうめき声を上げてセルマが目を覚ます。


「起きたか」


　アルはホッとしたように息をつき。


「おー、寝顔もいーけど、やっぱり起きた顔もかわいいね～」


　サイラスは藪やぶから棒ぼうに満面の笑えみでそんなことを話しかけた。


「え……？」


　突とつ然ぜんに見知らぬ男に話しかけられ、目を白黒させるセルマ。


　目を大きく数回瞬しばたたかせてから、困こまったようにアルに顔を向けた。


「そいつはサイラス。俺おれの仕事仲間の神官だ」


「よろしくー、セルマちゃん」


　と、サイラスは勝手にセルマの手を両手で取って振り回す。


「ちなみに外見はともかく、中身はただの女好きだから気をつけろ」


「お～い！　いきなり余よ計けいなこと言うなー！」


「あ、ははははは……」


　セルマが乾かわいた笑いを浮うかべる。


　実じつ際さい、サイラスは相当な美び貌ぼうの持ち主だった。


　濡ぬれたように輝かがやく金色の髪かみを背せ中なかまで流し、切れ長の目とすらっと通った鼻はな筋すじが絶ぜつ妙みような感覚で配置されている。細身の服にローブの端は切ぎれのようなものを巻き付けている様子は神官にはとても見えなかったが、イヤリングとネックレスにくくりつけられた聖印が彼の職業を表わしていた。その服の下からのぞく手足はすらりと長く、たおやかという言葉すら浮かんでくる。それは彫ちよう像ぞうがそのまま動き出したかと錯さつ覚かくするほどの美貌だった。


　だがその美貌を、彼みずからが台無しにしている。相そう好ごうを崩くずして笑い、口をとがらせて怒おこる様は、元が整った顔だけに落差が激はげしい。まさに、〝黙だまっていれば美形〟という言葉がぴったりと合う青年だった。


「あの、さ。お兄さん……？」


　未いまだに言い合いを続ける男ふたりに、おずおずと声をかける。


「え、と、あたしなんでここに……？」


「……覚えてないのか？」
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　ふむ、とアルはうなずいた。


「まあ、あの傷きずじゃしょうがねえか。放っておけば死ぬ傷だったしな」


「え？」


「魔術で撃うたれたことは覚えてるか？　その後無事に逃にげおおせたんでここまでやってきた。……お前の傷をすぐに治せる当てがコイツしかいなかったんでな」


　そう言ってアゴでサイラスをさす。


　するとサイラスがうなずいた。


「オレの役目はここで仲間の傷を治すことなんだ。……びっくりしたよー、アルが知らない女の子を連れて帰ってきて、いきなり『傷を治せ』なーんて言ってくるもんだから。あ、傷は跡あとも残らないようにちゃーんと治したから。安心してねー」


　言われてセルマは自分の脇腹に手を当てる。確たしかにほんの少し違い和わ感があった。よく触さわらなければわからないくらいのものだが。


「こんな奴やつだが、治癒魔術の腕うでだけは信用できる。神官位まで持ってるくらいだからな」


「えっ!?」


　治癒魔術は神に仕えるものたちが使用する神しん聖せい魔術のひとつである。この魔術を使えるもの自体はそれほど珍めずらしいものではないが、神官位を持っているとなれば話は別だ。


　このアルディオン大陸では神聖魔術を学ぶものたちをアコライト──侍じ祭さいと呼よぶ。そしてアコライトとしての修しゆ行ぎようを積み、実力を認みとめられたものだけがプリースト──つまり神官と呼ばれる。神官として認められるにはかなり難むずかしい関門を突とつ破ぱしなければならないため、大きな街の神しん殿でんにも神官位を持っているものはそう何人もいない。


「まあ気にしなくていいぞ。コイツは神官になろうとした動機が〝女の子と仲良くしたいから〟だからな」


　アルは小こ馬ば鹿かにしたようにそう言った。


「おーい！　だからなんでお前は余計なことばかり言う！」


「事実だろうが」


「事実は事実でも言っていいことと悪いことがあるんだってーの！　だいたいお前も知ってるだろーが！　神官になってもぜーんぜんモテなかったんだぞ！　人を助ける職しよく業ぎようだからたーくさん出会いもあると思ってたのに！　いつの間にか軍に入れられて、来るヤツ来るヤツ、み～んな男ばっかで！」


　当然といえば当然である。神聖魔術が使える人材を一番求めている場所は戦場だ。戦場では常つねに負ふ傷しよう者しやが出ており、その回かい復ふくをもっとも効こう率りつよく行なえるのは治癒魔術だからだ。


　他にも防ぼう御ぎよ、支し援えん、攻こう撃げき補ほ助じよと、高度な神聖魔術の遣い手はひとりいるだけで戦場の趨すう勢せいが変わる。サイラスもそうやって戦場に出向いたのだろう。


　──戦地に女じよ性せいが少ないことを知らずに。


「あああ、思い出したくも無ーい。ごつい男ばっかの二年間。たまーに会う女も、男勝りなんてーいう言葉じゃ片かた付づけられないような奴やつらばっかりだった……」


　サイラスは頭を押おさえ、虚こ空くうに向かってブツブツとつぶやく。


　あまりにも辛つらい記き憶おくとして、彼の心に傷を残しているらしい。


　やれやれ、とアルがため息をつく。


「ちなみに軍から逃げ出してきたもんで、のこのこ神殿にも戻もどれないんだと」


「いーんだよ！　俺は愛に生きるんだからー！」


　そう叫んでサイラスは再ふたたびセルマの手を取った。


「だから仲良くしよーな、セルマちゃん！」


「う、うん。……治ち療りようしてくれてありがとうなんだよ」


「なんのなんのー。女の子が助けられただけで俺の方こそお礼を言いたいよー」


　そう言ってサイラスはさわやかに笑えみを浮かべ──、それからアルの方を振ふり向いた。


「……なんだよ」


「アル、お前は肝かん心じんなところ端折はしよりすぎだ。セルマちゃんにはもーっときっちり説明してやれってーの。この子を守るためにあーんな怪け我がまでしたんだろ？」


　はたとそこでセルマは気づく。


　アルの左腕が肩かたから手首まで、包帯に覆おおわれていることに。


「お兄さん、それ……」


「俺の見切りが甘あまかっただけだ。セルマが気にすることじゃない」


　ぶっきらぼうにアルが言ってのける。アルとセルマだけなら、それで会話は終わりだったかも知れない。だが、金きん髪ぱつの神官はそれを許ゆるさなかった。


「おいおいおい、女の子にはもっと優やさしくなれってーの。それじゃ余よ計けいにセルマちゃんが傷つくだけだろー」


「む……、そんなこと言われてもな」


　困こん惑わくして口をつぐむアルの肩をサイラスががしりと摑つかむ。


「素す直なおに言えばいーんだよ。別に苦労したことを見せびらかせって言ってるんじゃないんだからさー。せっかく助かったセルマちゃんにひと言くらいあるだろ？」


　そう言って金髪の神官はセルマを指して念を押した。


「……な？」


　その相棒の様子を困こまったように見ていたアルはひとつ咳払いをして、セルマに向き直る。


「ああ、その、なんだ」


　微び妙みように顔を赤くしつつ、目線を逸そらしたままでアルはうめく。


「まあ、……無事でよかった」


「うん、助けてくれてありがとう。お兄さん」


　出てきたのは、あまりにもぶっきらぼうなひと言。


　セルマはそれに笑顔で返す。


　そこに──。


「……とりあえず、アルにしては上出来」


　いつの間にやらサイラスの隣となりに立っていた、黒くろ髪かみの女性が答えた。


「うわっ!?」


「え？」


「ナーシア!?」


　口々に三人が驚おどろきの声をあげる。


　そう、気配なく唐とう突とつにその場所に現あらわれたのはアルを置いてヘルムートの館やかたへと潜せん入にゆうした密みつ偵てい、ナーシアだった。


「……そのナーシアだけど」


「お前……、いつ……？」


　かろうじてアルがそれだけを言うと。


「今到とう着ちやくした。ここは我われ々われ三人の集合場所。私が来たところで不思議は無い」


「そ、それはそーだけど……」


　サイラスは汗あせをぬぐって呼こ吸きゆうを繰くり返す。


「気配無く近づいてこられると心しん臓ぞうに悪いってーの」


「それならもう少し知覚能のう力りよくを鍛きたえること。……ところで」


　そのひと言で場が沈ちん黙もくする。


　ナーシアの気配の質しつが変わったのだ。弛し緩かんした状じよう態たいから緊きん迫ぱくした空気へと。


「その女の子は誰だれ？」


　疑ぎ惑わくの色を隠かくしもせずにナーシアは問う。射い貫ぬくような視し線せんをセルマに向けながら。


「こ、この子はセルマちゃんって言ってさー。アルがあの館で助けられた子なんだって。でー、脱だつ出しゆつの時に怪け我がしたからここに連れてきたんだ」


「アルが……助けられた？」


　ナーシアは目線をアルへと移うつす。


「ああ、牢ろう屋やから出してもらって、館から逃にがしてもらった身だ」


「……ずいぶんと恩がある」


「そのとおり……っておい、もともとはそれ全部お前の役目だっただろうが」


「……それはこの際さい横に置く」


「置くのかよ！」


　叫さけぶアルを無視して、ナーシアは再ふたたびセルマに向き直る。


「それよりも──なぜわざわざアルを助けたのか、その理由に興きよう味みがある」


　人形のようなナーシアの顔に変化は無い。だが、彼女からは確たしかにセルマを威い圧あつするような、殺気じみた雰ふん囲い気きが発せられていた。


「……理由を、教えて」


　ナーシアに気け圧おされたのか、セルマの喉のどがこくんと動く。


　幾いく度どか口が動き、言葉にならぬ音を発した後、セルマは震ふるえる声で答えた。


「あたしは……ヘルムートの嫌いやがることをしたいだけなんだよ」


「なぜ？」


「あたしの家族が、村が──あいつに殺されたから」


　少女の声とは思えぬほどその言葉は低く、暗い感かん情じように彩いろどられていた。


「あたしの村はグラスウェルズの北の方にある小さな村だったんだよ。村の外から人が来るなんてことはほとんど無い。そんなへんぴな村」


　膝ひざの上で少女は両手を組み合わせる。


「なんでもないその村にヘルムートが現われたのが三年前。供とももほとんどつけずに、本当に唐突にやってきて──そして唐突に村のみんなを殺した」


　ぎゅうっとセルマの両手に力が込められる。


「アイツが何かをつぶやくと、空中に変な模も様ようが描えがかれて、そこから大きな竜りゆうが現われたんだよ。その竜が大きく口を開けて、紫むらさき色いろの光を吐はき出して。そうしたら、みんなが石に変わって──」


　そこから先が言葉になることはなかった。


　セルマは震えたまま口をつぐみ、爪つめの食い込こんだ手からはわずかに血が流れる。


　アルもサイラスもナーシアも、それぞれに押し黙だまってセルマを見つめていた。


「…………あなただけ助かったのは？」


　ナーシアが質しつ問もんでその沈黙を破やぶる。


「お姉ちゃんが……、助けてくれたから……」


「わかった、もういーよセルマちゃん」


　大きなため息と共にサイラスが言った。


「辛つらいこと聞いて悪かった。……ナーシア、もういーだろ？」


「……最後にひとつだけ」


　グラスウェルズの密みつ偵ていは一拍ぱく間をおくと、セルマの目をまっすぐに見て聞いた。


「なぜあの館を？　あの館は建ってから日も浅く、街からも遠く、なによりも警けい備びが厳きびしい。ヘルムートの本ほん城じようを狙った方がやりやすいはず」


　その問いに、セルマはすぐには応おうじられなかった。


　言葉に詰つまった後、おずおずと答えを絞しぼり出す。


「ヘルムートが最近あの館にずっといるって聞いて、アイツの秘ひ密みつが何かつかめるかと思ってこっちに来たんだよ」


「……秘密」


「…………」


「……何か、つかめた？」


　セルマは力なく首を振ふった。


「わかった。……アル、ちょっと」


　ナーシアはひとつうなずくと、アルに声をかけてそのまま小屋を出た。


「サイラス、セルマを頼たのむ」


「あー、任まかしとけってー」


　サイラスにそう言い残し、アルはナーシアの後を追う。


　夜明けの森は騒さわがしかった。鳥が、動物が、昆こん虫ちゆうたちが、森に住む多くの生き物が太陽を感知して動き始めている。


　ナーシアは森の中をしばらく歩き、小屋から離はなれたところで振り向いた。


「……今の話、どう思った？」


「セルマの話か？」


「そう」


「別べつ段だん不自然な点は無いと思うが……。疑うたがってんのか？」


「疑っている。それが私の仕事」


　険けわしい顔を向けるアルに、ナーシアは淡たん々たんと答える。


「アルを助けたタイミングはやはり不自然。都合がよすぎると考えるべき」


「だがセルマは相手に狙われてたんだぞ。あの傷きずは死んでてもおかしくなかった」


「それが偽ぎ装そうという可か能のう性せいもある」


「おい……」


　アルが不ふ快かいそうな声をあげた。


　自身が必死になって助けたこと自体を疑われているのだ。いらだってもおかしくはない。


　しかしナーシアはそれも無む視しする。


「頭から相手の間者だと決めているわけではない。さっきの話でも気になる点がある」


「どこだ？」


「『村人が石にされた』という部分」


「ああ、それは俺おれも驚おどろいた。ありゃ〝石化の呪じゆ詛そ〟だろ。そう見られるもんじゃねえ」


　石化の呪詛。


　その名の通り、あらゆるものを石と変える呪のろい。


　石と化したものは永遠に動くことを許ゆるされず、闇やみと痛いたみの中に放り込まれると言う。


　何よりも恐おそろしいのは他者が呪いを解かい除じよしないかぎりこの石化は続き、数百年でも数千年でも封ふうじられ続けるということだ。


「……こちらを騙だますのであれば、『村人は殺された』と話せばよい。わざわざ石化の話などする必要はない」


「確たしかにな。〝石化の呪詛〟なんてそれこそ噂うわさや伝説にしかでてこない代しろ物ものだろ？　そんなものを出す方が疑われる」


「そういうこと。そしてもうひとつはあの館やかたの話」


　ナーシアはほんのわずかに眉まゆを寄よせる。


「……結局、私は何も見つけられなかった」


「なに？」


「ヘルムートが謀む叛ほんを企たくらんでいるという証しよう拠このこと。隠いん蔽ぺいが巧こう妙みようで。でも〝あの館には何かがある〟という確かく信しんだけは得た」


「もしかして……、俺の救助ができなかったのもそれが原げん因いんか？」


　アルの脳のう裏りに牢ろう屋やで受け取ったメッセージが浮うかぶ。


「そう。探たん索さくに時間を使いたかったので、あえて放っておいた。敵てきがアルに気を取られればこちらが動きやすいから。……ちなみにアルを捕つかまえさせたのも私」


「──は？」


　さらり、とナーシアは驚きよう愕がくの真実を述のべる。


「館内部への侵しん入にゆうが少し厳きびしかったので囮おとりとして。後の警けい戒かいは厳しくなったけど、やはり少しの隙すきができた」


　料理がうまくできた、というような調子でナーシアはさらさらと説明を続ける。


「って、おい！　聞いてねえぞそんなこと！」


「言ってないから」


　抗こう議ぎするが聞き入れられない。


「探索が終わったら、きちんと助けに行くつもりだった。余よ裕ゆうがなかったので、ああいう形での連れん絡らくになったけど。まさか違ちがう人が助けに来るとは」


「お前が来る前に俺が殺されてたらどうするつもりだったんだ！」


「そういうときのために、〝がんばれ〟って書いた」


「そのひと言でどうしろっつーんだよ……！」


　上体ごと肩かたを落とし、アルは大きな大きなため息をついた。


　一気に疲ひ労ろうが吹ふき出したかのような、なんとも言えない倦けん怠たい感を感じつつ。


「アルが生きていると予よ測そくも信しん頼らいもあった。生せい存ぞん能のう力りよくにかけては私以上だから」


「ほめてねえだろ、それ」


　やれやれと二度目のため息をついて、アルは身を起こす。


「で、結局どうするんだ？　セルマのことは」


「事実確かく認にんを取る」


　ナーシアは小屋の方に視線を移うつしてそう言った。


「彼女の言うことが真実であれば、ヘルムートを糾きゆう弾だんする材料になる」


「なるほどな。王の許きよ可かなく領りよう民みんに手を出してるからか」


「そう」


　こくりとわずかにナーシアはうなずく。


「ただし、〝それが真実なら〟。……私はこれからすぐに王都に帰り、確認を取る。アルとサイラスは彼女を保ほ護ごして北東にある街、ミスティアに向かって」


「ミスティア？　一いつ緒しよに王都に戻もどればいいんじゃないのか？」


「王都までは遠すぎる。ヘルムートの領地を抜ぬけて、彼女を安全な場所に確保しておく方が先決。ミスティアの領主は顔見知りだから。この紹しよう介かい状じようで彼女を保護してもらって」


　ナーシアは書状を取り出して何事かを書き込み、封ふうをしてアルに手て渡わたした。


　アルもそれを大事に懐ふところへとしまい込む。


「とにもかくにも、ヘルムートの手の届とどかないところに行けってことか」


「……そう。館やかたの潜せん入にゆうとは別の仕事として、報ほう酬しゆうはその分上乗せする」


「別にそこまでしなくてもいいさ。乗りかかった船だからな」


　アルは首を振ふってナーシアからの申し出を断ことわった。


「それに──セルマには借りがある」


〝危き険けんな目にあわせない〟。


　そう約束したのに、アルは果たせなかった。


「……約束？」


「…………」


「……なるほど。あなたは本当に、あいかわらず、つくづく不器用な人間」


　何度となく聞いてきた口調で、ナーシアはアルを評ひようす。


「放っておけないんだよ、なんとなく」


「わかってる。アルのクセは知ってるから」


　アルの言葉にナーシアはひとつうなずくと、くるりと背せを向けた。そして──。


「それではミスティアで、また」


　というひと言を残して、森の中を駆かけていく。


　まるで黒い風のように、マントをひるがえして森の中を疾しつ走そうするナーシアを見送り、アルもまた彼女に背を向ける。


「家族の仇かたき、か」


　森のやわらかな地面を踏ふみしめながら、アルはひとりごちる。


　ようやく昇のぼってきた太陽を見るその顔には、悲しみと戸と惑まどいが色いろ濃こく浮うかんでいた。


「……師し匠しよう」


　夜明けの森の中、つぶやかれたその言葉に応こたえるものは誰だれもおらず。


　ただ木々のざわめく音の中に消え去っていった──。





　　　　＊　　＊　　＊




　風の冷たさに、アルは少し身を震ふるわせる。


　日射しは春のものになってはいたものの、まだ空気は冷たく、冬の残り香を感じさせた。


　森に沿そって作られた街かい道どうは日ひ陰かげが多く、よりいっそう寒さを味わうことになる。


「早いところ、もーちょっと暖あたたかい道に出たいもんだってーの」


　手で身をこすりながらサイラスが言った。ちなみに彼は三人の中で一番衣服が厚あつい。


「そう思うならもう少し速く歩いたらどうだ」


　アルが振り向いてそう返す。


「いや、でもセルマちゃんがいるから合わせなきゃー……」


「あたしもっと速くても大だい丈じよう夫ぶだよ？」


「う……」


　ナーシアと別れて一日。アルたちはセルマの回かい復ふくを待って、ミスティアの街を目指していた。うっそうとした森を右手に、なだらかな草原を左手に見つつ、三人は道を歩く。


「ほら、セルマもこう言ってるだろ。お前も少しはがんばって歩け」


「うう、オレは頭で勝負する方なんだってー……」


「それでもだ。ヘルムートの領りよう地ちを越こえないと、いつどうなるかわからねえんだぞ」


　後半は声を潜ひそめてアルは言う。


　ヘルムートが追つい撃げきの手をどれぐらいかけるかはわからないが、少なくとも他の貴き族ぞくの土地まで追いかけてくることはない。それがアルたちの目算だった。


「だからキリキリ歩け」


「厳きびしいやつー」


　アゴを突つき出して、いかにも疲つかれているような振りをしてサイラスは歩き始める。ただし少しばかり速度を上げて。


「この速さなら、ヘルムートの領地を抜ぬけるまでに一日くらいかかるな」


　肩かた越ごしにサイラスを見ながら、アルは隣となりを歩くセルマに声をかける。


「それまでは表の街道は使えねえから、不便をかけるぞ」


「気にしないよ。そういうの慣なれてるから」


　泥どろ棒ぼうだからね、とセルマが付け加えた。


　アルは黙だまってそれにうなずく。


「それよりもさ。気になってることがあるんだよ」


「なんだ？」


「お兄さんとサイラスとナーシアって、どうして一いつ緒しよにいるの？　なんというか……、あんまり繫つながりが無いんだよ、あたしから見ると」


「別にナーシアとは一緒にいるわけじゃないぞ」


「そうなの？」


「そうだ。俺たちは傭よう兵へいで、アイツは依い頼らい人にんだ。アイツは自分の仕事の手伝いに俺たちを使うことが多いから、そういう風に見えることが多いんだろう」


「ふーん？」


　理り解かいしたような、理解していないような相づちを打つセルマ。


「じゃあお兄さんとサイラスは？」


「俺とサイラスは……」


　そこで言葉を切って、アルは行く手に目を移うつす。


　細い街道は遠くまで見えており、彼らの他に人ひと影かげは無い。


「……どう言ったものかな」


　その声には戸と惑まどいの色があった。


「お、何？　オレとアルの出会いを知りたいってー？」


　と、サイラスが割わり込こんでくる。


「うん、ふたりとも全然違ちがう性せい格かくだから。ちょっと気になったんだよ」


「まー、たいして面おも白しろい話でも無いよ。神官と剣けん士しが出会うパターンなんてのはひとつしかないから。コイツが大おお怪け我がして、たーまたまオレがそれを治療したんだ」


「あれ？　それだけなの？」


「ひっどい怪我だったから、長い間治療してねー。治った頃ころにナーシアが依頼を持ってきて。ちょうどいいからオレも乗らせてもらってさー。それから組んで仕事してるんだ」


　無む駄だにさわやかな笑え顔がおを浮うかべながら、サイラスは過か去こを語る。


「へえ、お兄さんもサイラスに助けられたことがあるんだ」


　言いながらセルマは治療された傷きずを手でさする。サイラスの言ったとおり、もうその場所には傷きず跡あとすらなかった。


「あの時は世話になったからな。いつかあの借りは返さないとと思って──」


「いや、オレがお前につきっきりだったのは軍から抜ぬけるためだってーの」


　──そのひと言に、ぴたり、とアルが固まった。


　冷たい風が砂すな埃ぼこりをあげて行き過すぎる。


「………………なに？」


「いやだからさー。あの時もうオレは軍を抜けたくてしょーがなかったから。重病人のお前をダシにして軍を辞やめたんだー。峠とうげを越こえてるのに、『今離はなれたらコイツが死にます』とか言ってなー。いやー、うまくいったうまくいった」


　からからから、とサイラスが笑う。


「おぉい！　そんなこと知らなかったぞ！」


「あー、言ってなかったか。でもいーだろ、今さらだし」


「お前が言うな、お前が！」


「ちゃーんと助けたんだし、細かいこと言うなってー」


　アルとサイラスの言い合いがあたりに響き、セルマはくすくすと微笑んだ。





　──その彼らを森の中から監かん視しする目があった。


　巨きよ体たいを鎧よろいに包み、同じく巨大な槍斧ハルバードを持った騎き士し──クロッカスはアゴをなでながらアルたちを厳きびしい視線で追っていた。


「……まるで子こ供どもではないか」


　呆あきれたように嘆たん息そくする。


「確たしかに、それほど手て練だれには見えませんが」


　答えるのは後ろに控ひかえる数名の部下たち。それぞれが鎧よろい兜かぶとできっちりと武ぶ装そうしていた。


「ふん、だからこそヘルムート様はこいつらの実験台にしようと思われたのだろう」


　どこか侮ぶ蔑べつのこもった目で、クロッカスは部下たちのさらに後ろを見る。


　そこには布ぬのをかぶせられた三つの塊かたまりがあった。


　長身であるクロッカスよりも二回りは大きなその塊は、人に似にた姿すがたをしていたが、微び動どうだにせず、その場に固まっている。


「しかし……、このようなものを使わずとも我われ々われは……」


「言うな。主の命だ」


　部下のひとりが漏もらす不満をクロッカスは差し止める。


「おぬしの心はわかる。だが、それがしたちは騎士だ。主おらずして何の騎士ぞ」


　まるでそれは自分自身にも言い聞かせるような物言いで。


　クロッカスはわずかの間目を伏ふせ──そして低い声で言った。


「命ずる。あの三人を捕とらえろ」


　その言葉と共に、布に覆おおわれた何かが大きく跳ちよう躍やくし、獣けもののような動きでアルたちへと殺さつ到とうしていく。


　それを見送り、クロッカスは少しため息をついた。





　ただならぬ気配に気がついたのは、アルの方が早かった。


　森の中を疾しつ走そうする影を目で捕らえ、双そう剣けんを抜き放つ。


「何か来るぞ！」


　他のふたりに警けい告こくを発し、一歩前に出る。


　同時に、影かげたちが森から飛び出してきた。


「ゴ、ゴーレム？」


　思わずサイラスが声を漏らす。


　森から出てきたのは、全身鎧がそのまま動いているような人影が三つ。


　だが、兜の奥おくから光る目は人のものではない。素そ材ざいこそ違ちがうものの、確かにその外見はアルがヘルムートの館やかたで出会ったゴーレムに通じるものがあった。


「……正体はわからねえが向こうはやる気みたいだな」


　機械人形たちが三機とも背せ中なかから巨大な片かた手て斧おのを取り出すのを見て、アルが言う。


「ついでに言えば、あのクリスタルゴーレムよりはできそうだ」


　斧を構かまえる三機の動きは、どこかぎこちなかったクリスタルゴーレムに比くらべて格かく段だんになめらかで、俊しゆん敏びんそうに見えた。


　だが──。


「それでも、負ける気はしないが」


　そう言ってアルは口元を歪ゆがませる。


「サイラス、セルマと一いつ緒しよに下がってろ」


「ほーい、ほい。……それじゃあセルマちゃん、お手を拝はい借しやく～」


「え？」


　サイラスがきょとんとするセルマの手を握にぎり、呪じゆ文もんを詠えい唱しようすると、その姿がかき消えた。


「きゃっ」


　そして、アルから十数歩離はなれた場所にふたりで現あらわれる。


「これくらい離れてれば、まー大だい丈じよう夫ぶでしょ～」


　少し遠くなったアルたちを確かく認にんしながら、サイラスは気楽な口調でそう言った。


　アルはふたりが離れたのを確認して、機械人形たちに突とつ撃げきを敢かん行こうしている。


「サ、サイラス、今の何？」


　まだ目を白黒させているセルマがサイラスの袖そでを引っ張ぱった。


「瞬しゆん間かん転てん移いの魔ま術じゆつ。キャストフォースっての。そんなに長い距きよ離りは動けないんだけどねー。こういうときには便利だよ。……ほら、アルが戦いはじめた」


　その声でセルマもまた戦せん闘とうへと目を戻もどす。


　剣けん戟げきの音が響ひびいていた。


　アルが機械人形に襲おそいかかる。機械人形たちがそれに反はん応のうして斧を振り上げるが双剣の剣士を捕らえることはできない。一撃目はかわされ、二撃目、三撃目はその剣に打ち落とされた。


　アルは敵の攻こう撃げきをはねのけつつ、まっすぐ集しゆう団だんを突つっ切り──そのまま全身をバネにしてみずからの勢いきおいを止め、振り返る。


　そしてまだ振り向かぬ機械人形の懐ふところに入り込み──、鳥が翼つばさを広げるように二刀を左右に繰くり出した。


　硬い金きん属ぞく音おんと共に、鋼はがねでできた機械人形の肩かたや腕うでが斬り飛ばされる。


「あー、確たしかにありゃアルの相手じゃないなー」


　戦いを外側で見守っているサイラスがのんきな声を出す。


　肩の力も抜ぬき、だらけきった顔で目の前の戦いを観戦し始めた。


　機械人形たちの動きはアルよりも圧あつ倒とう的に遅おそい。さらに攻撃の軌き道どうも単たん純じゆんなため、すべてアルに先読みされて封ふうじられ、的てき確かくに反撃されている。


「ねえ、サイラス」


　と、彼の後ろに隠かくれていたセルマが顔を出した。


　その顔は何か信じられないものを見ている、という驚おどろきで彩いろどられている。


「お兄さんって、あんなに強かったの？」


「ん？　館やかたで見なかったー？」


「館の時は……速くてよくわかんなかったんだよ……」


「あー、なるほどね。アイツはこと戦いにおいてはかなりのもんだよ。傭よう兵へい連中でも剣でアルに勝てるやつはなーかなかいないし。今だってなーんの援えん護ごも無いのに、よくあれだけ戦える……って、そろそろ終わるな」


　サイラスの言うとおり、戦いはアルの勝利で終わろうとしていた。


　機械人形たちの武ぶ器きはすべて地に落ち、一体は腕を斬きられ、一体は膝ひざをつき、一体は胴どう体たいに走っている傷で動けない。


　対するアルには傷ひとつない。息も切らせぬままで、冷たい目を敵てきに向けている。


　アルが一度剣を振り、その切っ先を機械人形たちにピタリと向けた。





「クロッカス様、人形どもが……！」


　部下の慌あわてる声を手だけで制せいする。


「あの小こ僧ぞう、それがしが思ったよりもよく動く」


　巨きよ軀くの騎き士しは不敵な笑えみを浮うかべてアゴをさすった。


「なかなかに戦いくさ慣なれしている奴やつよ。人形どもでは役にたたんか」


「それでは……」


「うむ、それがしたちも出るぞ」


　クロッカスはそう言って、みずからの武器を取る。


「お前たちは弓で後ろを牽けん制せいしつつ、人形どもを回かい収しゆうしろ。それがしはあの小僧を引きつける。……行くぞ！」


　言うが早いか、巨軀の騎士はその体に見合わぬ速さで森の外へと飛び出した。





　アルが機械人形にトドメを刺さそうとしたその時。


　──獣けものじみた猛たけ々だけしい殺気が、周囲を包み込こんだ。


「……っ！」


　反はん射しや的にアルは振ふり返る。


　彼の目に映うつったのは、岩のような大男だった。


　見上げるような体軀の男が傷きずだらけの甲かつ冑ちゆうに身を包み、槍斧を持ってこちらへと疾しつ走そうしてくる。その後ろには同じような鎧よろいを着た兵士を数名連れて。


　男はアルの近くにまで寄よると、そこで足を止めた。


　同時に後ろの兵士たちが左右に展てん開かいして、弓を構かまえる。


「小僧、いい腕をしているな」


　巨軀の騎士、クロッカスは獣じみた笑みを浮かべて言う。


　言葉と共に遠えん慮りよ無しの殺気を叩たたきつけながら。


「あんたは……」


　警けい戒かいしつつアルは剣を構え直す。壊こわれかけの機械人形よりも、目の前の脅きよう威いを優ゆう先せんして。


「それがしはヘルムート・エーデン伯はくが騎士クロッカス。先日我わが主あるじの館に侵入してきた賊ぞくを追いかけてきた」


　腹はらの底に響ひびくような低い声で、クロッカスは名乗りを上げる。


「しかしそれがしの目も曇ったものだ。小僧の力量を読み間ま違ちがえるとはな。ふん、これでは人形どもに経けい験けんを積ませるどころか、破は壊かいされるのが落ちよ」


　まるで独ひとり言のようにつぶやくクロッカスの言葉に、だがサイラスが反応した。


「……経験？　ってー、まさかこいつらはエクスマキナか？」


　ピクリ、とクロッカスの眉まゆが上がる。


「勘かんのよいものもいるようだな」


　巨軀の騎士はその事実を認みとめた。


「エクスマキナ……？」


「〝生きている機械〟ってー呼よばれてる種族さ。心を持ったゴーレム、でもいーけどな」


　セルマのつぶやきにサイラスが答える。


　エクスマキナとは〝生きている機械〟と呼ばれる、このアルディオンに住まう種族のひとつである。姿すがた形かたちは千せん差さ万ばん別べつ。鋼はがねでできた人形であることもあれば、獣そっくりであることもあり、無数の腕をつけた球体などという奇き怪かいな姿も確かく認にんされている。


　ゴーレムと決定的に違ちがうのは、エクスマキナは意い志しを持ち、そして成長できるということ。故ゆえにエクスマキナは種族として認められ、国によっては人権を認めている。


　だが──。


「エクスマキナにしては……、意志を感じられなかったけどな」


　目の前の騎士から目を離さず、アルは疑ぎ問もんを口にする。


　現あらわれた三体のエクスマキナは言葉を一いつ切さい発さず、また戦い方も大味だった。それこそまるで機械そのもののように。戦せん闘とうをする意志を感じられなかったのだ。


「ふん、説明はここまでよ。それがしたちは自分たちの役やく割わりを果たすのみ」


「役割？　おっさんたちがそこの機械人形の代わりに俺おれを斬きりに来たってわけか？」


「そうだ。……と言ってやりたいところだが、少しばかり事じ情じようが違う」


「なに？」


「それがしは人形どもを回かい収しゆうしに来たのよ。気に食わん人形だが、それは我が主のものなのでな。お前に斬らせるわけにはいかん」


　そう言ってクロッカスは左手を払はらう。


　同時に部下たちの半分が弓をサイラスとセルマに向けた。


「くっ……！」


　アルがそれを察して後ろに跳とぼうとするが。


「おっと、貴き様さまの相手はそれがしよ。……まさかいやとは言うまいな」


　槍斧を腰こしだめに構えたクロッカスの殺気がアルを貫く。


　クロッカスはアルと、そして後ろにいるセルマ、サイラスに向けて殺気を発している。


　もしアルがクロッカスの部下やエクスマキナたちを斬りに行けば、巨軀の騎士は後ろのふたりを殺しに行くだろう。そうされた場合、アルに止める術すべはない。


　仕方が無く、アルは双そう剣けんを構えてクロッカスと目を合わせる。


「アル、こっちは任まかせろー。ザコくらいは止めてみせる」


　背はい後ごからサイラスの声が聞こえてきた。


「頼たのむ」


「ただ、オレにできるのは防ぼう御ぎよだけだからなー。攻こう撃げきは期待するなよー」


　皮肉げにサイラスは言う。


　彼の修おさめた神しん聖せい魔ま術じゆつは防御、治ち癒ゆに特化している。敵てきからの攻撃に耐たえることはできても、敵を倒たおすことはできないのだ。


　サイラスが魔術の構えを取ったのを確認して、クロッカスが吠ほえた。


「準じゆん備びはできたようだな。ならば──行くぞ！」


　先手を取ったのはクロッカスの槍斧だった。アルの胴どう体たいを狙ねらって渾こん身しんの突つきを見み舞まう。


　予よ測そくしていたアルは半身になって槍斧をかわし、騎き士しの懐ふところに入ろうとし──。


「甘あまいわぁっ！」


　その瞬間に槍斧が大きく薙なぎ払われる。筋きん力りよくに任せて強引に攻撃の軌き道どうを変えたのだ。


「ちぃっ！」


　腰を狙って繰くり出される薙ぎに対し、アルは左の剣を槍斧の上から叩たたきつけた。そして反動を利用して跳ちよう躍やく。クロッカスの一撃をやり過すごす。


　反撃の隙すきは無い。アルは仕方なく距離を取って、もう一度クロッカスと対たい峙じする。


「今の攻撃を無む傷きずで切り抜ぬけるか。ますますもって面おも白しろい」


　クロッカスは再ふたたびどう猛もうな笑えみを浮うかべ──槍斧を頭上で回し始めた。


　一回転、二回転……、回転が上がるたびに速度が増ましてゆく。


「……ずいぶんとその武ぶ器き、使い慣なれてるみたいだな」


「無む論ろんよ。それがしはあまたの戦場をこの槍斧と共に駆かけ抜ぬけてきた。長なが柄えの武器とは言え、隙は無いと思ってもらおうか！」


　槍斧に限かぎらず、長柄の武器は懐が弱点となる。武器自体の長さが仇あだになり、取り回しがしにくくなるためだ。


　特に槍斧は槍の穂ほ先さきと斧おのの刃やいばを併あわせ持っている。突く、斬る、叩くのすべてを行なえる代わりに武器としてはもっとも重い部類に入る。それだけに隙は大きくなるはずだ。


　だがクロッカスはその槍斧を木ぎれでも振ふり回すように扱あつかっている。すでに彼の頭上で振り回されている槍斧は鞭むちのようにしなり、目で追える速さを超こえていた。


　鍛きたえ上げた筋力で重量による隙を封ふうじているのだ。


「どうした？　臆おくしたか小こ僧ぞう？　今降こう伏ふくすれば命だけは助けてやるが？」


「……ぬかせ」


　槍斧を振り回したままで挑ちよう発はつするクロッカスに、アルは小声で答えつつ地を蹴けった。


　再び双剣と槍斧がうなりをあげ、剣けん戟げきの音が響ひびく。





　一方、サイラスもまた戦っていた。クロッカスの部下たちがサイラスとセルマに向けて間かん断だんなく矢を射いかけてくるのだ。


「わっ!?」


　セルマが頭を低くしようとしたその時。


「っとお」


　サイラスのかけ声ひとつで、飛来するすべての矢の前に光の壁かべが出しゆつ現げんした。


　矢は壁を打ち破やぶれずに地面へと落ちる。


「へへん、こーんなもんじゃオレの防御魔術プロテクシヨンは貫つらぬけないな」


　鼻を鳴らしながら金きん髪ぱつの神官が笑う。


　その両手には魔力で編あみ上げた魔ま法ほう陣じんが浮かんでいた。


「セルマちゃん、ちゃーんとオレの後ろにいてくれよー」


「う、うん」


「だーいじょーぶ、女の子を護まもる時のオレの魔術はそう簡かん単たんに破やぶられないからさ」


　言いながら二射しや目の矢を同じようにはじき落とす。


　だが敵は動じない。魔術を貫けなくても構かまわぬとばかりに矢をつがえ、発射する。


「……とはいえ、このまま持じ久きゆう戦せんはキビシイかもなー……」


　サイラスの口から、ぽつりと弱気が漏もれた。





　──戦いは互ご角かくに進んだ。


　自じ在ざいに振り回されるクロッカスの槍斧はアルを近ちか寄よらせず、アルはその動きでクロッカスを翻ほん弄ろうし、攻撃を回かい避ひする。


　サイラスは撃うって出ることこそできぬものの、すべての矢を魔術で打ち落としていた。


　その最中、アルと対峙しているクロッカスが口を開く。


「……小僧、貴き様さまの剣、もしや……」


「なんだ」


「ふむ。……いや、言葉ではなく、ここはこいつで試ためしてみるのが筋すじというものか」


　巨きよ軀くの騎士はひとりそう納なつ得とくすると、槍斧を右みぎ肩かたに背せ負おうようにして構えた。


「さあ、行くぞ小僧。今までの一刀とはモノが違うと思え！」


　殺気と共に放たれたその叫さけびは、まるで獣けものの咆ほう吼こうを思わせる。


　クロッカスの狙ねらいは単たん純じゆんだ。


　防御を棄すてた必殺の一撃。


　槍斧の利点である遠心力と、クロッカスの筋きん力りよくを活いかして最大の破は壊かい力りよくを生み出し、双そう剣けんでは受け止められない攻こう撃げきを繰り出すこと。


　アルの剣が届とどく前に槍斧の攻撃が届けば、それで勝利は確かく定ていする。


「それがあんたの切り札ってことか、おっさん」


「応おうよ！　それがしの全身全霊を受けて砕くだけ散れ！」


　騎き士しはそのまま身をかがめる。さらに槍斧に力を込こめるために。


「とことんやる気か。じゃあ、受けて立ってやるよ」


　対するアルは……、あろうことか両手の剣をだらりと下げた。


「む……？」


　クロッカスの眉まゆがわずかにあがる。


　無む防ぼう備びとも言えるアルの構えに一いつ瞬しゆん迷まようが──。


「……何をたくらんでいるかは知らんが、その小こ癪しやくな策さくごと打ち破やぶってくれる！」


　その構えのまま、突とつ撃げきしてきた。


　同時に大きな弧こを描えがいて斧おのの刃やいばがアルに襲おそいかかる。


　その速さはまさしく雷かみなりのごとし。


　アルはその必殺の一撃を前にして、横にかわすでも、後ろに下がるでも、剣で受けるでもなく。ただ静かに一歩を踏ふみ出した。


　その刹せつ那な──。





　ギャリィン！





　鋼はがねのこすれる甲かん高だかい音が響ひびく。


　──クロッカスは見た。


　一歩だけ騎き士しに近づいたアルの、左の剣が振ふり上げられ、綺き麗れいな円を描くのを。


　その剣はクロッカスではなく、迫せまり来る槍斧に向けて振るわれた。


　武ぶ器き同士がかみ合った瞬間、槍斧は滑すべるように剣の軌き道どうに呑のみ込まれ、ずれていく。


　そして──必殺のはずだった一撃はアルの体をそれ、ただ虚こ空くうを薙ないだ。


　騎士がとっさに武器を引き戻もどそうとするももう遅おそい。


　軌道をずらされた槍斧は致ち命めい的な隙すきを生む。そして……アルはその隙を見み逃のがすような剣士ではなかった。


「ぐぅおっ！」


　踏み込みと共に右の剣を振り上げる。長剣はクロッカスの鎧よろいをやすやすと貫つらぬき、彼の胸むねを切り裂さいた。返す刀でクロッカスの首を狙うが、そちらは飛び退すさって回かい避ひされる。


「浅かったか……」


　舌した打うちをするアル。


「なんと……」


　対照的に驚おどろきの声を上げるクロッカス。その胸からはパタパタと血が流れている。


「流水の極ごく意い、だったか。攻撃の軌道を一瞬で見み抜ぬき、そのもっとも弱い場所へ一撃を加えることによって敵てきの攻撃を意のままにする技わざ。……まさかそのようなものを再ふたたび目にすることになるとはな」


「……っ！」


　巨軀の騎士が発した単語に、アルの顔が凍こおりつき──。


　クロッカスはその様子に満足げな笑えみを浮うかべた。


「なるほど、やはりか」


　みずからが受けた傷きずのことなどまるで気にもかけず、クロッカスはアルに言い放つ。





「貴様──あの剣けん聖せいの弟で子しだな？」





　ビシリ、と。


　ひびの入った陶とう器きが崩くずれ落ちるように、アルの顔が歪ゆがむ。


　驚きよう愕がくと、憎ぞう悪おと、恐きよう怖ふと、そして悲ひ哀あいがひび割われた向こう側から覗のぞいていた。


　言葉を発せないアルに対し、巨軀の騎士は朗ろう々ろうと述のべる。


「それがしの槍斧を、そんな小こ枝えだのような剣で捌さばく。その見切りの良さは記き憶おくの中にある剣聖を彷ほう彿ふつとさせよるわ」


　そしてクロッカスは笑みを深めた。


「そして、剣聖が弟子を取ったとも聞いておるぞ。確たしか名前は──アル・イーズデイル」


　念を押おすように指をさすクロッカス。


　我われ知しらず、アルは胸を押さえていた。


　その下にあるものを隠かくそうと、強くみずからの胸を握にぎりしめる。


「……だったら、なんだって言うんだ……？」


　わざと強い言葉を使って、こぼれ落ちそうになる感かん情じようをせき止めた。


　歯を食いしばり、苦く渋じゆうの表情を強ごう引いんに元に戻もどす。


　だが──クロッカスは隙だらけのアルに対して槍斧を下げた。


「名がわかれば打つ手もあるということよ。……このまま剣を交えてもいられんのでな」


「なに？」


「クロッカス様、エクスマキナの回かい収しゆうが完かん了りようしました」


　クロッカスの部下が声をかける。


　肩かた越ごしに振ふり向けば、確かにエクスマキナたちは消えていた。


　サイラスを矢で釘くぎ付づけにしている間に他の部下たちが回収したのだろう。


「よし、それがしたちも引くぞ」


「待て！」


　対たい応おうしてアルも飛びかかるが……。


「待てぬな！」


　その叫さけびと共にクロッカスはみずからの武器を地面に叩たたきつける。


「くっ！」


　爆ばく発はつが起きたかのような衝しよう撃げきに加えて、視し界かいを砂すな埃ぼこりが覆おおった。


「ヘルムート様の領りよう地ちからそう簡かん単たんに出られると思うなよ、小こ僧ぞう！」


　埃ごしに捨すて台詞ぜりふが聞こえる。


「…………ちっ」


　アルは舌打ちをひとつして、不意打ちを警けい戒かいする。


　だが……、視界が開けた時にはもう敵の姿すがたは無かった。


「アル！」


　敵の撤てつ退たいを確かく認にんして、サイラスがアルへと近づいた。


「一いち段だん落らくだな。あーのおっさんと打ち合い始めた時にはどうなるかと思ったが」


　サイラスがアルの肩かたに手を置いて──力強く握にぎる。


「まー、でもお前の方が圧あつ倒とうしてたしなー！　もう一回戦えば勝てるよなー？」


　わざとらしいほど明るくサイラスが言う。


「……そうだな、次に剣を交えた時は勝てる」


　不自然に力の入った手と、彼の台詞から意図を察し、アルもわずかながら笑みを浮かべて相あい棒ぼうに返す。


「いやっはっはっはっはー、たーいしたもんだよ相棒。お前は剣だけはホント一人前だなー。……ねー、セルマちゃん」


　アルの背せ中なかを不必要なほどに叩きながら、サイラスは背後の少女に振ふり返る。


　だが期待していた反はん応のうは無く、セルマは呆ぼう然ぜんと敵の過すぎ去った街かい道どうを見つめるばかり。


「セルマちゃーん、どうしたー？　まさか怪け我がでもしたー？」


　様子のおかしいセルマに、サイラスが声をかける。


「……え？」


　ほとんど焦しよう点てんの合っていない目でセルマはサイラスとアルを見て──。


「あ！　いや、ちょ、ちょっとビックリしてただけなんだよ！」


　これでもかと手を振ってごまかした。


「お兄さんがあんなに強いって、思ってなくて。今出てきたクロッカスっていうの、ヘルムートの配下でも一番強いやつだったから」


「へー。でもオレたちの敵てきじゃーないってことだなー！」


　まるでいたずらっ子のような笑いを浮うかべて、サイラスはアルと肩かたを組む。


　しかし。


「え、サイラスは何もしてないんだよ？」


　とセルマに一いつ蹴しゆうされた。


「いや！　オレだって活かつ躍やくしてたじゃーん！　ほら相手の矢をたたき落としたりとか！」


「…………そうだっけ？」


「してたよー！　忘わすれないでー！　忘れないでー、セルマちゃん！」


「俺おれは見てたぞ」


「お前なんかに覚えててもらってもうれしくないんだよー！　オレは女の子に覚えててもらいたいのー！　防ぼう御ぎよ役は地味だからイヤなんだよー！　神様のバカ野や郎ろうー！」


　あらぬ方向を見て叫びだしたサイラスから一歩離はなれて、アルはやれやれと息をつく。


　……ふと、セルマと目があった。


「あー……、怪我ないか？」


「うん」


　少女は赤毛の剣けん士しを見上げて元気よくうなずく。


「今さらだよ、そのセリフ」


「そうだな」


「でもさ、ホントにびっくりしたんだよ。お兄さん、あんなに強かったんだね。……あたし、動きが速すぎて全然見えなかった」


「言ったろ、この剣を使うために修しゆ行ぎよう中だって」


　そう言って肩で二本の剣を揺ゆらす。


「それにセルマより小さい頃ころから鍛たん錬れんしてるんだ。これくらいにはなるさ」


「あたしより小さい時？」


　たいしたことじゃねえよ、とアルはうなずく。


　するとセルマはその大きな目を輝かがやかせて、アルの袖そでを摑つかんだ。


「じゃあさ、じゃあさ！　お兄さん、あたしに剣を教えてよ！」


「……え？」


　勢いきおい込こんで言うセルマ。


　子こ供どもらしく、一点の曇りもない瞳ひとみがアルに注がれる。


「お兄さんほどじゃなくてもさ、強くなれるんだったらあたしも覚えたいんだよ！」


　袖を引っ張ぱり、期待のこもった視し線せんを送るセルマ。


　彼女は気がつかない。……アルの顔がかすかに強こわばっていることに。


「あー、その、セルマちゃん」


　だがアルに代わってセルマに反はん応のうしたのは、いつの間にか戻もどってきたサイラスだった。


「ちょーっと、剣を習うとかそう言うのはー、あー、その、ねー？」


　困こまったような笑えみを浮かべ、なぜか手を閉とじたり開いたりしながら歯切れの悪い言葉を並ならべるサイラス。


「……ん？　どうしたの？」


　きょとん、とセルマは首をかしげた。


「だから……」


「いや、サイラス」


　なおも言い募つのろうとするサイラスをアルが手で制せいす。


　そして、セルマの頭を叩たたいて言った。


「軽く基き礎そを教えるくらいはしてやるよ」


「ホント!?　約束なんだよ！」


「ただ、やるんだったら厳きびしくやるぞ。手て加が減げんして下手に怪け我がされても困こまるしな」


「うん、それでいいんだよ。ふふふ、これであたしはお兄さんの弟で子しだね」


「弟子？」


「剣を習うんだから。弟子でしょ？」


　少女はうれしそうに、満面の笑みを浮かべて言った。


　それがどんな意味を持つかも知らずに。


「……そっか、弟子か」


　少しばかり目を細め、アルははしゃぐセルマを見つめる。


「おい、アル。いーのかよ」


　サイラスはアルを引っぺがし、小声で言った。


「あんな安やす請うけ合いして。お前は……」


「わかってる」


　相あい棒ぼうのセリフを最後まで言わせずに、アルはうなずく。


「別に全部教えるわけじゃない。それに、俺みたいになるわけじゃない」


「……お前がいいなら、まー、それはいいが……」


「ともかく、セルマを届とどけてからだ」


　そう言って、アルはクロッカスが消えた街かい道どうを睨にらむ。


「──不安要素が無くなったわけじゃないしな」





　　　　＊　　＊　　＊




　重々しい音を立てて扉とびらが開く。


　扉が開ききるのを待たずに巨きよ軀くの騎き士しは部屋の中へと歩を進めた。


「ヘルムート様、ただいま戻りましてございます」


　そう言ってクロッカスは部屋の中央に座すわる主にひざまずく。


「汝なんじか。存ぞん外がいに早かったな」


　騎士の主、ヘルムート・エーデン伯はく爵しやくはジロリと部下を睨みつけた。


「面めん目ぼく次し第だいもございません。賊ぞくのひとりはかの剣けん聖せいテオドール・ツァイスの弟で子し。小こ僧ぞうの割には剣の扱あつかいはなかなかで、エクスマキナどもが負けたため、帰って参りました」


　主が考え込む様子を見て、クロッカスは一度言葉を切った。


「エクスマキナたちは破は壊かいされたのか？」


「いえ、それがしの隊で回かい収しゆう、現げん在ざい修しゆう理りにあたらせております。……そこでヘルムート様にお願いがございます」


「言ってみろ」


「賊はヘルムート様の領りよう内ないから抜ぬけようとしております。それを防ふせぐために命を出していただきたく」


　部下の報ほう告こくを聞いて、ヘルムートは思案を始める。


　クロッカスはあの剣士たちを賊として領内に触ふれ回れ、と言いたいのだろう。領内の街、街かい道どうすべてに命を出せば、彼らへの足止めになる。


　眉まゆを寄よせ、数秒ほど虚こ空くうを睨みつけた後に壮そう年ねんの貴き族ぞくは結けつ論ろんを下した。


「いいだろう。……送り込んだ間者からの報告では、あの剣士たちは囮おとりで本命は別の密みつ偵ていとのことだが。汝が奴やつらを捕とらえておくことに意味はある」


「密偵、ですか」


「黒衣の女だ。……我われの得た情じよう報ほうが真実なら、グラスウェルズに飼かわれている密偵だな」


「それは……！」


　クロッカスの身に緊きん張ちようが走る。


　主、ヘルムート・エーデンはグラスウェルズに対して謀む叛ほんを計画している。密偵の派は遣けんとは、つまりその件けんが漏もれている可か能のう性せいがあるということ。


「うろたえるな。仮かりにその密偵がグラスウェルズのものであったとしても、我が館やかたで決定的な証しよう拠こを得ることはできん。すぐに国が動くことはない」


　動どう揺ようするクロッカスに、ヘルムートは冷水のような言葉を浴びせる。


　だがそこに、もうひとつの気配が割って入った。


「しかしヘルムート様、もう少し急いでもよいのデハ？」


　どこか間ま延のびしたような奇き妙みような発音と共に部屋に入ってきたのはファラ。紫むらさきの髪かみの中に、一房ふさだけ垂たらした赤い髪が揺ゆれている。


「疑われているのは確たしかなのデショウ？　こちらのエクスマキナたちも準じゆん備びは整っていマス。すぐにでも挙兵された方がよいのデハ？」


「ふん、汝は戦いくさというものがわかっておらぬな。ファラフナーズ」


　ファラの言葉を、ヘルムートは切って捨すてる。


「……どういうことデスか？」


「戦には勝機というものがある。それを見み極きわめずして兵を挙げたとて、勝利はつかめぬ」


「そう、デスか？　しかし兵力はあると思いマスが……」


　不服な様子のファラに対し、ヘルムートはさらに言葉を重ねた。


「兵力はな。確かに現げん在ざいの我の兵力でもグラスウェルズ軍と互ご角かくに戦えるかもしれぬ。……だが、それだけだ」


「…………」


「戦いつつ、我はひとつの勢せい力りよくであることをこの大陸に示しめさねばならぬ。そうでなければこの戦はただの内ない乱らんとして処理され、我々は孤こ立りつし、そしてつぶされるだけだ」


　ヘルムートの言葉に熱が入る。


「我は最終的に国として立たねばならん。そうでなければ有無を言わせずにグラスウェルズの王都を落とす力が必要なのだ」


「王おう威いの竜りゆう輝き石せき、でございますか……」


「うむ」


　クロッカスのつぶやきにヘルムートがうなずく。


　──竜輝石。


　それはこの大陸に人間を導みちびいた神しん竜りゆう王おうセフィロスの力を秘ひめた大いなる石である。


　全部で二十八ある石はそれぞれに違ちがう属ぞく性せい、違う力を持ち、アルディオンの歴史を動かしてきた。


　戦士の石とも呼よばれる武ぶ勇ゆうの竜輝石が、ひとつの戦場を敵てき味方もろともに全ぜん滅めつさせたという逸いつ話わや、乙女おとめの石とも呼ばれる無む垢くの竜輝石を使って過か去この英えい雄ゆうを蘇よみがえらせた逸話など、竜輝石にまつわる伝説は数多い。


　そしてその竜輝石の中でももっともよく知られ、もっとも特とく殊しゆなのが王威の竜輝石、通つう称しよう〝王の石〟である。


「このアルディオンでは〝王の石〟なくば王国を名乗れぬ。よしんば国を名乗ったとて、統とう一いつ帝ていの権けん利り無き弱小国になるがせいぜいよ」


　拳こぶしを握にぎり、ヘルムートは言う。


「逆ぎやくに言えば、竜輝石さえこの手にあれば他国をも巻まき込み、グラスウェルズを攻せめることが可か能のうとなる。エクスマキナの兵だけでは戦いくさは続けられぬのだからな」


　かつて、アルディオンを統一していた最初の皇こう帝ていは七つある王の石すべてを所持していたという。それゆえアルディオンには〝王の石を集めたもの、統一帝となるべし〟という規き則そくがある。そして長い歴史の中で、この規則は〝王の石を持たぬもの、王を名乗るべからず〟という慣かん例れいを生み出した。


　どれだけ強国でも王の石が無ければ王を名乗れず、どれだけ小さくとも王の石があれば国を名乗れるのだ。


「王の石が無い以上、うかつに兵を挙げるわけにはいかぬ。よいな、ファラフナーズ」


　ヘルムートはそう申しつけ、人差し指をファラに突つきつける。


「わかりまシタ……」


　うなだれるファラ。そこにクロッカスがさらに追い打ちをかけた。


「あまり大きなことは言わぬことだ。おぬしの自慢のエクスマキナも手も足も出なかったのだぞ。……もっとも、剣けん聖せいの弟で子しが相手ならば仕方のないことかも知れぬがな」


　それとわかる嘲ちよう笑しようを浮うかべ、クロッカスは言い放つ。


　だが、ファラの反はん応のうは違った。


「剣聖……？」


「剣聖テオドール・ツァイス。……おぬしも聞いたことくらいはあろう」


「その剣聖の弟子が、あの赤毛の剣士なのデスか？」


「そうだ。エクスマキナとは言え、鍛きたえている戦士にはまだまだ劣おとるということよ」


「…………」


「どうした、ファラフナーズ。意見があれば我に申せ」


　考え込こむ様子のファラに、ヘルムートが声をかける。


　すると、ファラはその顔に妖あやしげな笑みを貼はり付けて顔を上げた。


「ヘルムート様、兵を挙げる機があればよいのデスね？」


「……確たしかにそう言った」


「ならば、ひとつよいことをお話いたしまショウ。……うまくいけば〝王の石〟が手に入るかもしれまセン」


「なに……!?」


　さすがのヘルムートもその一言には目をむいた。


　王の石は国の象しよう徴ちよう。それぞれの国によって厳げん重じゆうに管理されている。間ま違ちがってもたやすく〝手に入る〟などという言葉が出てくる代しろ物ものではないはずだが……。


「ご存ぞんじデスか？　剣聖テオドールが王の石を持っていたという事実を」


　ファラの切り出した話を、クロッカスは一笑に付す。


「何を言い出すかと思えば。テオドールは国に仕えぬ放ほう浪ろうの剣士だったはず。その剣聖が王の石など持っていようはずがない。それがしとてそれぐらいのことはわかる」


　だが、ヘルムートは……。


「…………」


　口元に手を当て、眉み間けんにしわを寄よせて考え込んでいた。


　その様子を見て、ファラはさらに笑えみを深める。


「聞いたことがおありのようデスね？」


「剣聖が錬れん金きん術じゆつの国ゴルフォードの国王と懇こん意いにし、石を預あずけられたという噂うわさなら我も知っている。根も葉もない噂だとばかり思っていたが……」


「それが事実なのデス」


　ファラははっきりとうなずいた。


「今のゴルフォード国王は非ひ常じように臆おく病びようなお方デス。それこそ自分の国すらも信用できないほどに。その彼が唯ゆい一いつ自分が信しん頼らいする、最強の剣士に石を託たくした。その剣士は、戦士の石を持つほどの武勇のものデス。預けるに足ると信じたのも不思議ではないデショウ」


　そしてファラは一歩下がり、ヘルムートに礼をした。


「ここまで言えば、ヘルムート様にはお分かりいただけると思いマスが」


　壮そう年ねんの貴き族ぞくは眉間にはっきりわかるほどのしわを寄せてうなる。


「剣聖テオドールはその後あの事じ件けんによって死し亡ぼうした。だが、奴やつの遺い品ひんから王の石が見つかったという報ほう告こくはない。つまり──」


「剣聖が死ぬ間ま際ぎわに側にいた者……、彼の弟子が持っていてもおかしくはないデス」


　場は沈ちん黙もくに包まれる。


　ヘルムートは虚こ空くうを睨にらみつけたまま黙だまり、ファラは切れ込みのような笑みを浮かべたまま。クロッカスは息をのんで主を見守っていた。


　そして。


「いいだろう。あの剣士を捕とらえる」


　ヘルムートは決けつ断だんする。


「ヘルムート様！　そのような繰くり言に惑まどわされては……」


「黙だまれ、クロッカス。そもそもあの剣士を捕らえるよう進言したのは汝なんじだ」


「そ、それは……」


「もともと必要なことに多少の手間を追加するぐらいであれば問題は無い。それに──本当に王の石が手に入るなら、すべての懸けん案あんは消え去るのだ」


　その一言で部下を黙らせ、ヘルムートは指し示じを出す。


「領りよう内ないすべての道を封ふう鎖さしろ。我の領地からあやつらを出すな」


　指示通り、クロッカスは頭こうべを垂たれてその場を後にした。


「……ファラフナーズ、あの小こ娘むすめに指令の変へん更こうを伝えろ」


「わかりマシタ」


　紫髪の女もまた、音もなく外へと出て行った。


「…………」


　ひとりになり、部屋の椅い子すに座すわったヘルムートは肘ひじをついて空を睨む。


「もはや一分の隙すきも作らぬ。アヴェルシアの時のような汚お点てんは二度と……！」
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　そこに人の気配は無かった。放置された空あき箱ばこや、壊こわれた陶とう器き、錆さびついた食器類などに埃ほこりが積もり、日の光を受けて屍しかばねのようにその姿をさらしている。


　街道沿いの街の路ろ地じ裏うら。クロッカスの襲しゆう撃げきから一日、アルたちは逃げるようにココに潜ひそんでいた。指名手配をされたからだ。


「悪い予想がばっちり当たったなー。こーりゃ相当厄やつ介かいだ」


　そう言ってサイラスは乱らん暴ぼうに頭をかく。


「ここから出れば、あと半日もしないうちにヘルムート領から出られるんだが……」


「とはいえ、まっとうには出られない。何せオレたちはお尋たずね者だからなー。まー、幸いにして見つかってはいないようだがね」


　アルの重い声に、サイラスが肩かたをすくめる。


「オレがさっき様子を見たところ、奴らが捜さがしているのは男ふたりと少女の三人組。アルは名前に特とく徴ちようまではーっきり指定されてたな。オレは髪かみの色くらいで、セルマちゃんはほとんど書かれてなかったなー」


　街の人間から聞き出した話をサイラスが披ひ露ろうする。


「兵の配置はオレたちが向かう側に固められてるねー。かーんぺきにこっちの動きを読んでるな。とーにかく外に出さない気だ。あのおっさん、見た目にそぐわず頭が回るなー」


「……ね、どうする？　お兄さん」


　セルマは転がっている空き箱に座すわって、足をぶらぶらとさせていた。


「あたし、街見てこようか？　兵隊の様子くらいはわかるかもなんだよ」


「うーん……」


　うなり声をあげるアル。だが、次の言葉は出てこない。


　なかなか答えようとしないアルに代わってサイラスがセルマに言った。


「それはいーかも。オレが話を聞いてこれるのはそーろそろ限げん界かいだしなー」


「あたしなら、もう少しは大だい丈じよう夫ぶだよ」


　うなずきあうセルマとサイラス。


　だが、そこにアルが歯切れの悪い声で割わり込んだ。


「いや、しかし……。それは危き険けん、じゃないか？」


　アルに振ふり向き、同じようにふたりは目を瞬しばたたかせる。


「おーいおいおい、なんだセルマちゃんの心配してたのかよー」


　途と端たんににやけ顔になるサイラス。


「大丈夫なんだよ、お兄さん。別に危険なことをするつもりもないし」


　同じく笑え顔がおで答えるセルマ。


「いや、まあ、そうなんだが……」


「過か保ほ護ごなのもわかるけどなー。強行突とつ破ぱできない以上、実じつ際さいこれくらいしか手が無いぞー。軍と表だってケンカしたら、今度は国に追われることになっちまう」


　いくら謀む叛ほんの疑うたがいがあるとはいえ、ヘルムートはグラスウェルズの爵しやく位いを持つ貴き族ぞくである。証しよう拠こが無いうちは、グラスウェルズはヘルムートに味方しなければならないのだ。


「…………わかった。行ってきてくれ」


　大きなため息をついてアルは首を縦たてに振る。


「ただし無理はするなよ。軽くでいい」


「うん、わかったんだよ」


　そう言って、セルマはぴょんと箱から飛び降おりた。


　軽い足取りで路地の出口の方に近づき、振り返る。


　そしてわざと笑顔でこう言った。


「心配してくれてありがとう、お兄さん」


　アルは面食らうように一いつ瞬しゆん目を見開き……、また口を結んで押おし黙だまる。


　笑いをかみ殺しながらその光景にうなずいて、セルマは外へと出て行った。





　街の通りをセルマは歩く。


　もう日は高く、通りの両りよう端はしには屋台がいくつも店を開いていた。


　道は綺き麗れいに砂すなが掃はかれており、住民の街への愛あい情じようがうかがえる。


　道行く人々を軽い足取りでかわしつつ、セルマはにんまりと微笑ほほえんだ。


「やー、お兄さんああいうのに弱いんだ」


　先ほどのアルの顔を見て、さらに笑みを深める。


「堅いのに、変なところ弱いっていうか。突つっつき甲が斐いがあるっていうか」


　栗くり毛げの少女は先ほどのアルの顔を思い出してまたクスクスと笑った。


「なんかかわいいなぁ」


　十数歳さいの少女にそんなことを言われていると知れたら、本人はどう反はん応のうするだろうか。そんなことを想そう像ぞうしつつ、セルマはまた笑う。


　そしてしばしの後。


　彼女は街の出口──ヘルムート領りようを抜ぬける方の出口へとやってきていた。


「ホントにたくさんいる」


　出口の周りには、これ見よがしに鎧よろい兜かぶとをつけた兵士たちが目を光らせ、通行するものすべての顔を確かく認にんしている。ほとんどの人間はすぐに通されているようだが、若わかい男だけは厳げん重じゆうに確認されているようだった。


　少なくともこちら側の出口を使うことは難むずかしそうに見えた。


「お兄さんを捜さがしてるんだ……」


　ぽつり、とセルマはつぶやく。


　なぜかその声は憂うれいに沈しずんでいた。


　先ほどまでの上じよう機き嫌げんは微み塵じんも無い。


「これって、全部あたしの……」


　うなだれたままセルマはアルたちの元へと歩き始めた。


　一歩一歩、引きずるようにして通りを歩く。


　──ドスン、と誰だれかにぶつかった。


「あ、ごめんなさい……」


　のろのろとセルマは頭を上げ──そして固まった。


　立っていたのは、長身の女じよ性せい。紫むらさきの髪かみの中、一房ふさの赤い髪が鮮せん烈れつに浮うかび上がっている。


「うつむいて歩いていると、危あぶないデスよ？」


　女性はそう言って、にぃっと笑みを浮かべた。





　アルとサイラスの元にセルマが帰ってきたのは程ほどなくしてからだった。


「……やっぱり出口付近は厳きびしいか」


　セルマの話を聞いて、アルがうなる。


「そーの分だと、街を迂う回かいしていっても兵士がいそうだねー。やーれやれ」


　サイラスが皮肉げにそう言った。


「うん……、ちょっと、こっち側から抜けるのは厳しそうな感じだったんだよ……」


　力なく笑みを浮かべて、セルマはそう締しめくくった。


「どうした？　元気がないようだが……、何かあったか？」


「ん？　ううん、なんでもないよ」


「馬ば鹿かだな、アル。セルマちゃんは疲つかれてるに決まってるだろー？　オレたちを追ってくる兵士がどれぐらいいるか確認したんだぞ。……ねー、セルマちゃん」


　にっこりと微笑んでセルマに言う。


「う、うん……」


「変わり身が早すぎだ、お前は」


　疲れた声でサイラスにツッコミを入れてからアルはため息をつく。


「だが……、どうするかな。このままこの街にいてもいつかは見つかる。とにかく動かなきゃならねえわけだが」


「なーんとかしてミスティアに向かうかー、どこかでナーシアとの合流を図るかー。どっちにしてもセルマちゃんにあんまり負ふ担たんかけずになんとかならないものかねー」


　ううむ、と声をそろえて男ふたりは黙だまり込こむ。


「あの、さ……」


　そこに、おずおずとセルマの声が割わり込んだ。


「山を越こえるっていうのは、どうかな？」


「……山？」


「うん」


　セルマはしゃがみ込むと、指で地図を描えがき始めた。


「この街の北に山脈があるんだよ。その山に入って、ヘルムートの領地を越えるの」


「北って、シーダ山脈!?　無理だよ、あーんな険けわしい山に入るなんて！」


　サイラスが悲鳴のような声を上げる。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。ホントに山脈を越えるわけじゃなくて、山に沿そって身を隠かくして進むだけだし。……それに、当てがあるんだよ」


「当て？」


「山に入ってしばらく行ったところに、廃はい村そんがひとつあるんだよ。そこまで行けば十分に休めるし、その後に行動もできるでしょ？」


　地面の地図にセルマが点を増ふやす。


　その地図を睨にらんで、アルが口を開いた。


「悪くないかもしれねえな。セルマ、その村はここからだとどれぐらいかかる？」


「多分、今からだと今日の夜までには着けるんだよ」


「よし、ならとにかくそこまで行こう」


　決けつ断だんした後にアルはサイラスに向き直る。


　美形の神官は不満そうな目をアルに向けていた。


「いーのか？　こーれ以上セルマちゃんに負担をかけて……」


「どうするにしても休む場所は必要だ。それにシーダ山脈を越えれば隣りん国ごくメルトランド。最悪そっちに逃にげる線もある。とにかく、そこまで行くのは悪くねえだろ」


　まだ納なつ得とくのいかなさそうなサイラスの肩かたを叩たたき、アルは言う。


「セルマが休む場所が欲ほしいって言ったのはお前だろ。そのためにも今は動かねえと」


　その一言にサイラスは小さなため息をついてうなずいた。


「わーかった。……じゃあ今の内に必要なものを買い足そう」


「ああ、食料、水、その他補ほ充じゆうはしておかねえとな」


　山に向かうための準じゆん備びをあわただしく始めるアルとサイラス。


　そんなふたりを横目で見つつ、セルマは震ふるえそうになる手を握にぎって隠していた。


　──悲しそうな目で。
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　濃のう紺こんと黒の世界をランタンの明かりで切り裂さき、アルたちはその村へとやってきた。


　鼻び腔こうをくすぐるのは濃のう密みつな草木のにおい。あたりから聞こえてくるのは虫たちの大合唱とふくろうたちの合いの手。


　森の中を開かい墾こんして作ったであろうその村は、建物が十数軒けんほどの小さなもの。うち捨すてられてそれなりに時間が経たっているのか、下草が道にも家にもびっしりと生えていた。


　無む論ろんのこと、人の気配などは無い。


「なんとかたどり着いたな」


　村の入り口に立って、アルは首を巡めぐらせる。


　幸い、無事な建物は多いようだ。寝ね泊とまりする分には事欠かないだろう。


「いやー、山のー、中だけあって……、さすがにー、兵士もー、いないな。はぁ、ひぃ」


　完全に息が切れてしまったサイラスが手で膝ひざを押さえたまま喋しやべる。


「セルマより先にアゴが出るのはどうなんだ、サイラス」


　苦笑いを浮うかべてサイラスをからかいつつ、アルはセルマに目を移うつした。


　栗くり毛げの少女は黙だまったまま、暗くら闇やみに包まれた村を見つめていた。


　アルたちの声が聞こえている様子も無い。月明かりに照らされた建物たちを見るセルマの目は、どこか悲しげな、はかなげな光を宿していた。


「……疲れたか？」


　アルは小さな声で、その彼女に声をかける。


「えっ!?　い、いや、そんなことないよ？」


　弾はじけるようにセルマは首を振ふって、アルたちから距きよ離りを取った。


「あ、あたしちょっとその辺見てくるんだよ！　大丈夫、村の外には出ないから！」


　そして言うが早いか、そのまま村へと駆かけ込み、姿すがたを消した。


　アルはそんな彼女を追いかけようと一歩を踏ふみ出そうとして──足を止める。


「…………」


　そして荷物を背せ負おい直して、手近な家へと歩き始めた。


「追いかけないのかー？」


　その背中にサイラスの言葉が突つき刺ささる。


　アルの足が止まる。


「心配なんだろー？　様子見てこいよ」


「……けどな……」


「ったく、お前はまーたそんな……」


　どこか煮にえ切らないアルの答えに、サイラスがいらだった声をあげる。


「あんな子をこんなところでひとりにする気かー？　追われてる身なんだぞ」


「……サイラス」


「ほーら、荷物はオレが適てき当とうな家に運んでやるから。さっさと行った行ったー」


　強ごう引いんに荷物を奪うばい取ると、サイラスはあっちへ行けとばかりに手を振った。


「あんまり遅おそくなるなよー」


　金きん髪ぱつの神官はそう言い残して、家の中へと消える。


　その彼の姿すがたを少し追ってから。


　アルは村の中へと駆けだした。





　手を触ふれると、壁かべはひどく冷たかった。


　人がいないという事実が家からも暖あたたかみを奪うばってしまったかのような、そんな錯さつ覚かくを覚えてしまうほどに。


　村はずれにぽつんと建っているその家の壁に手を当てて。


　セルマはひとりたたずんで、じっと壁を見つめている。


「──セルマ」


　まるで何かの儀ぎ式しきのように。


　壁の向こうにある何かを見つめる少女に、アルは静かに声をかけた。


「……お兄さん」


　帰ってきた声はいつもと同じ。


　だが、セルマは振り向こうとしない。


「何が──あった？」


　アルも少女へ近づこうとはしない。


　微び妙みような距離を保たもったまま、ただ淡たん々たんと声をかける。


「…………」


　セルマはしばらくその問いに答えなかった。


　アルも言葉を重ねるようなことはしない。


　じんわりと夜の冷気がふたりを包み込んでゆく。


「あのさ、お兄さん」


　指先の冷えを感じるようになったころ、セルマは振り向いた。


　その顔はいつもの少女のそれに戻もどっている。……少なくとも、表向きは。


「いっそのこと、この街で別れちゃってバラバラに行動するっていうのどうかな？」


　そして唐とう突とつにセルマはそんなことを切り出した。


「あたしがいなければお兄さんたち、もう少し無む茶ちやができると思うんだよ。あたしも隠かくれるのは得意だから。また後で合流すればいいし……」


　それとわかる作り笑いを浮うかべて、妙に大おお仰ぎような手つきでセルマは喋しやべる。


　アルは肯こう定ていも否ひ定ていもせずに、ただ黙だまってセルマを見つめるのみ。


　だんだんとセルマの声は小さくなり……やがて止まった。


「ごめん、冗じよう談だんなんだよ」


「ああ、わかってた」


　アルはひとつうなずく。


「うん……、そうだよね」


　その声にはいつもの元気はまるでなく。


　その笑えみは抜ぬけ殻がらのようだった。


「……ちょっと、いろんなものが重くなっちゃったんだよ」


「重い？」


「うん。やらなきゃならないこととか、そういうのが、いろいろと」


　セルマはそう言って小さな村を見み渡わたした。


　雲が風に飛ばされて、月を覆おおい隠しては去っていく。


　明かりのない家たちは、覆われているツタと相まって、異い形ぎようの生物のようにも見えた。


「……家族のことか」


「うん……」


　そのままふたりは沈ちん黙もくする。


　風がそよぎ、木々をざわめかせ、山全体がうなるような音を立てていた。


　ふと、セルマが言う。


「ね、お兄さんにとって大事な人ってだれ？」


「……どうした、いきなり」


「うん、ちょっと聞きたいかなーって思っただけ」


　突然の質しつ問もんに面食らうアル。彼は少し思案した後に。


「やっぱり剣けんの師し匠しようだろうな」


　と答えた。


「お師匠さん？」


「そうだ。ガキのころにちょっとした縁えんで助けられてな。それで惚ほれ込こんで、弟で子しにしてもらった。家を飛び出てな」


「え！　家出しちゃたの!?」


「俺おれは押おしかけ弟子だったんだ。どうも俺は昔から体を鍛きたえるとか、そういったことが好きでね。家族が父親がいなくて、姉がふたり、妹ひとりっていう女じよ系けいだったからかな」


　実家が武ぶ器き商人だからかもしれないけどな、とアルは付け加える。


「師匠はとにかく冗談みたいな力の持ち主だった。一軍とひとりで戦える、あくび混まじりに魔ま獣じゆうを斬きる、山がふっとぶんじゃないかと思う魔ま術じゆつを剣で受け流したりもしてた」


「ふわあ……。話聞いてると剣士とは思えないんだよ」


「実力って意味なら、あの人以上の剣士は今でも見たことがない。とにかく実力はすごかったよ。実力は」


「……実力は？」


　妙みように引っかかる言い方をするアルに、セルマは問い直した。


「他はどうだったの？」


　途と端たんにアルの顔が渋しぶいものになる。


「だらしがないっていうか、乱らん暴ぼうっていうか、ずさんっていうか……」


「……え？」


「とにかくあらゆることを俺にやらせようとする人でな。飯の世話、洗せん濯たく、ちょっと剣が上達したら自分に来た仕事まで全部押しつけられた」


「なんか……、お兄さんがすごい顔してるんだよ。泣きながら怒おこってるみたいな……」


「っと、すまんすまん」


　当時のことを思い出してアルは苦笑いを浮かべた。


　とにかく濃のう密みつな時間だったと思う。死にかけたことも一度や二度ではない。


「そんなだらしがない師匠だったが、生きる上で必要なことはちゃんと教えてくれた。尊そん敬けいはしてるんだ、これでも」


　なんとなく背せ中なかに背負った剣を握にぎる。


「この剣を使おうって思うくらいにはな」


「それ、お師匠さんのもの、なんだよね？」


「……ベガルタとモラルタって言うんだ。今の見た目はこんなだが、昔は本当にすごい剣だった。だからこれを使えるようになれば、師匠に近づいたって胸むねを張はって言えるんだ」


　そう言うアルの顔を、セルマはどこかまぶしそうに見つめていた。


「でも……、師匠は三年前に死んだけどな」


　声の調子は変えず、ただ淡たん々たんとアルは言う。


「──え？」


　瞬まばたきを忘わすれ、セルマはアルの顔を見た。


　だがその時風が吹ふき、赤しやく銅どう色いろの髪かみの毛が彼の表ひよう情じようを覆おおい隠かくす。


　それを払はらったときにはもう、アルはいつもの顔に戻もどっていた。


「セルマはどうなんだ？　やっぱ……家族なのか」


　セルマが次の言葉を紡つむぐ前に、今度はアルが問う。


「あたし？　あたしは……そうだね、やっぱり家族なんだよ」


　手を後ろで組み、そっと拳こぶしを作った。


　顔はあくまで笑え顔がおのままで、痛いたいほど拳を握りつつ少女は語る。


「お兄さんみたいにたくさん兄弟はいなかったけど。お父さんとお母さんと、あとお姉ちゃんがひとりいたんだよ。……そう言えば、お兄さんはお父さんにちょっと似にてるかも」


「俺はそんな歳としじゃねえぞ」


「なんとなく、なんだよ。いつも黙だまってて、たまーに笑うようなそんな人だった」


　ふと、セルマは小さく息をついた。


「一番仲良かったのはお姉ちゃんかなあ。あたしよりも三つも年上なのに、いっつも失敗ばっかりで。すぐに泣いちゃうんだよ」


「セルマの方が面めん倒どう見てたのか」


「そうそう。どっちがお姉ちゃんかわからなかったんだよ」


　そうしてセルマは頭上を見上げる。


　風に吹かれて灰はい色いろの雲が流れる向こうに、星々がかすかな光を放っていた。


「お姉ちゃんも、お父さんも、みんなヘルムートに……」


　声が揺ゆれる。涙なみだがにじんで視し界かいも歪ゆがむ。


　セルマは上を向き、下した唇くちびるを嚙かみしめてその涙をこらえた。


　今、涙をこぼせばきっと止められなくなってしまうから。


「…………」


　不意に。


　その少女の視界に──ひょいと何かが投げ込まれる。


　丸い、こぶし大の何かが。


「わっ」


　思わず受け止めてしまったソレは……、木き彫ぼりの護ご符ふだった。


　平べったい円えん筒とう状じようの表側には車輪の紋もん章しようが描えがかれている。


　中は空くう洞どうになっているらしく、何かがジャラジャラと音を立てていた。


「それ、お前にやるよ」


　しげしげと護符を見るセルマに、アルがそう声をかける。


「……これ、なに？」


「お守りだ。師し匠しようから昔もらったものでな」


　アルは眉まゆにしわを寄よせて、うーんと考え込みながら続けた。


「『あなたの心を護まもってくれますように』だったかな？　なんかそんな意味があるらしいが、そんなものはどうでもいいんだ」


「ど、どうでもいいの？」


「ああ、どうでもいい。──セルマ」


　そう言って、アルは真っ正面からセルマの名を呼よぶ。


　少しだけ、セルマは身を引いた。


　何か迫せまるような、アルの迫はく力りよくに押されるように。


　風が赤銅色の髪を再ふたたび揺ゆらす。


「セルマ。お前が何を抱かかえているのか、俺は知らない」


　淡々と。


　怒いかりも哀かなしみも優やさしさもなく。


「無理に聞き出したりもしねえ。お前が言いたくなければな」


　セルマの反はん応のうも待たずに、アルは言葉を紡いだ。


「ただ、これだけは言っておく」


　アルの琥こ珀はくの瞳ひとみがセルマを映うつす。


「──お前のことを決められるのはお前だけだ」


「……っ！」


　セルマが息をのんだ。ぎゅっと、渡わたされた護符を握にぎりしめる。


「これは俺が師匠からそのお守りをもらったときに言われたことだ。それを見るたびに思い出せってな。……俺の失敗で敵てきを取り逃にがし、村に大きな被ひ害がいを出した時だ」


　アルは力なく首を振ふった。


「師匠は俺のことを責せめるでも許ゆるすでもなく、ただそう言った。物事をどう受け止めるか、どう決けつ断だんするかは全部俺がやらなきゃいけないことだってな」


　そしてアルの声が少し小さくなる。


「さんざんそう言われてたから、俺は師匠の死と向き合えた」


　ほんの少し、赤毛の剣けん士しに影かげが差した。


　だがそれも一いつ瞬しゆんのこと。


「繰くり返すが、俺はお前の抱えている痛みを知らない。多分俺たちに言っていないこともあるんだろう」


「…………」


「だから、お前が判はん断だんして、お前が決めろ。逃げたければ逃げてもいい。話したくなければ話さなくてもいい。それでお前を責めるようなことはしねえよ」


「おにい、さん……」


「そしてもし、お前が助けを求めるのであれば──」


　真ま面じ目めな顔のまま、よく通る声で剣士は言った。


「俺が──必ず助けてやる」


　その言葉に、だがセルマは戸と惑まどいの色を見せる。


「なんで……」


　両手で護符を握りしめて、絞しばり出すような声で。


「なんで、そこまで言ってくれるの？　あたし、そんな人間じゃ──」


「弟で子しだからだ」


　セルマのうわずった声に、アルの言葉が割わり込んだ。


「お前が俺の弟子だからだ」


「弟子って……、あんな冗じよう談だんみたいな言葉だったのに」


「それでも、約束しただろ」


　セルマの脳のう裏りに、あの街かい道どうの光景が浮うかぶ。


　──『約束だよ！』


　笑いながらそう言った、あの光景を。


「一度した約束は守る」


　赤毛の剣士は重々しくうなずいた。


「お兄さん……」


「俺が言えるのは師匠と同じ事だけだ。そしてこの言葉が救いにならないことも知っている。……それでも覚えておいて欲ほしいから、そのお守りをやる」


　アルはそれだけを言うと、くるりと少女に背せを向けた。


「俺は先に戻もどる。村の入り口に近い家に泊とまることにした。……サイラスが心配する。早く戻ってこいよ」


　しっかりとした足取りで、アルはその場から立ち去った。


　その背中を、セルマはじっと見つめていた。


　憂うれいを顔に浮かべ、受け取った護ご符ふを握りしめて。


「それでも、あたしは……」


　やがて少女もまた、とぼとぼと歩き出した。


　アルたちの待つ家へと。


　迷まよいを抱いだいたままで。





　　　　＊　　＊　　＊




　闇やみの中にセルマはひとり放ほうり出されていた。


　右も左もわからないような暗黒の中で、セルマは唯一光の差す窓まどにしがみつく。


　窓の外に出ることはできない。


　窓の外に言葉をかけることはできない。


　窓の外にいるものたちはセルマに気がつかない。


　なぜならば──これは夢ゆめだから。


　繰り返し繰り返し再さい生せいされる夢。


　過か去こという名の傷きずをえぐられる行こう為い。


　どれだけ拒きよ否ひしても目を外すことは許ゆるされない。


「……お姉ちゃん」


　窓の外には牧歌的な農村の風景が広がっている。


　山やま間あいにある、森の中にたてられた小さな小さな村。


　樹きと水に囲まれた場所を丁てい寧ねいに開かい墾こんし、畑を作り、狩かりをして暮くらしている村人たち。


　その中にはセルマと──家族の姿すがたもあった。


　口数は少ないが、頼たよりになる父親。


　よく叱しかられたが、大切なことをたくさん教えてくれた母親。


　ドジをするものの、人一倍優やさしかった姉。


　セルマの生活は常つねに家族と共にあった。


　森や村でトラブルを起こす姉をフォローし、ともに母に怒おこられ、父に許ゆるされる。


　春には狩りを学び、秋には収しゆう穫かくを祝いわい、冬には皆みなで力を合わせて寒さをしのいだ。


　同じ時を過すごし、ずっとこの繰り返しが続くと思っていた。


　……あの時までは。


　セルマの思いに呼こ応おうするように、窓の外の風景が一変する。


　それは一年ほど前の出来事。


　その日もセルマは、姉とふたりで朝の仕事をしていた。


　村の側にある泉いずみへ水をくみに行くのは子こ供どもの仕事だった。


　片かた手てにはまだ寝ねぼけている姉の手を、もう片手には桶おけを持って森の中へとおもむく。


　泉への道の最中に、同じ村の男の子に出会ったことを覚えている。その男の子がセルマの姉に好意を持っていることも。


　寝ながら歩く姉の手を強ごう引いんにその子に任まかせる。顔を赤くしながら手を引く男の子を見て、くすくすと笑っていたものだ。


　泉につき、姉に水をかけて起こす。姉が怒るが気にしない。起きない方が悪いのだ。


　水をくむついでに、ちょっと離はなれた場所にある木イチゴを取ってひとつ口に入れる。


　まだ季節ではなかったのか、かなり酸すっぱいものだったが、それでもほんのりとした甘あまさを感じた。


　桶いっぱいに水をくんで、森の道を戻もどる。


　もちろん姉は帰り道で桶をひっくり返し、くんだ水のほとんどをこぼしてしまう。


　そしてべそをかきながら途と方ほうにくれる姉にセルマは言うのだ。


　──大だい丈じよう夫ぶ、お姉ちゃん。お母さんはもうちょっと待っててくれるから。


　姉を慰なぐさめながら再ふたたび泉に向かい、今度こそ水をくんで家に戻る。


　それが、セルマの知っている最後の幸せ。


　この先に待つ破は滅めつの──直前の記き憶おく。


　窓まど枠わくに爪つめを立て、セルマは叫さけぶ。


　止めてくれ、と。見せないでくれ、と。


　だが。


〝こちら側のセルマ〟の意い志しは声にならない。


　どれだけ叫んでも、どれだけ涙なみだを流しても、窓の外の光景は変わらない。


　仲のよい姉妹は森の道を進み、村へと戻る。


　男の子の姿はすでに無い。彼は先に水を持って帰ってしまった。姉のことが好きな割わりには白はく状じようだな、とセルマは思う。


　──彼に訪おとずれた破滅を知らずに。


　姉とふたりで朝ごはんについて話す。昨日母親が焼いてくれたパンはおいしかった。今からそれが楽しみだ、とセルマが言う。


　──母に訪れた破滅を知らずに。


　木々の合間から村が見える。いつも通りの、まったく同じ村が。


　──すでにその村が滅ほろびていることを知らずに。


　そして。


　セルマは、ソレを見る。


「…………っ！」


　立ち並ならぶ石せき像ぞうの群むれ。


　苦く悶もんの、恐きよう怖ふの、怒いかりの表ひよう情じようを浮うかべ、固まっている石像の群れ。


　それはすべて──セルマの村の人間たち。


　姉に好意を持つ男の子が。


　針はり仕事が得意なおばあさんが。


　畑を広げるために精せいを出していたおじさんたちが。


　みんなの怪け我がを治してくれた神しん殿でんの先生が。


　そして、優やさしかった父と母が。


　冷たい、物言わぬ石像となっていた。


　何が起きているかまるでわからなかった。


　ただ、目の前にあるものが理り解かいできない。


　何かの間ま違ちがいだと思った。


　だってついさっきまではなんの変わりもないいつもの生活だったのに。


　それが唐とう突とつに奪うばわれるなんて、どうやったら受け入れられるというのだろう。


　家を出て村を回った。必死で生きている人を捜さがした。


　誰だれかにこれが噓うそだと言って欲ほしくて、あえぐように、必死に。


　懸けん命めいに。


　心のどこかで無む駄だだと直感しながら。


　──どれくらい姉とふたりで探しただろうか。


　村のはずれ、付近で一番大きな樹きの下でセルマは生きている人間を発見した。


　即そく座ざに声をかけた。……助けて、と。


　男はゆっくりと振ふり向いた。


　その男は村の人間ではなかった。


　こんな田舎いなかでは見たこともないほどの上等な服を着て、紫むらさきの髪かみの女を供に連れ。


　あまりにも冷たい目でセルマたちを見下ろしていた。


　セルマと姉のことを、がらくたでも見るように。


　直感でセルマは理解した。……この男が、村を滅ぼしたのだと。


　だが──動けなかった。


　理解してしまったがゆえに、恐怖に縛しばられてセルマは動けなかった。


　その時、男が口を開く。


　──生き残りがいたか。都合がよい。


　確たしかそんなことを言ったはずだ。


　その言葉に、男の陰かげから現あらわれた女が答えた。


　──今しばらく、呪じゆ詛その力を試ためしマスか？


　男はうなずいた。


　──もう少し、滅びの様を楽しみたかったところだ。


　酷こく薄はくな笑えみを浮かべ、男はセルマと姉を見み据すえる。


　そして男の背はい後ごで、何か巨きよ大だいなものがのそりと動いた。


　セルマは喉のどの奥おくで悲鳴を上げた。


　それは全身を鉄のような黒い鱗うろこで覆おおわれた獣けものだった。家ほどもあるその獣は牙きばと爪つめを併あわせ持ち、山にいるどの獣にも似にており、どの獣にも似ていなかった。


　獣は雷らい鳴めいのようなうなり声を上げ、牙を打ち鳴らし、金色の瞳ひとみでセルマを睨ねめ付ける。





　現われたのがドラゴンという存そん在ざいだと、セルマは後に知ることになる。





　ドラゴンは大きく息を吸すい込こみ、山中に響ひびくような声で咆ほう哮こうする。……目の前の獲え物ものに喜ぶように。


　圧あつ倒とう的にすぎる脅きよう威いを目の前にしても、セルマは動けなかった。


　恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼうと、『なぜ、こんなことに』という疑ぎ念ねんと。


　三つの感情が入り交じり、現げん実じつの認にん識しきを拒きよ否ひする。


　ドラゴンが顎あぎとを開き、その中に魔ま力りよくを溜ため込んでいるのにもかかわらず。


　セルマの体は一向に逃にげようとしてくれなかった。


　死の直感は、セルマの脳のう裏りに深々と突つき刺ささっていたのに。


　──だが、その時。


　危あぶない、と誰かが叫さけんでセルマの体を突き飛ばした。


　誰が？


　決まっている。


　その場にいるのはただひとり。


　振り向いたセルマが見たのは、竜りゆうの吐と息いきに包み込まれる寸すん前ぜんの姉の顔。


　逃げてセルマちゃん、とつぶやいて。


　彼女の姿が紫色の閃せん光こうに包まれる。


　そしてセルマの愛する姉は、石の姿に──。


「～～～～～～～～～～っ！」


　窓まどの外から風景が消える。


　闇やみの中にセルマは放ほうり出される。


　──痛いたい。


　刃は物ものを突きさされたように痛い。


　金きん属ぞくを飲み込んだように痛い。


　焼けた棒ぼうを当てられたように痛い。


　暖あたたかさが痛い。


　喪そう失しつの絶望が痛い。


　そしてなによりも──痛みに触ふれられないのが痛い。


　セルマはもだえる。


　涙なみだを流し、嗚お咽えつを繰くり返し、胸むねをかきむしり、苦く痛つうにあえぐ。


　窓をかきむしり、声にならぬ声で絶ぜつ叫きようを繰り返す。


　だが、それでも。


　セルマは窓の向こうに行けない。


　手を伸のばしても届とどかない。


　何の救いももたらさない。


　セルマは闇の中で苦しみ続ける。


　ずっと、ずっと。


　夢ゆめの終わりまで──。
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　山のざわめきに異い質しつな音が混まじる。


　虫たちや風の音の中に、大おお勢ぜいが草を踏ふみしめる音が。


「……っ！」


　適てき当とうに選んだ家の中。壁かべにより掛かかって寝ねていたアルは音に気がつき、毛もう布ふをはねのけて剣けんを取る。そして、気配を殺して外の様子をうかがった。


　……星明かりの下、複ふく数すうの人ひと影かげがうごめいている。


「サイラス、セルマ、起きろ」


　小声でふたりに呼よびかけ、その体を揺ゆらす。


「ん……、お兄さん？」


「なんだー、どーした？」


　緊きん張ちよう感が伝わったのか、ふたりともすぐに身を起こした。


「囲まれてる。……多分敵てきだ」


　言葉少なに状じよう況きようを伝える。


　わかりづらいが、包囲している連中からは殺気を感じる。


　山の獣けもの、ということはないだろう。それにしては動きが組そ織しき的すぎた。


「敵～!?　こーんなところにか!?」


　サイラスが驚おどろきの声を上げる。無む論ろん小声でだ。


「経緯いきさつはわからねえが、狙ねらわれてるのは確たしかだ。……ほら」


　そう言って窓の外を指す。


　敵はこの家を取り囲むように動いていた。


　他の家には目もくれない。


「あれはどう見ても俺おれたちに用事があるようにしか見えねえぞ」


　アルは外を睨にらみつける。


「オレらがここにいることがばれたのかー!?」


　サイラスも外に目を走らせながら、いらだった声を上げる。


「たぶんな」


　そう話すふたりの陰かげで。


　セルマがうつむき、拳こぶしを握にぎっていることにアルたちは気がつかない。


　その時。


「包囲は終わりマシタ、ヘルムート様」


　奇き妙みようなイントネーションの声と。


「うむ。……クロッカス」


　重々しい相づち、そして。


「はっ。……アル・イーズデイル！　そして他二名！　それがしの声が聞こえたら外へと出てきてもらおうか！」


　聞き覚えのある重低音が山に響ひびいた。


「あーのおっさんか……。どうする、アル？」


「出るしかねえだろ、この状じよう況きようじゃ」


「まー、それしかないかー」


　サイラスはそう言って肩かたをすくませ、セルマへと振ふり返る。


「セルマちゃーん、大だい丈じよう夫ぶかい？」


「え？　あ、う、うん。……大丈夫なんだよ」


　どことなく落ち着かない様子でセルマはうなずいた。


「心配しないで。オレたちがうまくやるからさー」


　そんな彼女を励はげますように、サイラスが笑え顔がおを浮うかべる。


「……行くぞ」


　アルの声と共に、三人は家の扉とびらを開ける。


　同時に四方から照らされる光。魔ま術じゆつによる光球が打ち上げられたのだ。


「ちっ」


　照らし出された光景を見てアルは舌した打うちをする。


　周囲にはぐるりとあのエクスマキナ兵が囲んでいる。正確な数はわからないが、光の範はん囲い外がいまで兵士がいることは確かだった。


　そして正面には巨きよ軀くの騎き士しクロッカスと、紫し髪はつの女を従したがえた、壮そう年ねんの貴き族ぞくがひとり。


「ヘルムート様、剣けん聖せいの弟で子しが出て参りました」


「そうか」


　クロッカスがそう報ほう告こくすると、ヘルムートはアルを上から下まで睨ねめ付ける。


「汝なんじが剣聖の弟子か」


「……ああ」


「剣聖テオドール・ツァイスが持っていたという竜りゆう輝き石せきを我われに渡わたせ」


「あ？　何言ってやがる。師し匠しようが持っていた戦士の石なら──」


「違ちがう」


　言いかけるアルをヘルムートの言葉が制せいす。


「我が求めているのは、剣聖が持っていた〝王の石〟のことだ」


「……っ！」


　その一言に、アルの体が硬こう直ちよくした。


　顔はこわばり、目が開かれる。


　そしてその様子を見て──ヘルムートは蛇へびのような笑みを浮かべた。


「どうやらこの噂うわさ、真実のようだな」


「──くっ！」


　慌あわてて取り繕つくろうも遅おそすぎる。


　アルは歯は嚙がみをしながら剣に手をかける。


「てめぇ……、なんでそのことを……」


「汝のような賤いやしいものに答える言葉は持たぬ。……では、娘」


　ヘルムートは笑いを消して……、次にセルマへと目を向けた。


「おっと！　こーんな小さな子に何する気だ？　下手なまねはやめとけよ～？」


　サイラスが彼女をかばうように出るが、壮年の貴族は歯し牙がにもかけず。


「──竜輝石の在あり処かはわかったか」


　冷たい声で言い放った。


　そしてセルマは──。


「時間がなかったから、そこまではわからなかったんだよ。この人たちをここに連れてくるのでやっとだったから」


　同じように冷たい声で、そう答える。


「え……っ!?」


　サイラスはぎこちない仕草で後ろを振り返る。


　そこには──サイラスから目をそらすセルマの姿すがたがあった。


　その顔は泣き出す直前で、強く握りこんだ拳には血管が浮き出ている。


「──やっぱ、そうだったか」


「アル!?」


　アルは後ろを振り向かない。


　ただ敵てきの姿だけをにらみ、のどの奥おくから声を絞しぼり出す。


「ほう、予想していたという風だな」


「おかしいとは思ってた。あまりにも都合よく俺に助けが来たときからな」


　ゆっくりと、アルは双そう剣けんを引き抜ぬいた。


「だが脱だつ出しゆつの時に狙ねらわれ、お前への憎にくしみを聞かされてからはそれも薄うすらいだ。……ただ違和感はあった。そのおっさんが的てき確かくにこっちを追ってきたこととかな」


　ヘルムートは親指でみずからのアゴをなで、アルの言葉を肯こう定ていした。


「確たしかにクロッカスはそれの情じよう報ほうによって汝らを襲しゆう撃げきした。そして麓ふもとの街でそれに命令の変へん更こうを伝え、この村へと誘ゆう導どうさせた。……だが、なぜこの村に着いてから確信を得た？　そしてなぜその時点で行動を起こさなかった？」


　ヘルムートの視し線せんがアルを射い抜ぬく。


「この村に来ると決まったころから、セルマの様子がおかしかったからだ。村に着いたら、それがひどくなったしな。で、その時点で何もしなかったのは──」


「ふむ」


「──そこまでてめえに教える義ぎ理りはねえよ」


「ふん、ならば聞く必要などない」


　精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうすら歯牙にかけず、ヘルムートはセルマに目を移うつす。


「で、汝なんじは竜輝石を入手もできず、在処もわからないと？」


「う…………」


　壮そう年ねんの貴き族ぞくは刃やいばのように言葉を少女に突つき立てる。


「村に着いてから郷きよう愁しゆうにでも浸ひたっていたか？　久しぶりに故郷に戻ってきて」


「……っ！」


　ヘルムートの最後の一言は、これ以上ないほどに場を凍こおらせた。


　アルとサイラスは驚きよう愕がくで固まり、目を見開く。


「……今、故郷って……」


　かすれる声でサイラスはセルマに聞いた。


　セルマはうつむいたまま、一回だけうなずく。


「答えもしないか。であれば、どうやら図星らしいな。……それで好機を逃のがしたのだとすれば、汝の家族は救われないな。助けられる機会だったやもしれぬのに」


　ヘルムートは歪ゆがんだ口元のままで言葉を突き刺さす。


　その目には愉ゆ悦えつの色があった。獲え物ものを追いつめる、弱者を踏ふみにじる快かい感かんの色が。


「助けられる……？」


　ひとつの単語にサイラスが反はん応のうする。


　その言葉にセルマが弾はじかれるように顔を上げ──。


「そうか、知らないのだったな」


　ヘルムートの笑みがより一いつ層そう影かげを濃こくする。


「汝らが連れているそれはな──」


「っ！　やめてっ!!」


　セルマが叫さけぶがそれを意にも介かいさず。


「家族を救うためにこの我われに忠ちゆう誠せいを誓ちかったのだ。石となった家族を元に戻もどしたい、とな。もっとも──」


　そしてヘルムートは十分に溜ためを作ってから、哀あわれな少女に引いん導どうを渡わたす。


「この失敗で、それが水すい泡ほうに帰すわけだが」


　──絶ぜつ望ぼうの淵ふちへと。


「……な、なんで……？」


「なぜ？　そんなものは聞くまでもない」


「あたしは……、あたしはちゃんとやってきた！　どんなに辛つらいことでも、どんなにイヤなことでもやってきた！　なのに、約束が違ちがう……！」


　声がかすれるほどにセルマは叫ぶ。


　髪かみを振ふり乱みだし、腕うでを振って。


　だが。


「今まではな。だが、今回は失敗した。理由はそれで十分だ」


　それもまた、ヘルムートにとっては愉悦の材料にすぎない。


「汝なんじの価か値ちなどその程てい度どということ」


「う…………」


　セルマの全身から力が抜ける。


「じゃあ、もうお姉ちゃんたちは……」


「元に戻ることはない」


「そ、んな……」


　見開いたままの瞳ひとみから、涙なみだがひとつ落ちた。


　脳のう裏りに村で暮くらしていたころの思い出が、焼き付いた思い出が現あらわれては消えていく。


　セルマは地面に爪つめを立てた。


「ここまで、やってきたのに……！」


　血が流れるほどの強さで、ただひたすらに爪をたてる。


　そのセルマを、まるで劇げきでも見ているかのように満足げに観察するヘルムート。


　だが、その視し線せんを遮さえぎるようにアルとサイラスが立ちはだかった。


　武ぶ器きを抜ぬきはなち、いつでも戦せん闘とうに移れるような状じよう態たいでヘルムートを睨にらむ。


「……解げせんのだが」


「なにがだ」


「なぜそれをかばおうとする？」


　アゴでセルマを指す。


「それは汝らを騙だまし、窮きゆう地ちに追いやったものなのだが？」


　殺意のこもった視線を返しつつ、アルは手に持った剣けんを振った。


「てめぇにだけは理由を教える気はねえな」


「オレも同じだ。こーれだけ性しよう根ねの腐くさった奴やつは久しぶりだってーの」


　アルとサイラスは口々に怒いかりをあらわにする。


「ふん」


　だがヘルムートは鼻息ひとつでアルたちの視線を受け止めた。


「同どう情じようというやつか。……汝がそれを言うとは面おも白しろいな、剣けん聖せいの弟で子しよ」


　ヘルムートの嘲ちよう笑しように、アルの目が少し細くなる。


「あんたにゃ関係ねえ。少なくとも、師し匠しようのこととは別だ」


「確たしかにどうでもいいことだ。どうせ我の行動は変わらないのだからな」


　軽く首を振って、ヘルムートは傍かたわらの女へと視線を投げた。


「ファラフナーズ」


「ここにおりマス」


「あやつらを殲せん滅めつしろ。剣聖の弟子だけ生かしておけばよい」


「了りよう解かいデス。……あの娘むすめはどうしマスか？」


「殺せ」


「……っ！」


　セルマの目が見開かれる。


「わかりマシタ」


　みずからの主あるじへ丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、紫し髪はつの女じよ性せいはアルたちへと向き直った。


「ではここからは、私ファラフナーズがお相手いたしマス。ファラと呼よんでクダサイ」


　そして場ば違ちがいな笑え顔がおを浮うかべる。


「……いつもだったらー、うれしい場面なんだけどな～」


　情なさけない苦笑いを浮かべながら、サイラスがつぶやく。


「わけのわかんねえこと言ってないで、気を引き締めろよ」


「わーかってる」


　そしてファラが右手をすっと天へあげ。


「行くのデス」


　静かに号令を発した。


　同時に、前面に集結していたエクスマキナ兵たちが一いつ斉せいにアルたちへと突とつ撃げきを開始する。


「サイラス！　俺おれは前に出てあいつらを叩たたく！」


「りょーかいだ！　セルマちゃんは任まかせとけ！」


　アルは身を低くして前へ、サイラスはキャストフォースでセルマと後ろへと下がった。


　武ぶ器きと武器を打ち鳴らす高い音が無人の村に響ひびく。


　アルが先頭のエクスマキナの斧おのを左の剣で受け止めたのだ。


「ふっ！」


　そのまま手首だけで相手のバランスを崩くずし、胴どうを薙なぐ。


　動く全身鎧のようなエクスマキナはその一いち撃げきだけで膝ひざを折り、立ち上がらない。


　アルは斬きった相手のことなど目もくれず、さらに集しゆう団だんの中へと飛び込こんでゆく。


　途と端たんに乱らん戦せんが始まった。


「……飛ばしてるなー、アイツ」


　サイラスはアルの戦い振ぶりに舌したを巻まく。


　突撃してきた敵てきはアルひとりに陣じん形けいを切り裂さかれ、もはや烏う合ごうの衆しゆうとなりはてていた。


　その中でアルは縦じゆう横おう無む尽じんに動き回り、サイラスたちの方へ敵を寄よせ付けない。


「じゃ～、こっちもやーることやるか」


　そう言ってサイラスは背はい後ごのセルマへと振り返る。


　あれだけ元気だった少女はいまだ呆ぼう然ぜんとしたまま、己おのれを取り戻もどしてはいない。


「ん～、ちょっとごめんよー」


　そのセルマを、ひょいと抱かかえ、家の入り口へと座すわらせる。


　それでも少女は反はん応のうせず、焦しよう点てんのあわぬ瞳ひとみで虚こ空くうを見つめるのみ。


「ちっと我が慢まんしててねー」


　サイラスは少女の頭をなでて、再ふたたび戦場へ意い識しきを集中する。


　大量のエクスマキナ兵を前にして、アルは八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくを見せていた。一合打ち合う間もなく、エクスマキナ兵たちが倒たおれていく。


　だが敵の数は多い。


　アルの横をすり抜ぬけてきた数体がサイラスに向かって疾しつ走そうをはじめ──。


　ガクン、とその足を止めた。


「そう簡かん単たんにはいかないってーの」


　右手をかざしながらサイラスが舌なめずりをする。


　その手には小さな魔ま法ほう陣じんが浮かび上がり、よく見れば敵の影かげには同じ魔法陣が縫ぬい止められていた。


「こちとらー、か弱い神官なんだ。小細工には長たけてんだよ」


　一呼こ吸きゆうで次の呪じゆ文もんを詠えい唱しよう、アルの武器に神聖武器化ホーリーウエポンをかけてから金きん髪ぱつの神官は叫さけぶ。


「武器強くしてやったぞー！　アル！　もうちっと丁てい寧ねいに敵を倒せー！」


　双そう剣けんの剣士はその言葉にうなずき──次の瞬しゆん間かん、足止めされた敵が地に倒れ伏した。





　戦いはアルたちの優ゆう勢せいで進んだ。


　アルは前で戦い、後ろに敵を進ませない。エクスマキナ兵たちは攻こう撃げきするものの、そのほとんどはアルの剣に阻はばまれ、それを通り過すぎたものもサイラスの防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつに弾はじかれる。


　数の優ゆう位いを完全にひっくり返し、均きん衡こう状じよう態たいに持ち込んでいた。


「……相手に、なりませんな」


　自じ在ざいに双剣を振るうアルを見てクロッカスが身を起こす。


「あの小こ僧ぞうは怒いかりで強くなる剣士のようです。あの様子ではエクスマキナどもでは役に立ちますまい。それがしが止めて参ります」


「待て」


　だが、槍斧ハルバードを手にするクロッカスに主の言葉が飛ぶ。


「は、しかし……」


「この事態は想定済ずみだ。……そうだな、ファラフナーズ」


「はい、その通りデス」


　微び笑しようを浮うかべ、戦いから目を離はなさずにファラは続けた。


「人型のエクスマキナ兵が剣けん聖せいの弟で子し相手にこのくらい戦えれば十分デス。……強い相手にはこちらも切り札があるのデスから」


「切り札だと？」


「ええ」


　ファラは優ゆう雅がにうなずいてひとつの古ぼけた杯さかずきを取り出し、ヘルムートへと差し出す。


「ではヘルムート様、お力をいただきマス」


「うむ」


　ヘルムートが杯に手をかざすと、空だった杯に鈍にぶく光る黒い液えき体たいが満たされていく。


「ありがとうございマス」


　恭うやうやしく杯を取り、ファラはそれを高く掲かかげた。


「では……、使わせていただきマス」


　奇き妙みようなことが起きた。


　ファラが一礼すると、杯の中の液体がひとりでに持ち上がり、動き始めたのだ。


　水はねじれ、ゆらめき、三つの波となって手近なエクスマキナ兵の口へと入っていく。


　すると──。


　まず、エクスマキナ兵の体がふくれあがった。


　胴どう体たいだけがまるで風船のように、小屋ほどの大きさに変へん異いする。


　次いで脚あしがふくれ、手にはかぎ爪づめが生え、そして顎あぎとがせり出して牙きばが生える。まるで獣けもののように。二呼吸する間もなく、その変異は終わっていた。


　全身は鈍にぶく光る黒い鱗うろこで覆おおわれ、その脚は地鳴りを起こすほど。尾おが振るわれる度たびに周囲のエクスマキナ兵を吹ふき飛ばす。


　どの獣にも似にていないその頭部には巨きよ大だいな牙がむき出しにされており、金色に光る瞳ひとみがアルたちを睨にらんでいた。


「ド、ドラゴンー!?」


　その姿すがたを見て、サイラスがうろたえる。


　すべての動物の頂ちよう点てんに立つ生物、ドラゴン。


　変異した獣は確たしかに竜りゆうの姿に似ていた。


「正せい確かくには竜型エクスマキナ、というところデスが」


　ファラが解かい説せつをしながら、セルマを見て微笑ほほえむ。


「そちらの娘むすめさんは見たことがあるのデハ？」


「あ、あ……、あれ、は──」


　少女の顔は明らかな恐きよう怖ふに歪ゆがんでいた。顔からは血の気が引き、全身は震ふるえている。


「あれは、あたしの村を襲おそった──」


「ど、どーした、セルマちゃん」


「それでは攻こう撃げき対象はあの剣士デス。遠えん慮りよ無くやっちゃってクダサイ」


　サイラスの動どう揺ようなど無む視しして、ファラは竜に命令する。


　すると竜の一体が咆ほう吼こうをあげ、そのまま開いた顎あぎとをアルに向けた。


　牙と牙の間に魔力が集中し──。


「お兄さんっ!?　逃にげてっ！」


　その時、セルマの叫さけびが響ひびいた。


「……くっ!?」


　同時に、全身に針はりを突つき立てられるような、あまりにも不吉な予感がアルを襲う。


　迷まよっている暇ひまは無い。身を低くして、全力で地を蹴けった。


　周囲のエクスマキナ兵の隙すきを縫ぬって、その場から逃のがれる。


　同時に──紫むらさき色いろの閃せん光こうが戦場を薙ないだ。


「な……っ！」


　そのうめきをあげたのは誰だれだっただろうか。


　サイラスか、クロッカスか、それともアルか。


　光が薙いだそこには、たった今までアルを囲んでいたエクスマキナ兵たちが……石となって変わり果てた姿をさらしていた。


　同時に次の竜がアルを狙ねらって突とつ進しんし、その石せき像ぞうを粉こな々ごなに打ち砕くだく。


「せ、石化の呪じゆ詛そ……」


　砕け散った石像を見てクロッカスがのどを鳴らす。


　幾いく多たの戦場に立った巨きよ軀くの騎き士しの額ひたいには汗あせがにじみ、その顔には隠かくしようの無い恐怖が浮ういていた。


「お、恐おそれながらヘルムート様。あの、あの力は一体……？」


　ひざまずくことも忘わすれ、主へと問うクロッカス。


「北の大地に眠ねむる年とし経へた黒竜、クロムの力を一時的に借り受けたもの……とのことだ。その力を得たあれらは竜を模もした姿に変わる」


　幾分満足げに戦いの推すい移いを見つつ、ヘルムートが答える。


「そ、そのようなものが……」


「クロムは生きとし生けるものすべてを石と化す力を持つ竜だ。その力を借り受ければ、あのようなことも可か能のうとなる。それが我われの切り札よ」


　そう言って、節ふしくれ立った指で石像を指す。再び竜から石化の閃光が吐はき出され、巻まき込まれた何体かのエクスマキナが石と化している。


「あの状じよう態たいが一日程てい度どしか保もたないのと、いちいち代だい償しようが必要なのが難なん点てんだがな」


「代償、でございますか」


「あの杯さかずき、〝古竜の杯〟は契約者の──我の魔ま力りよくを注がねば起動せん。今のところは一度に三体。限げん界かいまで注げばもっと強い力を引き出せるが、こちらの体がもたぬわ」


　ふん、と何気ないことのようにヘルムートが言う。


　しかし彼の従じゆう者しやたるクロッカスには無視できるものではなかった。


「それは……、御身が危き険けんでございましょう！　さらに言えば石化の呪詛などと、伝説にしか登場しない代しろ物もの！　おいそれと手を出すのは……」


「だからこそよい」


「は……？」


「当たればどんな戦士だとしても耐たえることはできぬ。エクスマキナ兵が手に負えぬ相手にはちょうどよい。加えて……」


　ヘルムートは再びその口元を歪ゆがめる。絶ぜつ望ぼうにうちひしがれているセルマの姿を眺ながめて。


「石と化したものは生きているのだ。人ひと質じちとしての利用価か値ちも生まれる。……あの小娘のようにな」


　そしてヘルムートは再び双そう剣けんの剣士へと目を向ける。


　竜はいまだアルを捕とらえられずにいた。対するアルは自分に突とつ撃げきしてきた一体を盾たてにして、うまく外から石化の閃光を撃うたれないようにしている。


　だが、外の敵てきを気にするあまり、アルもまともな攻撃がほとんどできていない。隙すきを見て斬きりつけるものの、牽けん制せい以上の役には立っていないように見えた。


「く……」


　アルの顔に焦あせりが混まじり始める。


　後ろの竜りゆうの動きを読み、横へ横へと疾しつ走そうする。


　目の前の一体が首を巡めぐらせてアルを睨にらみ、棘とげのついた尻しつ尾ぽを叩たたきつけてきた。


　とっさに回転の内側に入り跳ちよう躍やく。遠心力のついた一撃をかわしつつ剣を一閃し、尻尾を根本から切せつ断だんする。


　だが、その程てい度どでは戦せん況きようは変わらない。


「ファラフナーズ」


　その時、ヘルムートの低い声が響いた。


「後ろを狙ねらえ」


　ぞわり、と首くび筋すじに寒気が走る。


　それはアルがもっとも恐おそれていた命令だ。


「はい、わかりマシタ」


　ファラはどこかぼんやりとした笑えみでうなずき、軽く右手でサイラスたちを指す。石化の閃光でアルを狙っていた二体が、ぐるりと首を巡らせて金きん髪ぱつの神官に向き直る。


「う……、こーれは、ヤバイかも……」


　セルマの前に立ちはだかりながらも、サイラスは苦り切った力弱い笑みを漏もらす。


　その後ろに立ちつくすセルマの顔には色いろ濃こい恐きよう怖ふが見て取れた。


「させ、るかよっ！」


　アルは思い切り一歩を踏ふみ出して、尻尾を斬り飛ばした一体の胴どうに全力で剣を振ふるう。


　左、右の順番で繰くり出された双剣は竜りゆうの胴を×の字に切り裂さいた。


　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようをあげ、横転する竜。


　だがその時、アルの目に映うつるものは……。


　収しゆう束そくさせた紫し紺こんの魔力を解とき放つ竜の姿すがた。


　生命をもの言わぬ石へと変える、必殺の吐と息いきは雷らい光こうのようにサイラスたちへと迫せまり──。


　そこで唐突に消しよう滅めつした。


　サイラスが放った白い光とぶつかって。


「そ、相そう殺さいがうまくいったー……」


　流れ出る汗あせをサイラスは拳こぶしでぬぐう。


　いざという時のために、溜ためておいた魔力で石化の魔力を相殺したのだ。


「これなら……！」


　倒たおれた竜の横をすり抜ぬけてアルが走る。


　サイラスの活かつ躍やくで時間が稼かせげた。


　次の一撃が来る前に竜を倒せれば、勝機は見える。


　体のバネすべてを使ってアルは残りの一体に迫る。


　発はつ射しやの準じゆん備びをしている竜は隙すきだらけだ。双剣で首を狙えば、倒せるはず。


　奥おく歯ばをかみしめ、跳ちよう躍やくするために一歩を踏み出そうとして──。


「それは甘あまい考えデスね」


　耳元で間ま延のびした声が聞こえた。


「な……っ！」


　アルは凍りつく。


　先ほどまでヘルムートの傍かたわらにいた女の顔が目の前にあるという事実が把は握あくできない。


　息がかかるような、肩かたが触ふれあうような距きよ離りに近づかれたという事実が理り解かいできない。


　心の隙をつかれてアルが硬こう直ちよくする。


　その、一いつ瞬しゆんにして致ち命めい的な隙が運命を分けた。


「邪じや魔まはさせマセンよ」


　ファラの手が、ぽんとアルの脇わき腹ばらに置かれる。


　その瞬間、ゴーレムの一撃など比くらべものにならない衝しよう撃げきがアルを襲おそった。


「──っ!?」


　気がつけばアルの体は宙ちゆうを舞まっていた。


　まるで引き絞しぼられた矢のように、弧こを描えがいて土の上へと叩たたきつけられる。


　受け身など取れる速さではない。


　勢いきおいよく全身を叩きつけられ、呼こ吸きゆうが途と切ぎれる。身を起こそうにも体が反はん応のうしない。


　……そして。


「では、やりナサイ」


　変わらぬファラの声が耳に入ってきた。


　意い識しきだけがはやる。


　強ごう引いんに半身を起こすが、足がついてこない。


　視し覚かくだけが状じよう況きようを確かく認にんする。


　竜の顎あぎとに収束した魔力が、再ふたたびその吐息と共に解き放たれるのを──。


「しまっ……！」


　アルの視界に、紫紺に輝かがやく光の帯が走った。


　光の中にふたりの影かげが消えてゆく。


「これで……、あとはあなたひとりデスね」


　そう言いながらファラが微笑ほほえみかける。


「て、めぇ……！　よくも、あいつらを！」


　憎ぞう悪おに燃もえて双そう剣けんを構かまえ直そうとしたその時。


「……お、お兄さん……！」


　かすかな悲鳴が聞こえた。


　──アルの、すぐ後ろから。


「サ、サイラスが……、あたしを守って……」


　振り返るとそこには、倒れたサイラスを抱かかえたセルマの姿。


「ぐ……」


　ギリリと音が出るほどにアルは歯を嚙かみしめた。


　セルマが抱えるサイラスの姿は──その右半身が石へと変わっていたからだ。


「あら、まだ残っていたのデスか。予想外と言えば予想外デスね」


　片かた付づけ損そこねたゴミを発見した時のような、けだるそうな調子でファラが言う。


「でも……、そこまで石になっていればもう元にはもどりマセンね。……残念デスか？」


　それは明らかな挑ちよう発はつだった。アルの怒いかりをかき立てるための安い嘲ちよう笑しよう。


　しかし、今のアルにはそれを流せる余よ裕ゆうはまったく無い。


「…………」


　剣を構え直し、憎悪にたぎった眼めでファラを、竜を、そしてヘルムートを睨にらみつける。


　周囲を圧あつ倒とうするような殺意を剣に押おし込こめ、アルは猛たけ々だけしく一歩を踏ふみ出そうとして。


「こーの、馬ば鹿か……！　どーこに行くつもりだ……！」


　荒い息をつきながら、サイラスの声がアルを押しとどめた。


「サイラス！」


「もっと、うまくやれー……！　セルマちゃんが巻まき込まれるとこ、だろーが……っ！」


「けっ……。お前の方こそ、無む茶ちやしすぎだろうが……」


　サイラスは無む理り矢や理りに笑みを浮うかべていた。その顔に、女好きを自じ称しようするサイラスの意地を見せつけられたような気がして、アルもまた微笑む。


「石化中に意い識しきがあるとは、なかなかのものデスね」


　挑発が成功しなかったためか、口をとがらせてファラが言う。


「ただ、戦せん況きようは変わりマセンよ？　次の一撃はどうやって防ふせぐつもりデスか？」


　ファラの言葉と共に、二体の竜が再び顎を開いた。


　空気が流れ、魔ま力りよくへと変へん換かんされ、紫紺の輝きが牙きばの間へと収しゆう束そくする。


　その時、サイラスが左手を伸のばしてアルの脚あしをつかんだ。


「おい、サイラス──」


「アル、逃にげるぞ……」


　そのままぼそりとつぶやくサイラス。


「逃げるって、どうやって……」


　数は減へったとは言え、エクスマキナ兵はまだ周囲に存そん在ざいする。


　サイラスが動けない状じよう態たいで逃とう走そうするのはほぼ不可能に近い。


　だが、サイラスは。


「こう、やってだ……！」


　声と共に足あし下もとに魔ま法ほう陣じんが展てん開かいする。


「──っ！」


　魔法陣は即そく座ざに中心に向かって収束し、消しよう滅めつする。


　その上に立つ三人の姿も同じく虚こ空くうへと消し去りながら。


　三人が消えた空間を睨みつけて、ヘルムートはつぶやいた。


「…………転てん移い魔ま術じゆつか」


「キャストフォース、のようデスね。長ちよう距きよ離り転移用の魔術ではなかったデス。おそらくまだ近くにはいるものと思われマス」


　ため息をついてファラが続けた。


「まさか、あの状態から逃げられるとは思わなかったデスね」


「見た目よりもあの神官が冷静だったということだろう」


　ヘルムートはそう結けつ論ろんづけて、クロッカスへと指し示じを出す。


「……クロッカス、周囲を捜そう索さくしろ」


「はっ」


「ただし適てき当とうでよい。ほどほどに切り上げて、エクスマキナ兵の修しゆう繕ぜんを優ゆう先せんしろ」


「……そ、それはなぜでございますか？」


　騎き士しの発したその問いに、ヘルムートは蛇へびのような笑いを浮かべた。


「──あの剣士はまた必ず我われの前に姿すがたを現あらわすからだ」





　　　　＊　　＊　　＊




　その扉とびらを開けるまで、誰だれも言葉を発しなかった。


　うつむいたままのセルマ、硬かたい表ひよう情じようのアル、意い識しきを失っているサイラス、……そして人形のように表情を見せぬナーシア。


　あの村での戦いから約一日。アルたちはナーシアと合流して、深夜にこの見覚えのある山小屋へとたどり着いていた。


　サイラスの魔術で転移したのは、あの戦いの場より、わずかに数十メートル先の物もの陰かげ。そこにはナーシアが待っていた。どうやらサイラスに転移の魔術を使えと指示したのも、彼女が行なったことらしい。


　そしてアルたちはナーシアの先せん導どうであの村から逃げ切った。気配探たん知ちに長たけた彼女がいなければ、あの場で捕つかまっていたかもしれない。


　その後、隠れ場所を求めて、この山小屋までやってきた。アルたちがヘルムートの館やかたを襲しゆう撃げきするために使った山小屋、サイラスがセルマを治ち療りようした山小屋に。


　小屋の中は最後に離れた時とまったく変わりないように見える。


「ここまでくれば、多分大丈夫」


　中の様子を確かく認にんしてナーシアが言う。


　アルが無言で背せ負おっているサイラスを下ろし、状態を確認する。


　彼の容よう態だいは決してよくなかった。


　じわりじわりと石化の範はん囲いは広まっている。ミチミチと何かをつぶすようなイヤな音を立てて、すでにサイラスの胴どうは八割わり方石化していた。


　痛いたみを伴ともなうらしく、彼の額ひたいにはびっしりと玉のような汗あせが浮かんでいる。


　アルは歯は嚙がみしながらサイラスから目を離はなした。


「約束通り、お前の話から聞かせてくれナーシア」


「……私の話は単純」


　アルの視し線せんを受けて、ナーシアが話し出す。


「アルたちと別れてから一日後、私も刺し客かくに襲おそわれた。私個こ人じんを狙ねらった刺客」


　その襲撃で陰いん謀ぼうを察知したナーシアは引き返し、アルたちを追っていたのだという。


「あの時点で私を狙ってくることはありえない。私は発見されていなかったのだから。そこで事の真相をつかむために報ほう告こくは最さい低てい限げんだけ行ない、あなたたちを追った。そしてシーダ山脈にヘルムートが兵を送ったという話を聞きつけ──」


　ナーシアが村にたどり着いた時、すでに戦いが始まっていた。援えん護ごの機会を図はかるために様子をうかがっていたら、あの事態になってしまったとナーシアは語った。


「……あれは私の失しつ策さく。サイラスが狙われる前に手を打つことはできた」


　声に後こう悔かいの念を交えながら、ナーシアは言う。


「お前が悔くやしがるなんてな」


「私だってそれぐらいはする」


　アルのひと言に、ナーシアは不満をにじませる。


「それで……私にも説明を。なぜこんなことに？」


「…………」


　切り込むような鋭するどいナーシアの視線を受け止めつつ、アルは逡しゆん巡じゆんする。


　だがひとつ息をつくと、諦あきらめたかのように話し出した。


　ナーシアと別れてから後にあったすべてのことを。


「……なるほど」


　話を聞いた後、ナーシアはそうつぶやいて、目を細める。


「やはり、その少女が原げん因いん」


「……あた、しは……」


　ナーシアの冷たい目にさらされて、セルマが口ごもる。


　先を続けようにも、声が震ふるえてうまく言葉にならない。


「私が襲われた時点で情報が漏もれるとしたら、あなた以外には無い。あの時危き惧ぐしていた通り。悔くやんでも悔やみきれない」


　殺意とも取れる強い敵てき意いを込めて、ナーシアはセルマを見る。


　冷たい刃やいばのように。


「ナーシア、そこまでだ」


　アルが低い声で遮さえぎる。


「セルマにだって事情があったのは話したろう。その殺気を引っ込めろ」


「…………」


「…………」


　しばしの間、琥こ珀はく色いろの目と漆しつ黒こくの瞳ひとみが火花を散らす。


　先に折れたのはナーシアだった。


「……本当に、つくづく不器用、あなたは」


「悪かったな」


「……謝あやまるのなら、アルがうまくやって」


　素そっ気けなく言ってナーシアは壁かべにもたれかかり、目を閉とじる。


　ひとつため息をついてから、アルはセルマに向き直った。


「セルマ。……お前の話を聞かせてくれ」


「え……？」


「これから俺おれたちがどうするにしても、お前の持っている情報が必要だ。嫌いやな記き憶おくだとは思うが、話してくれ」


　アルはセルマを見つめて、最後に付け加えた。


「──頼たのむ」


　セルマはすぐには答えられなかった。


　何かをかみしめるように、しばらくの間迷まよってから。


「……うん、わかった……」


　うなずき、そして語り出す。


　彼女の過か去こを。


　話は単たん純じゆんと言えば単純だった。


　ヘルムートがセルマの村を襲ったところまでは真実だという。その後、ひとり助かったセルマは一度は村を離はなれるものの、復ふく讐しゆう心しんにかられてヘルムートの元に舞まい戻もどった。せめて仇かたきをと願って。だが十になったばかりの少女では何ができるわけでもない。彼女はあえなくファラフナーズに捕つかまってしまう。


「本当ならあたしは殺されるはずだったんだよ。でもあの男はこう言ったの。『そんなに家族を助けたいか』って」


　ヘルムートはセルマにこう説明した。


　石となった家族は死んだわけではない。呪のろいを解かい除じよすれば元の通りに戻ると。


　──そして、自分ならば呪いを解除できると。


「ヘルムートは呪いを解除してほしければ自分の手足になって働け、と言ってきたんだよ。……それにあたしはうなずいた」


　セルマの小さな手がキュッと拳こふしを作る。


「悔くやしかった。自分が憎にくくなるくらい悔しかったんだよ。でも、それしかなかったから」


　石になってしまった人を助けられる方法など、セルマは知らない。


　だから、彼女はヘルムートの誘さそいに乗る以外の方法が無かった。


「それからは、アイツの言うとおりにあちこちに行った。色んなところに入って、話を聞いてくるのがあたしの役目だったんだよ」


　悪いことをたくさんしたよ、とセルマは付け足す。


「後は──お兄さんも知ってるとおり。アイツに言われて、お兄さんにくっついて館やかたから逃がしたんだよ。そのままくっついて居い場ば所しよを知らせろって言われてたんだけど、途と中ちゆうであの村に誘い込こめって命令されて、それで──」


　言葉を切って、少女は下した唇くちびるをかみしめた。


「それで……全部。全部終わっちゃった」


　声が震え、涙なみだが落ちる。


「お兄さんたちをだまして、サイラスもこんな風にして。なのになんともならなかった。村のみんなも、お姉ちゃんも戻ってこない。……あたしが、あたしが……」


　そこから先は言葉にならなかった。


　セルマは涙を流し、嗚お咽えつを繰くり返すばかり。


　ぽん、と。


　アルがその手をセルマの頭に置いた。


「わかった。もう十分だ」


　わずかにセルマがうなずくのが伝わる。


　そのまま彼女の涙がおさまるまで、アルはそのまま手を乗せていた。


　空気は重く、淀よどんでいるような錯さつ覚かくすら受ける。


「落ち着いたか」


「……うん」


　目を真っ赤に腫はらしてセルマはうなずく。


　顔はまだ汚よごれていたが、涙はすでに引いていた。


　最後に優やさしく頭をなでて、アルは膝ひざをついてセルマと目線を合わせる。


「セルマ、前に俺が言ったことを覚えてるか？」


「……前？」


「あの村で、あの護ご符ふを渡した時に言ったことだ」


　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、まっすぐにセルマの瞳をのぞき込む。


「……『自分のことは自分で決めろ』……」


　大きくひとつうなずき、アルは続ける。


「これからどうするか、お前が決めるんだ。逃にげたければ逃げればいい。俺はそれを責せめたりはしない」


　あの時と同じ言葉を、あの時と同じ顔で。


　アルはセルマへと言葉を紡つむぐ。


「……お兄さん……」


　少女は首を横に振ふった。


「なんでお兄さんは何も言わないの？　……あたし、お兄さんたちを裏うら切ぎったんだよ？　それなのに、なんで前と同じことを言うの？」


　理り解かいできない、とばかりにセルマはアルの肩かたを握にぎる。


「サイラスだって、あたしのせいでこんな風になっちゃったのに……」


「──そうなのか？」


「え？」


「サイラスはセルマのせいで石になったのか？」


　呆ぼう然ぜんと、少女はアルの顔を見る。


　アルはただじっとセルマの顔を正面から見返し……、そして言った。


「俺は──お前が裏切り者だとは思っていない」


　それはセルマにとっての救いの言葉であり──。


「だが、お前がそう思っているのであれば、俺もまたそう思おう」


　また少女を突つき放す決定的なひと言でもあった。


「お前がこれからどうしたいか。……それはセルマ自身で決めるんだ」


　ことさらに大きな声でもない。力を入れているわけでもない。


　それなのになぜかアルの言葉には刃やいばを突きつけられているような、奇き妙みような迫はく力りよくがあった。


「そんな、こと……」


　まだ幼おさない少女は力なくそううめいて、うつむくのみ。


　答えは出ない。


　なぜ目の前の青年がこんなことを言っているのか。自分がどうすればよいのか。


　道はまったく見えなかった。


　ピン、と張はり詰つめた沈ちん黙もくを破やぶったのは、ナーシアだった。


「…………アル、話がある。ここではなく、外で」


　ため息混まじりに彼女は言って、外へと出て行く。


「わかった」


　アルもまたセルマの前から立ち上がり、後を追いかける。


　暗い小屋の中にはセルマと、そしてサイラスだけが残された。


　セルマはうつむいたまま自分の膝を見つめる。


　頭の中ではアルに言われたことがリフレインしていた。


「自分で、決めるって……」


　口に出してみても答えは出ない。


　最愛の家族が、憎にくむべき敵てきが、傷きずつけてしまった人々が、心の中に現あらわれては消え、セルマの心をかき乱みだす。


　──と、その時。


「ったく、アイツは……。いーつまで経たってもダメな奴やつだよ」


「え……？」


　その美しい金きん髪ぱつのほとんどを石に変えて。


　もう動かないはずの体を起こして。


「女の子に対する言い方じゃないよなー、あれは。……そー思うでしょ、セルマちゃん」


　サイラスが微笑ほほえんでいた。
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　さくり、さくりと落ち葉を踏ふみしめて、暗い森の中をふたりは歩く。


　冷たい風が頰ほおをなで、木々を揺ゆらして行き過すぎる。


　小屋からそれなりに離はなれた場所で、ナーシアが歩みを止めた。


「このあたりでいい」


　振り向きざまに、彼女は大おお仰ぎようにため息をついた。


「……なんだよ」


　どことなく不満そうにアルが返す。


　それに対し、ナーシアは再さい度ど大きなため息で返した。


「なぜあの少女に選せん択たく権けんを？　彼女はヘルムートを追う上で重要な立ち位置。彼女の協力と証しよう言げんがあれば、ヘルムートを追いつめることも可か能のうなのに」


　もう少し状じよう況きようを考えるべき、とナーシアは肩を落としながら言う。


「……悪かったな、その辺に気がつけずに」


　口をとがらせて、形だけ謝あやまるアル。


「でも、あいつの痛いたみはあいつが解かい決けつしなきゃ意味がねえ。他の連中が横から奪うばっていったら、セルマは二度と立ち上がれなくなる」


　アルは遠くに見える小屋の光を見つめる。


　そのアルに、黒衣の密みつ偵ていは冷たい声を浴びせる。


「それは──あなたに似にているから？」


「…………」


「つくづく、あなたは不器用」


　何度となく言われてきた台詞せりふを、そっぽを向きながら聞き流すアル。


「しかたがない。こうなったらアルはテコでも動かない」


「そういう性しよう分ぶんなんだ」


「開き直らない。国を揺るがす一大事なんだから」


　そう言ってナーシアは腕うでを組む。


「で、これからアルはどうする？」


　その問いに、アルはしばらく沈黙してから同じく問いで返した。


「その前に確かく認にんだ。……サイラスは、治せないのか？」


　サイラスの石化は進行している。


　あの閃せん光こうを受けたときには右腕、右足を中心とした部分だけが石になっていたのだが、今は両足すべてに加え、胸むねもほぼ石化している。


　さらに言えば石化には強きよう烈れつな苦く痛つうを伴ともなうらしい。


　その苦痛をサイラスは「体を細かくすりつぶされているようだ」と評ひようした。その痛みがひどいのか、逃げている間、彼にほとんど意識は無かった。


「……無理」


　ほんのかすかに目を伏ふせて、ナーシアは首を振ふる。


　彼女にとって、それが悲しい時のクセなのだとアルは知っている。


「黒竜クロムの力であれば、手はないでもない……。けれど残念ながら今からでは間に合わない。もし回かい復ふくするとするならば───」


「するならば？」


「呪のろいの原げん因いんそのものの排はい除じよ。術じゆつ者しやによって解除させる。どちらか」


　淡たん々たんとナーシアは要よう素そを羅ら列れつする。


「どれにしてもヘルムートの元にあるってことか」


　忌いま々いましげにアルはその名前を口にした。


「なら、俺おれのやることはひとつだ」


　歯をむき出しにして、虚こ空くうを睨にらみつけながらアルは剣けんの柄つかを抑おさえる。


「……ヘルムートのところに、行くつもり？」


　あくまで静かに、ナーシアはアルを止めた。


「……時間をかければ、問題は順に解決していくのに？」


　石化の呪じゆ詛その利用、セルマの村への襲しゆう撃げきに、王の石を求めたこと。これらはすべてヘルムートのグラスウェルズに対する反はん逆ぎやくの証しよう拠ことなる。


　アルたちがここから脱だつ出しゆつすれば、国がヘルムートを裁さばくことも可能なのだとナーシアは言っているのだ。


「──本当にそうなのか？」


「どういうこと？」


「本当に今すぐにグラスウェルズがヘルムートをたたけるのか？　今お前が挙げた出来事は全部証拠がそろってないじゃねえか」


「…………」


「石化の呪詛だって、王の石だってほとんど与よ太た話ばなしだ。アイツがしらを切ったら、そう簡かん単たんに国が動くことなんてできねえだろう」


　ふと、ナーシアがその黒い瞳ひとみを閉とじる。


「アルにしてはよく考えている」


「茶ちや化かすな」


「……確たしかにアルの言うとおり、現げん段だん階かいではヘルムートをすぐに裁くことはできない。状じよう況きよう証拠しか無い以上、それは仕方がない。でも──彼を追いつめることはできる。そしてグラスウェルズは必ずヘルムートを断だんずる。それが、一番安全で確実な方法」


　ナーシアはそのままアルへと歩を進めた。


　手を伸のばせば捕つかまえられるような位置まで近づくと、アルの顔を見上げる。


「教えて。──あなたは、それでもヘルムートの元へ行く？」


　心の動きをわずかでも見み逃のがすまいと、ナーシアは瞬またたきもせずにアルを見つめた。


「それでもだ」


　アルは揺ゆれない。


　真っ正面から視し線せんを受け止めて、答えを返す。


「これが国家の一大事だとしても？」


「ああ、それでもだ」


　視界いっぱいに広がるナーシアの人形のような顔を見つめ返し、大きくうなずく。


「ヘルムートには借りを作りすぎた。それを国任まかせにするんじゃ、俺の気がすまねえ。それに──」


「それに？」


「時間をかけたくない理由もある」


「……あの少女の家族？」


　アルは黙だまってうなずいた。


　セルマの家族は石と化しても今なお生きている。少なくともセルマを切り捨すてる直前まではどこかに保ほ管かんしてあったはずだ。


　だが、彼女を捨てた今、ヘルムート側にセルマの家族を生かしておく必要はない。時間が経たてば、彼らを助けることは不可能になるだろう。


「つくづく、あなたは不器用でお人好し」


　ナーシアは肩かたをすくめて背せを向けた。


「結局のところ、あの少女が心配なだけ」


「いや、それだけじゃねえ。……師し匠しようのこともある」


　セルマのこととは打って変わって、その一言はあまりにも暗く、重い。


「ヤツは師匠が王の石を持っていたことを知っていた。あの事実を知っている人間はほとんどいないのに、だ」


　そこには何か秘ひ密みつがある、とアルは睨んでいた。


「……なるほど。もう他ひ人と事ごとではない、と」


「そういうことだ」


　ナーシアはかすかにため息をつく。


「……わかった。それなら私も行く」


「なに？」


　出てきた意外な一言にアルの口がぽかんと開いた。


「いや、その、別にお前がつきあう必要はないんだが……？　というか、お前そんなにつきあいのいいヤツだったか？　どっちかというと血も涙なみだも無いような……」


　なぜかしどろもどろになって確かく認にんするアル。


　言い募つのる内に正直すぎる発言まで飛び出す始末。


　すると、ゆらりとナーシアの体がぶれて──。


「アル」


　気がついたときには、ナーシアの細い手がアルの胸むなぐらを押おさえていた。


「誰だれが血も涙もないって？」


　その折れそうな細い手で、ナーシアは頭ひとつ大きいアルを持ち上げる。


　なぜか満面の笑えみを浮うかべ、それがまた逆ぎやくに恐きよう怖ふをあおっていた。


「あ……、いや、今のはちょっと……」


「アルの中で私はそういう性せい格かくだったんだ～。そうなんだ～。傷きずついちゃうな～」


　その口く調ちようはアルをからかうときのそれだ。


　だがその手はアルを放そうとしない。


　首を絞しめられているわけではないのに、恐おそろしいほどの圧あつ迫ぱく感をアルは感じていた。


「す、すまん。……その、ナーシアが来てくれると、助かる、かな、と」


　重じゆう圧あつに潰つぶされながら、フォローにならないフォローを入れるアル。


　と、ナーシアはすとんと彼の体を落とした。


「謝あやまるのなら、今回は許ゆるしてあげる。でも、以い降こう注意して」


　同時に口調も表情も元の通りに戻る。


「お、おう」


　背中に冷たい汗あせを感じながら、アルはうなずく。


「…………気にしてたのか、もしかして」


「なに？」


「いや！　なんでもない！」


　ぶるぶると壊こわれた人形のように首を振ふるアルに、ナーシアは小さくため息をついた。


「真ま面じ目めな話、私がついていくのは当然の話」


「……え？」


「アルにこの仕事を持ってきたのは私。顚てん末まつを見み届とどける責せき任にんはある。それに──」


　黒衣の密みつ偵ていは言葉と共にアルに背を向ける。


「私だってサイラスの件けんでは怒いかりを覚えている」


　そして最後に小さな声で付け加えた。


「敵てきに刃やいばを突つき立てたいと願うくらいには」


「ああ、そうだよな」


　アルはヘルムートの城しろがある方角を睨にらみつける。


「借りは、返さねえとな」


「……もちろん」


　赤毛の剣けん士しと黒衣の密偵は互たがいにうなずき、そしてどちらともなく小屋へと歩を進めた。





　　　　＊　　＊　　＊




「だーいたい、アルは目つき悪いんだから、すごんだら相手が怖こわがっちゃうよねー」


　サイラスの軽口が小屋の中に響ひびく。


　アルとナーシアが森の中で意見をぶつけ合っていたころ、セルマは驚おどろきのあまりに言葉を忘わすれていた。


「それで結けつ構こうモテるんだー、アイツ。それがまーた気に入らないったらありゃしない」


　体のほとんどを石と化したまま、サイラスは喋しやべる。


　額ひたいには脂あぶら汗あせが浮かび、顔からは血の気が引き、生身の部分は震ふるえていた。


　顔は右目を中心に頰ほおのあたりまでが石と化し、じわじわとその部分が広がりつつある。


　体は服に隠かくれているが、まったく動かない右みぎ腕うでや下半身、それに首くび筋すじの一部が石に変わっているところを見れば、かなりの部分が石化していることは想像に難くない。


　だが、それでも。


　石化の恐怖も痛いたみも表に出さずに、サイラスはいつもと同じように話す。


　半身を起こしたまま、壁かべに背せ中なかを預あずけて。


　口調だけはいつも通りに。


「……サイラス、ごめんなさい」


　その様子があまりにも痛々しくて。セルマは謝しや罪ざいの言葉を口にした。


「あたしの、せいで──」


「オレはそんな風に思ってないよー。セルマちゃんをかばったのはオレだからねー」


　あくまでも軽く。セルマを不安がらせないように、サイラスは言う。


「でも……、もしセルマちゃんが自分のせいだって思ってるのなら、今からちょーっとオレの話を聞いてくれないかな」


　サイラスは無事な左手でポンポンと床ゆかを叩たたく。


「とーりあえずこっちに座すわってさ。今、オレの顔を正面から見ると怖いでしょー。だからこっちに。……ね」


　セルマは少し迷まようものの、サイラスの隣となりへと座った。


　石化を許ゆるす代わりに話を聞け、と言われれば断ことわる術すべは無い。


　ふと見れば、窓まどからはいつかのような月がのぞいている。


　サイラスとセルマは肩かたを並ならべ、わずかの間その光景に見入っていた。


「まず最初に、この石化のことなんだけどー」


「うん」


「一いち応おう治す方法は知ってる」


「えっ!?」


　セルマが腰こしを浮うかす。


「あー、ごめん。根本的な解かい決けつ方法じゃないんだけどねー」


「……どういうこと？」


「黒こく竜りゆうクロムの伝説なら、〝完全に石化する前に、クロムかその眷けん属ぞくの血を浴びるべし〟っていうことになってるんだ。今のオレみたいな状じよう況きようならば助かるってこと。……まー、さすがに今からそんなものを用意するのは無理だろうけど、何かの手がかりになるかもしれないから伝えとくよー」


　もう自分は助からないと、サイラスは自覚している。


　それがまた悲しくなって、セルマは膝ひざを抱かかえた。


「……で、さ。本題はアルのことなんだけど」


　月を見ながら、サイラスが切り出す。


「変なヤツだろー、アイツ」


「え？」


　いきなりの言葉に、セルマはつい聞き返した。


　サイラスはため息混まじりに進める。


「苦労してるんじゃない？　理解できなくてさー」


「いや……、その、それは……」


　否ひ定ていしようと思ったが、うまく言葉が出ない。


　図星を指されていた。ついさっき、まさにその思いを味わったセルマには、完全に否定することができなかった。


「はっはっは！　いいって、いいってー！　ごまかさなくてもー！」


　からからとサイラスは笑う。


「俺だってセルマちゃんと同じように思ってたんだからなー」


「……同じ？」


「俺おれも、『アイツが理解できない』って思ってた時期があるってーこと」


「サイラスが……」


　傍はた目めには、アルとサイラスはよくお互たがいのことを理解しているように見える。


　少なくともそう感じていたセルマにとって、サイラスの言葉は意外だった。


「特にあの『自分で決めろ』ってのがねー。俺にとっては違い和わ感たっぷりでさー。……セルマちゃんもそーなんじゃない？」


「う、うん……」


　またもや図星を指されて口ごもるセルマ。


「ちょっと……、何していいかわかんなくなっちゃうんだよ」


　ごまかすように力なく笑って、セルマは頰をかく。


　サイラスは小さく何度もうなずいて答えた。


「そーだよなー。いきなり『決めろ』なんて言われても、どうしていいか困こまるよなー」


「うん……」


「まー、たださ。ある程てい度どは勘かん弁べんしてやってくれないかな」


「……え？」


　驚おどろいてサイラスの横顔を見る。


　その端たん整せいな顔に苦笑いを浮かべて、彼は続けた。


「アルはそーしないと動けないヤツなんだよ」


　困ったもんでね、とサイラスは付け加える。


「その、どういうことなの？」


　眉まゆを寄よせて首をかしげるセルマ。


「アイツ、やーたらと〝約束〟にこだわるじゃん？　それは知ってる？」


「うん」


　ゴーレムとの戦いで他の武ぶ器きを使わなかったこと、役にも立たない剣けんを持っていること、セルマを護まもってくれたこと。それらすべてをアルは「約束だから」と言っていた。


「アルは、人の奥おくに入り込こめないんだ。なんつーのか、『こうしろ』って強く言えないみたいな感じかなー。だからすーぐに『お前が決めろ』みたいな言い方をするんだよね」


　サイラスはため息をつく。


「あれはアイツにとっては逃にげの一種なんだ。決けつ断だんを人に放ほうり投げてしまうクセ、みたいなもんでねー」


「え？　そうなのかな……？」


　セルマが首をかしげて、口を挟はさんだ。


「約束を守ることって、いいことだと思うんだよ」


「それ自体はねー。何事も度が過すぎれば害になるってことさー」


　指をくるくると回してサイラスが微笑ほほえむ。


「セルマちゃんにまであんなこと言うとはなー。いつもならはり倒たおしてるところだよー」


　声は軽く。だが、その目からははっきりとした怒いかりが読み取れた。


「それって……、あたしが子こ供どもだから？」


「女の子だから」


　間かん髪はつ入いれずに答えが返ってくる。


「女の子が困ってたら、男は何も言わずに助ける。それがかわいい子ならなおさら」


「…………かわいいって、あたしのこと？」


「もちろん。五年後には期待してるよー」


「あ、ありがとう……？」


　へらへらと笑って言うサイラスに、困こん惑わくしながらセルマは答えた。


「でもサイラス、なんでお兄さんはあんなに〝約束〟にこだわるの？」


　その問いに、サイラスの顔から笑みが消える。


「それはアイツが──馬ば鹿かだからだねー」


「え、……え？」


「もっと詳くわしく言えば、馬鹿で頑がん固こでどうしようもなくひねてるからだねー」


　真ま面じ目めな顔で、サイラスは身も蓋ふたもない言葉を並ならべ立てる。


「いや、その、サイラス？」


「実際そーなんだからしょうがないよ、これは。……あー、そうだいい話をひとつ教えてあげよう」


　サイラスは左手をすっと差し出した。


「セルマちゃん、アレ持ってるでしょ。木き彫ぼりのお守り。ちょっと貸かしてくれる？」


　サイラスが言っているのはアルからもらった、あのお守りのことだろう。


　アルが〝自分のことは自分で決めろ〟と言った時に渡わたされた、木彫りのお守り。


　セルマは自分のカバンからお守りを取り出して、素す直なおに渡した。


「そうそう、これこれ」


　彼はセルマからお守りを受け取ると、それを顔の前に持ってきて何かをつぶやいた。


　お守りの一部がぼうっと光り、すぐに消える。


「ん、こーれでよし」


　そう言って、サイラスはお守りをセルマに返した。


「今のなに？」


「お守りにかけていた魔ま術じゆつを解といた。鍵かぎかけてたんでねー」


「……え？」


「ほら、その上のところがさ。ホントは開くようになってるんだよー。それに魔術で鍵をかけてたわけー」


　彫られた車輪の紋もん章しようの上部を指さしてサイラスが開け方を指し示じする。


　彼の言うとおり、紋章の一部がずれるようになっていた。


「ほい、開けてみー」


「う、うん……」


　おずおずとセルマはお守りの蓋をずらし、逆さかさに振ふる。


　すると転がり出てきたのは──。


　いくつかの汚よごれた金きん属ぞく片へんだった。


「これ、なに……？」


「それがアルにとって命よりも大切なもののひとつ。なんだと思うー？」


　その言葉からセルマの脳のう裏りに、竜輝石という言葉が浮うかぶ。


　だが、つまみ上げた金属片は神しん秘ぴ的というにはほど遠い。


　ランタンの光にすかしてみても、ただのゴミにしか見えなかった。


「……ええと……」


　見つめて、回して、引っ張ぱってみてもわからない。


　セルマは困り果てた顔でサイラスを見た。


　その様子に彼は意地の悪そうな笑みを浮かべ、答えを口にする。


「それはねー、剣だよ」


「け、剣……？」


「正せい確かくに言えば剣の破は片へん。アルが修しゆ行ぎようを始めてから今まで使ってた剣全部」


　セルマは慌あわてて手元に目を移うつす。


　確かに剣の破片だと言われれば、そのように見える。


　だが──。


「なんで、そんなものをこんな大切に……？」


　目を丸くしてつぶやくセルマに、またもやサイラスは口をつり上げた。


「傑けつ作さくでしょー？　アイツ、自分の使った剣の破片を大事に取ってあるんだ。あーんな仏ぶつ頂ちよう面づらしておいて、よくやるよ」


　最高の冗じよう談だんだ、とばかりにサイラスは会心の笑えみを浮かべる。


「え、でも、このお守りってアルのお師し匠しようさんが戒いましめとしてくれたって……」


「お守り自体はねー。その中に剣けんの破片なんて入れてるのはアルの趣しゆ味み」


「しゅ、趣味？」


　目を白黒させるセルマ。


「そ、趣味だよ趣味。だーって、昔理由を聞いたらアイツ真顔で言ったんだ」


　そう言って、サイラスは眉まゆを思い切り寄よせて、妙みように低い声を続ける。


「『剣を失うのは剣士にとって未み熟じゆくの証しよう拠こ。それを忘わすれないように』、だってさ」


　どうやらアルの真ま似ねらしい。あまり上う手まくはなかったが。


「昔、アルが初めて剣を折った時に師匠に怒おこられたらしくてねー。それから自分への戒めとしてそーしてるんだと」


　サイラスはこれでもかと言わんばかりに、大きな大きなため息をついた。


「剣の破片なんて取っておくことに意味なんて無いのにさー。アルはずーっとそれを守り続けてる。……〝約束〟したことだから」


「あ……」


「どーれだけ馬ば鹿かなヤツか、わかったでしょ？」


　サイラスはそう言って笑うと、アルたちの出て行った扉とびらへと目を移す。


　そしてぽつり、とつぶやくように言った。


「でも──馬鹿だから、アイツは信用できる」


　どこか遠くを見るように。


「馬鹿で頑がん固こ者ものだから、守ると決めた約束を絶ぜつ対たいに破やぶらない」


　それはセルマが聞いたことのないような真剣な口調だった。


「セルマちゃんが『こうして欲ほしい』って約束すれば、アルは意地でもそれをやり通すよ。それが復ふく讐しゆうでも、なんでもね」


「それは……」


「わかるよ。アルを騙だましているような感じがするんでしょ？」


　こくり、とセルマはうなずく。


「それでも──アイツを信しん頼らいして、セルマちゃんの望みを教えてやってくれないかな？」


「サイラス……」


「アルは人の奥おく深ふかくまで入り込まない。……いや、入り込めないんだ。アイツにも、過か去この傷きずがあるからね」


「傷……」


　セルマの家族のような、過去の傷。


　それまでの思いが、世界がすべて変わってしまうような、心の深くに突つき刺ささる傷。


　それを、アルも持っているというのだろうか。


「アルの過去を、俺から話すわけにはいかない。だから詳くわしくは話せないけど、そのせいでアイツは妙に他人と距きよ離りを取るようになっちまった」


　細く長く、サイラスは息を吐はき出した。


「いつもなら、俺がどうにかするんだけどねー。残念ながらこのていたらくだし？」


　プチプチと、何かをすりつぶすような音が聞こえる。


　それはサイラスの体が石と変わっていく音。


　彼の肉体が失われていく音。


「サイラス、体が……」


「あー、これはいいよ。そろそろオレは限げん界かいだからねー」


「そんな……」


　その痛いた々いたしい姿すがたに、セルマの目に涙なみだがあふれる。


「あー、そんな顔しないで」


　そう言って、サイラスは唯ゆい一いつ動く左手でセルマの涙をぬぐった。


「アルが悪いヤツじゃないのはわかるだろー？　大だい丈じよう夫ぶ、アイツはセルマちゃんを裏うら切ぎらないよ。それに──オレが釘くぎをさしておくからさー」


　任まかせてくれ、と胸むねを叩たたいてサイラスは笑顔を浮うかべる。


　唇くちびるは痛みに震ふるえ、脂あぶら汗あせを浮かべながらも、絶望は見せない。


　その彼に応えるために、セルマもまた精せい一いつ杯ぱいの笑顔を返した。


「うん、わかったんだよ。……お兄さんのこと、ちょっと考えてみる」


「よかった、これでちょーっと安心した」


「ね、サイラス」


「ん？」


「話してくれてありがとう」


「どーいたしまして、お嬢じようさん」


　サイラスは左手で仰ぎよう々ぎようしくお辞じ儀ぎの真似をする。


「じゃあ、アルたちを連れてきてくれるかい。言付けておきたいことがあるからさー」


　セルマはその言葉にうなずき、外へと駆かけだした。


　アルたちがセルマに連れられて戻もどってきたのは、ほどなくしてだった。


　帰ってきた三人はサイラスの姿すがたを見て息をのむ。


　長い金きん髪ぱつはくすんだ灰はい色いろとなり、細い手足もまた冷たい石と変わっていた。


　先ほどまで生身だった左ひだり腕うでも動きを失い、わずかに左目と口だけが残っているのみ。


「……サイラス」


「なーんて顔してんだ、アル。あの光を受けた時点でこうなるのはわかってただろー」


　その言葉には応こたえず、アルはギリッと奥おく歯ばを嚙かむ。


　彼に代わって、ナーシアが進み出てサイラスの傍かたわらに膝ひざをついた。


「そろそろ……限げん界かい？」


「あー、そろそろ無理かな。ここまで抵てい抗こうしてはみたけど、これ以上はちょーっとね」


　口調こそ軽いが、答えるサイラスの顔は痛みを隠かくしきれていない。


　ナーシアはひとつうなずくと、着ている外がい套とうを脱ぬいでサイラスにかけた。


「貸かしてあげる。少し休んでて」


「おおっ！　いいにおいだ！　役得だね、これは！」


「……変に扱あつかうと取り上げるから」


　はしゃぐサイラスに冷水のような言葉をかけるナーシア。


「冷たいなー」


　苦笑いを浮かべながら、サイラスはアルに目を向けた。


　そしてひとつため息をつく。


「オレはこーこまでだ。後を頼たのむ」


「……ああ」


「セルマちゃんとナーシアを守れよー。女の子優ゆう先せんだ」


「……わかった」


「後、お前はもう少し女の子に優やさしくなれ。いつも言ってるだろーが」


「……わかった」


「ついでに言えば、オレも殺すなよー。かわいい彼女もできてないのに死にたくないし」


「……ああ」


　言葉少なに答え、アルは大きくうなずいた。


「約束する」


「それが出れば安心だな。……じゃあセルマちゃん、こいつよろしくねー」


　最後まで絶ぜつ望ぼうを見せずに。


　サイラスは静かに目を閉じる。


　そして三人が見守る中、彼は物言わぬ石せき像ぞうと化した。


　アルは厳きびしい表ひよう情じようでサイラスの姿を見る。まるで心の奥おく底そくに刻きざみ込こむように。ナーシアがかけた外套で彼の顔を覆おおうまで。


　そしてアルとナーシアはサイラスを見み届とどけた後、セルマに向き直る。
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　答えを聞かせて欲ほしいと、言外にアルが問うていた。


「お兄さん、頼みがあるんだよ」


　セルマは決意を胸むねに、口を開く。


「……あたしを、ヘルムートの館やかたまで連れていって」





　　　　＊　　＊　　＊




　銀光が四つ、闇やみの中で閃ひらめいた。


　同時に、四人の兵士がうめき声もあげられずに倒たおれ伏ふす。


「……こんなもんか」


　アルは両手に握にぎった剣けんを払はらって、腰こしへと戻もどす。向こう側ではナーシアが同じようにして二本の短剣をしまっていた。


「こっちで合っている？」


　ナーシアは通路の奥へと指をさしながら背はい後ごのセルマに問う。


「うん、あってるんだよ」


　周りを警けい戒かいしながらセルマはうなずいた。


「地下に行く隠かくし部屋はこっちだったはず」


　通路の先は闇がわだかまっていた。


　石いし畳だたみは冷たく、どこからか風が入っているのか、ギィギィと耳みみ障ざわりな音を立てている。


　まるでその先に進むことを館が拒こばんでいるかのように。


　どことなく不気味な雰ふん囲い気きが漂ただよってきていた。





　アルたちはセルマの依い頼らいを受けてヘルムートの館に再ふたたびやってきていた。


　セルマ曰いわく、もし石化を治す方法があるとしたらあの館しか考えられないとのこと。


「あの館、地下に何かあるみたいなんだよ。でも、そこには絶対入らないように言われてて。警けい戒かいもものすごい厳げん重じゆうだったし、あたしも諦あきらめてたんだけど……」


　そう言って、セルマは館の地下への侵しん入にゆうを提てい案あんしたのだ。


　石化の解かい除じよ方法がわかればサイラスやセルマの家族を助けることも可か能のうとなる。


　セルマの意見にまずうなずいたのはナーシアだった。


「私が潜せん入にゆうしたときも、地下に何か隠かくしているような感覚はあった。だけど、地下への入り口が発見できなかった。……つじつまは合っている」


「おい、まだセルマを疑うたがってるのか？」


「彼女が騙だまされている、という可能性もある。考こう慮りよできる要よう素そはつぶすべき」


　ただし、とナーシアは続ける。


「私もヘルムートがグラスウェルズに叛はん意いを持っている決定的な証しよう拠こが欲ほしい。ならば、強行するのも一案」


　わずかにうなずきつつ、ナーシアは潜入に賛さん成せいした。


　アルは──。


「それがお前が決めたことなんだな？」


　セルマの目を見て、ただそれだけを口にする。


　栗くり毛げの少女は緊きん張ちようした面おも持もちながらも、その問いにはっきりとうなずいた。


「危き険けんなのはわかってるんだよ。それでも、行きたいの」


　アルもまた、彼女の言葉に大きくうなずく。


　そして──。





　石で囲まれた通路を三人は走る。


　アルがいるために、完全に隠れて行動はできない。セルマの道案内にナーシアが補ほ助じよをして、見み張はりに出くわしたら無力化という繰くり返しでここまで来た。幸いにしてまだ騒さわぎにはなっていない。


「……本当にヘルムートはいないのか？」


　走りながらアルが聞く。


「彼が現げん在ざい、本ほん城じようの方に出向いていることを確かく認にんした。蟄ちつ居きよを言い付けられているとはいえ、貴き族ぞくは貴族。その責せき務むを果たさなければならないから」


　ヘルムートは蟄居を命じられ、王城への立ち入りを禁きん止しされている。だが、それはヘルムートが貴族としての役やく割わり──つまり領りよう地ちの管理をしなくていいというわけではない。王城に出向けなくとも、ヘルムートには自分の領地を管理する責せき任にんがあるのだ。


　それはこの館のような僻へき地ちでは執とり行なえない。


「ヘルムートがいなければ、こちらも比ひ較かく的手て薄うすになるはず」


「…………」


「……何か？」


「どこかイヤな予感がするだけだ」


　そう言ってアルは首を振ふる。


　余よ計けいなことを考えている暇ひまは無い。騒さわぎにならないうちになるべく奥おく深ふかくまで乗り込まなければならない。見つかればそれだけ後が困こん難なんになるからだ。


「お兄さん、ナーシア、ここだよ」


　セルマが通路の奥を指さす。


　そこには同じような両開きの扉とびらの前に見張りがふたり立っていた。


「ここは私が」


　滑すべるように走り込み、ナーシアがその外がい套とうと共に両手を一いつ閃せんさせる。握にぎられた二本の短剣の柄つかが、綺き麗れいに両方の見張りの延えん髄ずいに撃うち込まれ、彼らは倒たおれた。まるで先ほどの光景の焼き直しのように。


「で、この扉なんだけど……」


　扉を前にして、セルマが首をひねる。


「ヘルムートたちがここに入っていったところは見たことあるんだ。多分ここが地下への入り口なんだと思うんだよ。でもね」


「なんだ？」


「この扉、鍵かぎもかかってないのに開かないんだよ。だからあたしだとどうしようもなかったんだ。けど、お兄さんなら……」


　セルマの言わんとすることを理り解かいして、アルは剣を抜ぬく。


「ああ、なるほど」


　そして右の剣を大だい上じよう段だんに構かまえて。


「つまり……」


　一気に振り下ろし、さらに扉に蹴けりを一発。


　ズルリ、と扉の上半分が向こう側へと落ちた。


「こういうことだな」


「う、うん」


　扉の向こう側はセルマの言うとおり、地下へと続く階段になっている。


　長い間かん隔かくで配置された魔ま術じゆつの明かりが、ぼんやりと頼たよりなさげな光を放っていた。


「ここで……間ま違ちがいない」


　奥の闇やみを見つめつつ、ナーシアが言う。


「漂ただよってくる空気が淀よどんでいない。でもその割わりには風を感じない。おそらく、かなり大きな空間がある」


　ナーシアの言葉に、アルとセルマがうなずいた。


「──じゃあ、行くぞ」


　そして三人は破は壊かいした扉をくぐり、地下へと潜もぐっていく。


　わずかな希望を求めて。
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　長い長い階段を下りた先にあったのは、広大な空間だった。


　随ずい所しよに魔術の明かりが灯ともり、光量に不足はない。


　岩をくりぬいて作られたとおぼしきその空間には、小さな家ほどもある半球形の建けん造ぞう物ぶつが、いくつも綺き麗れいに二列に並ならべられていた。


　建造物は海の底のような暗く青い金きん属ぞくでできており、継つぎ目ひとつ見あたらない。また、こんな地下にあるにもかかわらずまるで汚よごれていなかった。


　人はおろか、動くものはひとつもなく、ただ低くうなるような音がずっと響いている。


「なんだ、これ……」


　呆ぼう然ぜんとアルが首を巡めぐらせる。


　空間の大きさは館やかたそのものより大きい。もしかしたら、敷しき地ちそのものより広いかも知れなかった。


「なるほど、これがこんな不ふ可か解かいな場所に館を建てた理由」


　こちらは油ゆ断だん無くあたりをうかがいながら、ナーシアが言う。


「どういうことだ？」


「この遺い跡せきがその理由」


「遺跡？」


「この半球形のものすべてが遺跡」


　そう言って、ナーシアは建造物のひとつに近づく。


「昔、これと似にたようなものを見たことがある。おそらくこれはエクスマキナの核かくを生み出す遺跡」


　手を当ててみると、わずかにその建造物は暖あたたかく、震しん動どうしていた。


「……稼か働どうしている。これで確かく信しんを得た」


「どういうことだ？」


「ヘルムートがここでエクスマキナ兵を作っているという確信。この遺跡を動かせないから、彼はこんな不便な、しかも崖がけの上という危き険けんな場所に館を作らざるを得なかった」


　いつもより少しばかり勢いきおい込こんで、ナーシアは喋しやべる。


「これは動かぬ証しよう拠こ。王都に届とどければ、ヘルムートを裁さばくことができる」


「なるほど、お前の目的は達せられたわけか」


　しかしアルの様子は変わらない。


「だが石化の呪じゆ詛そについては何かわからねえのか？　俺おれはそっちの方が目的なんだが」


「これだけではわからない。しかしこれだけ広大な空間。おそらくその系けい統とうの研究もここで行なっていると推測する」


「そうだといいんだがな……」


　頭をかいて生返事を返し、背はい後ごに振ふり向くアル。


「ってことだ、セルマ。もうちょい奥おくに──」


　アルは言葉を途と中ちゆうで飲み込んだ。


　セルマの様子がおかしかったからだ。


　顔は青ざめ、ビクビクとあたりをうかがっている。まるで強い寒さでも感じているかのように自分で自分を抱だき、震ふるえに耐たえていた。


「おい、どうした」


　慌あわてて声をかける。


　先ほどまではいつもと変わりなかったはずだ。館への侵しん入にゆうということで緊きん張ちようはしていたものの、ここまで極きよく端たんな反はん応のうはしていなかった。


　セルマはアルの声に応こたえない。やはりおびえた表ひよう情じようであたりを見回している。


「何かあったのか」


　近づいて肩かたに手を置き、強く揺ゆすった。


　ハッとした顔でセルマはアルを見返す。


「お、お兄さん……」


「どうした、様子がおかしいぞ」


「あたしにも、よく、わかんないんだよ……」


　途と切ぎれ途切れにセルマは答える。


「なんか、ここに入ったら急に怖こわくなってきて……っ！」


　ギュッと目をつぶって、得体の知れない恐きよう怖ふに耐えるセルマ。


「急に？」


「うん……」


　地下に入ってきた瞬しゆん間かんからこうなのだと、セルマは言った。


　アルは眉まゆをしかめるものの、何も返答できない。


　理由無く感じる恐怖に対して、一体何ができるというのか。


　その場でとまどっていると、ナーシアの呼よぶ声が聞こえた。


「アル、もう少し進んだ先に様子の違う建物がある。なにか情じよう報ほうが入手できるかも」


　その声にアルは一いつ瞬しゆん迷まようものの、セルマの背せ中なかを押おした。


「行こう、セルマ。……家族を助ける術すべを見つけるんだろ」


　家族、という言葉にセルマがアルの顔を見る。


　それにうなずきつつ、ふたりはナーシアの呼ぶ方へと歩き出した。





　ナーシアの言う建物は、確たしかに半球形の建けん造ぞう物ぶつとは違った。


　大きさは他と同じくらい。


　だがその造つくりは地上にあるヘルムートの館やかたによく似た造りになっており、さらには他のように金きん属ぞく製せいではなく、石造りに見える。


　つまりは普ふ通つうの建物のようだった。


「これだけ異い質しつなものに囲まれていると、普通の建物の方に違い和わ感を感じるもの」


　少し遠目にその建物を見ながらナーシアが言う。


「まずは接近して様子を」


　三人がそれにうなずき、動こうとしたその時。


「その必要はない」


　誰だれもいないはずの空間に、声が響ひびいた。


「──っ！」


　三人はとっさに反応する。


　それは聞き覚えのある、いや、忘わすれようもない声。


「……ヘルムート」


　セルマのつぶやきと共に、建物の扉とびらが重々しく開かれる。


　中から現あらわれたのは鋭するどい眼がん光こうでこちらを睨にらみつける壮そう年ねんの貴き族ぞく。そしてそれに従したがう紫し髪はつの女と巨きよ軀くの騎き士しだった。


「なぜ我われがここに、と言いたげな顔だな」


　がらくたでも見るような目でアルたちを見下しながら、ヘルムートは言い放つ。


「異変があれば即そく座ざに駆かけつけるくらいの仕し掛かけはしてある」


　そう言って、ヘルムートは拳こぶし大だいのくすんだ結けつ晶しよう体たいを投げ捨すてた。


「……転送石」


　ナーシアが苦々しく言う。


　転送石は人間数人を設せつ定ていされた場所へ即座に送る魔ま導どう具ぐ。場所の設定をこの建物にしておけば、瞬時に戻もどってこれる。


「そういうことだ」


　ヘルムートの答えと共に、さらに建物の中からエクスマキナ兵の一いち団だんが現われ、アルたちの前へと展てん開かいする。


　アルとナーシアもまた、それに対たい応おうして各おの々おのの武ぶ器きを構かまえた。


「セルマ、俺たちの後ろから離はなれるなよ」


「うん……」


　ヘルムートはその三人の姿すがたをねめつけながら、わざとらしくこう言った。


「──ひとり、足りないようだが」


　反はん応のうを楽しむように、言葉を切って。


「あの神官はどうした？　石となりはてたか？」


「……っ！」


　アルの顔が強こわばる。瞳どう孔こうが細くなり、歯を食いしばって敵てきを睨みつけた。


　その殺気を答えと見たのか、ヘルムートは口元を片かた方ほうだけ歪ゆがませて笑えみを浮うかべる。


「く、くく、そうか。それで汝なんじらはわざわざここまでやってきたというわけか」


　アルたちの怒いかりを味わうように、静かに、静かに笑いながら。


「かすかな希望にすがってここまでか。まったく、自分が狙ねらわれているというのに。律りち儀ぎなものだ……」


　くっくっくっ、とヘルムートは喉のどの奥おくで笑う。


「いや……、アンタが出てきてむしろ好都合だ」


　あざ笑うヘルムートに、アルは返した。


　大きく息を吸すって右の剣を突つきつけ、左を下げる。


「アンタから真実を聞き出した方が手っ取り早いからな」


　その言葉に、ヘルムートの後ろに控ひかえるクロッカスが色めき立つ。


「小こ僧ぞう！　この戦力差でまだそのような戯たわ言ごとを吐はくか！」


　巨軀の騎士が放ったその叫さけびに天てん井じようから小さな石が落ちてきた。


「言うさ」


　しかし双そう剣けんを構えたアルは揺ゆらがない。


「アンタたちを倒たおして石化を解とく。サイラスもセルマの家族も助ける。ナーシアが証しよう拠こを持ち帰り、それで終わりだ。何の問題もない」


「確たしかに。この程てい度どの兵力で我々を止められる気はしない」


　静かにうなずいて、ナーシアもまた同意する。


「ぬぅ……！」


「まったく、たいした自信デスね」


「剣けん聖せいの弟で子しに白竜国グラスウエルズの密みつ偵ていだ。それだけの実力があるのだろう」


　うろたえるクロッカスをよそに、ヘルムートとファラは緊きん張ちよう感など何もなく、笑みすら浮かべていた。


「もっとも──自分たちが罠わなにかかったことも気づいていない程てい度どだがな」


「……なに？」


　アルの問いには答えず、ヘルムートは懐ふところから古ぼけた杯を取り出した。


〝古竜の杯〟。アルディオンの北に眠ねむる黒こく竜りゆう、クロムの力を引き出す魔導具。


　ヘルムートはそのいびつな杯を高らかに掲かかげた。


「さあ、今こそ──『真実をここに』！」


　最後の言葉に、奇き妙みような響ひびきが混まじる。


　その事実にアルが眉まゆをひそめる間もなく。





　──背はい後ごから、紫むらさき色いろの閃せん光こうが彼を貫つらぬいた。





「──っ!?」


　まず感じたのは激げき痛つうだった。


　左手と左脚あしに雷かみなりでも落ちたかのような鋭するどい痛いたみが走る。


　次に襲おそってきたのは耐たえ難がたい喪そう失しつ感だった。


　まるで魂たましいの半分を削けずり取られたかのような、けだるさと重さが一挙に到とう来らいする。


　それもそのはずだ。


　あの閃光で、アルの左半身は完全に石になっていたのだから。


「……な、に？」


　何が起きたのか。


　アルは理り解かいできなかった。


　あの紫色の閃光には見覚えがある。サイラスを石とした、ヘルムートが使う石化の呪じゆ詛そ。しかしそれを放つはずの竜型エクスマキナはいない。


　隣となりではナーシアもまた両脚を石化させている。


　ふたりとも背後の敵てきに気がつかなかったのか？


　それは考えにくい。


　だとするならば──。


　アルの中で、思考が乱みだれ飛ぶ。


　その時、彼はわかっていたはずだ。


　自分の背後から、不意をつけるものなどひとりしかいない。


　ただ──それを認にん識しきしたくなかっただけなのだと。


「なんで……」


　かすれた声が背後から聞こえる。


　声は嗚お咽えつに混まじり、意味のある言葉を為なしていない。


「なんで、こんな……」


　わずかに聞き取れたのはそれだけ。


　アルはまだ動く首を回して、肩かた越ごしに後ろを振ふり向く。


　セルマは泣いていた。


　涙なみだをこぼし、膝ひざを震ふるわせ、そして──その両の手に紫の魔ま力りよくをたたえて。


「お兄さん……。あたし、今、何したの……？」


「セルマ……」


　答えられなかった。


　自分たちを撃ったのが彼女だとわかっていても、答えられなかった。


　答えれば、それが彼女を絶ぜつ望ぼうの淵ふちへと追い詰つめるとわかってしまったから。


　だが──。


「目の前のふたりを撃ったのだ。石化の呪詛を込めた魔力でな」


　言葉が割わって入る。


　ヘルムートが嘲ちよう笑しようを浮うかべながら、セルマを絶望へと導みちびくために言葉を重ねる。


「仲間を撃ったのだ。……汝なんじの手で」


「う……そ……」


　ぎこちない動きでセルマは自分の両手を見つめる。


　すでに魔力の輝かがやきを失ったその手に、少女の涙なみだがこぼれ落ちた。


「真実よ。……事実、剣けん士しと密みつ偵ていはもう戦う力を奪うばわれたであろう」


　アルは歯を食いしばる。


　武ぶ器きはまだ握にぎっているものの、左手には感覚がまるで無い。脚もやられたので動くことすらままならない。


　さらに痛みがアルをさいなんでいた。


　石化が進行する度たびに、体を細かく砕くだかれるような痛みと、強い喪失感が彼を襲おそう。


「……ヘルムート、一体彼女に、何を」


　さすがのナーシアの顔も苦く痛つうに歪ゆがんでいた。


　そのふたりの苦しみを満足するように眺ながめて、ヘルムートは笑う。


「ふん、余よ興きようついでだ。教えてやろう」


　ヘルムートはその節ふしくれだった指をぴたりとセルマに合わせた。


「その小こ娘むすめの話に違い和わ感を感じなかったのか？」


「違和感、だと？」


　アルの反はん応のうにヘルムートはうなずく。


「そうだ。……その小娘が村の生き残りだとして、なぜこの我がそんな小娘を脅して利用しなければならない？」


「──っ！」


「財ざい力りよくもない、戦せん闘とう力りよくもない、政せい治じ的にも価か値ちのない小娘などに利用価値は無い。では──家族を人ひと質じちに忠ちゆう誠せいを誓ちかわせたことそれ自体に疑ぎ問もんを抱いだかなかったのか？」


　ヘルムートの言葉に熱がこもる。


「石化の呪じゆ詛そで村をひとつ滅ほろぼしたのは確たしかだ。その時最後に生き残った小娘がセルマという名だったことも確かだ。だが我がその娘に施ほどこしたのはくだらない脅きよう迫はくなどではない。──実験だ」


　誰かが息をのむ音が聞こえた。


「その実験とは、とあるエクスマキナにその魂たましいを転写すること。……ここまで言えば理り解かいできるな？」


　そしてヘルムートは決定的なひと言を吐はき出す。


　セルマのすべてを闇やみに堕おとす、最後の言葉を。





「その娘はエクスマキナだ。我が作り上げた、な」





「──噓うそっ！」


　地下空間に悲痛な叫さけびがこだまする。


「そんなの、そんなの噓なんだよ！　だって、あたしには家族の、お姉ちゃんの記き憶おくがあるもの！」


　セルマは叫ぶ。それが最後の抵てい抗こうだと、わかっているかのように。


「それもまた、元の娘から複ふく製せいした記憶にすぎぬ。我われとの取引以外は元のままだからな」


「違ちがう、これはあたしの──」


「ならば、剣士と密偵を撃うったその力はなんだ？」


「……っ！」


　セルマの、叫びが、止まった。


「我の命令に逆さからえないのはなぜだ？　さあ、答えてみよ」


「あ……、く……」


　少女は必死で口を動かす。ヘルムートの言葉を否ひ定ていしようと、その身を震ふるわせて。


　だが──ついに言葉が出てくることはなかった。


「理解せよ。汝は人形だ。元の娘など、とうの昔に死んでいる」


　その言葉を最後に。


　セルマはまさしく糸が切れた人形のように、座すわり込こんだ。


　そしてうつろな表ひよう情じようで手元を見る。


「あた、し、は……」


「ふん、人形とは言え絶望だけは心地ここちよい。そしてこの偽にせ物ものに同情し、ここまで連れてきた汝らの間ま抜ぬけさ加か減げんもな」


　くっ、くっ、くっ、とヘルムートは喉を鳴らした。


「もっとも、連れてこなくとも罠わなは発動していたのだが」


「……どういうことだ？」


「わからぬか？　そやつは存そん在ざい自体が罠だったのだよ」


　ヘルムートは杯さかずきを指で弾はじきながら続けた。


「我はこの人形にふたつの仕し掛かけを施した。ひとつは特定の言葉による主しゆ導どう権けんの奪だつ取しゆ。もうひとつは───黒こく竜りゆうクロムの力そのものを体内に埋うめ込んだことよ」


「まさか……」


　ナーシアのうめき声に、ヘルムートは満足げにうなずいた。


「その人形の中には石化の呪詛そのものが仕掛けてあった。うっかりと人形の首をはねれば、その場で呪詛が発動するようにな。無む論ろん、我の指し示じで使わせることも可か能のうだ。一度しか使えないがな」


「よくも、そんな──」


「そんなことができるか、とでも言うのか？　……ふん、コレはもともと兵器であり、ただの人形だ。同情するようなものですらない」


　ナーシアを鼻で笑い飛ばし、ヘルムートは仕上げとばかりにアルに目を移うつす。


「しかし……、剣けん聖せいの弟で子しよ。汝がここまでコレを連れてくるとは思わなかったぞ」


「…………」


「この人形に裏うら切ぎられた時、なぜ手にかけなかった？　なぜコレを信用した？　なぜ切り捨すてなかった？」


　徐じよ々じよにヘルムートの言葉に熱がこもる。


「答えよ！」





「──みずからの師しに裏切られ、その手で斬きられた汝なんじが！」





　その言葉に、うつろな表情をしていたセルマが顔をあげる。


「え……？」


「事実、デスよ」


　当惑するセルマに、ファラが付け加えた。


「〝堕おちた剣聖〟テオドール・ツァイス。竜輝石を持ち、アルディオン一の剣士とまで呼よばれた彼は、ある日突とつ然ぜんに自分の弟で子しを斬り、近きん隣りんの街を襲おそったのデス。そして白はく竜りゆう騎き士し団だんと死し闘とうを繰くり広げ、相打ちになりマシタ」


　紫し髪はつの女は、アルに手を向けて仰ぎよう々ぎようしく言う。


「その斬られた弟子こそ、そこにいるアル・イーズデイルというわけデス。……最悪の裏切りを一度受けているわけデスね、彼は」


　セルマの脳のう裏りに、サイラスの言葉が蘇よみがえる。


「アルの過か去こには傷きずがある」と彼は言った。そのせいで人の奥おく深ふかくに立ち入れない、と。


　みずからが敬けい愛あいし、目標としていた人間に、もっとも残ざん酷こくな形で裏切られた。それこそが傷なのだとするならば。その傷の深さはいかばかりだろうか。


「答えよ。なぜこの人形を引き入れた」


　ヘルムートの冷たい目が、セルマのうつろな目が、アルに注がれる。


　セルマにとってもそれは疑ぎ問もんだった。


　裏切られた人間は、別の裏切りを許ゆるさない。


　それは当然のことだ。人間としての防ぼう衛えい本ほん能のうがそうさせる。


　しかし、アルは──。


「──なぜ、お前がそれを決める？」


「なに？」


「なぜ師し匠しようが俺おれを裏切ったと、お前が決める」


「汝なんじは……何を言っている？」


　怪け訝げんな顔でヘルムートが問う。


「〝剣聖〟テオドール・ツァイスは無む闇やみに命を奪うばう剣士じゃねえ。ましてや、その力を虐ぎやく殺さつに使うような人間でもねえ」


「まさか、あれはテオドールではないと言いたいのか？　白竜騎士団が虚きよ偽ぎの報ほう告こくをしたと？　何をもってそう言うのだ」


「……俺が信じているからだ」


　アルの言葉には迷まよいがない。


「俺の真実は俺が決める。それを、勝手にお前が決めつけるな」


　いや、その声には幾いく度ども迷いを振ふり払はらってきた響ひびきがあった。


　迷っても、迷っても、それでも摑つかもうと決めた、覚かく悟ごの響き。


　だが、ヘルムートはつまらなさそうに首を振る。


「ふん、ただの盲もう信しん……、いや子供の戯たわ言ごとだな。拍ひよう子し抜ぬけもいいところ──」


「セルマもだ」


　ヘルムートのあざけりをひと言で断たち切る。


「セルマが道具だと誰だれが決めた。それを決めるのはセルマであってお前じゃねえ」


「汝の言うことはいちいち不ふ可か解かいだ、剣士よ。コレは我が創そう造ぞうしたものだ。役やく割わりを与あたえ、それをこなすための道具だ。存そん在ざい理由は私が決める」


「当然のように言うな。子こ供どもが親に支し配はいされなきゃいけねえ理由はねえ。……そいつの道は全部そいつの意い志しで決めるんだ」


　アルはセルマを見ていない。


　だが、その言葉はセルマに向けられていた。


　ドクン、と少女の中で何かが揺ゆれ動く。


「人形が自分の存在意い義ぎを決めるだと？　むなしい問いだな、剣士よ。人形であるが故ゆえに、コレには答えることができぬよ！」


「人形じゃねえ！　……いや、人形であっても変わらねえ！」


　アルの叫さけびがこだまする。


「意志があるのなら、自分で自分の道は決められる！　生まれだって種族だって関係ねえ！　セルマが望むか、そうでないか。それが全部だ！」


「まだ、我われの前でそのような戯ざれ言ごとを吐はくか……！」


　ヘルムートの声に怒いかりが混まじる。


　その時。


「ヘルムート様、お戯たわむれはそろそろよろしいのではないデスか？」


「ファラフナーズ……」


　と、状じよう況きようを見ていたファラが口を挟はさんだ。


「目的をお忘わすれなきように、お願いいたしマス」


「…………ふむ、確たしかに汝なんじが言うとおりか」


　そう言ってヘルムートは頭を振る。


「娘むすめ、その剣けん士しが師より預あずかったものをすべて我わがもとへと届けよ」


　その言葉に、セルマの体が意志に反して動いた。


「なん、で……？」


　なめらかに立ち上がり、アルが背せ負おっている二本の剣を抜ぬく。


　それを抱かかえ持ち、ヘルムートの傍かたわらにいるファラへと手て渡わたした。


　さらには自分の鞄かばんから、アルにもらった木き彫ぼりのお守りすらも渡してしまう。


「エ……？」


　剣とお守りを受け取ったファラが、わずかに疑ぎ問もんの声をあげる。


　だがそのつぶやきはヘルムートにも、セルマにも聞こえることはなかった。


「ふん、それですべてか」


　ヘルムートは横目で受け取ったものを確かく認にんして、再さい度どセルマに命じる。


「では娘、剣士と密みつ偵ていの首を取れ。もう用はない」


「……っ！」


　セルマは声にならない悲鳴をあげた。


　アルたちへと近づく体を止めようと必死で抵てい抗こうする。


　だがそれは、みずからの体を一いつ瞬しゆん止めるだけ。


　操あやつられた肉体は速すみやかにアルの右手から剣を奪うばう。


「お兄さん……」


　泣き顔で、必死に声だけをあげる。


「ごめん、お兄さん……」


　何について謝あやまっているのか、自分でもわからなかった。


　命を奪うことか、騙だましたことか、それともあらがえないことなのか。


　わからぬまま涙なみだがこぼれ落ちる。


　だが。


「──悪かったな」


「え？」


　振ふり上げた剣が、ピタリと止まった。


「どうもな、俺は考えが足りないらしい。サイラスにもよく怒おこられる」


　やれやれ、とアルはため息をついた。


「ヤツ曰いわく、俺はやり過すぎなんだそうだ。ひとつの物事を守ろうとするあまり、他がおろそかになる。これでも上う手まくやってるつもりなんだが、どうもそうはいかない」


　困こん惑わくに剣が揺れる。


　アルが何を言っているかわからなかった。


「俺はあの村で、こうしなきゃならなかったんだよな」


　アルの目がセルマの瞳ひとみをのぞき込こむ。


　まっすぐに彼女を見つめる琥こ珀はく色いろの瞳の中には確たしかな輝かがやきがある。


　それは壊こわれても、打ちのめされても、立ち上がろうという不ふ屈くつの意志。





「セルマ、こっちに来い」





　アルは右手をセルマに伸のばした。


「道具になんてなるな。あんなヤツに従したがうな」


　その言葉は力強く、じわりと少女の心にしみこんでゆく。


　ヘルムートが背後で何か叫さけんでいるが、それも今のセルマには聞こえない。


「これが俺の、本当に素す直なおな気持ちだ」


「お兄、さん……」


「最後はセルマ、お前が決めろ。……ただ、俺の意い志しだけは伝えておく」


　右みぎ腕うではさしのべたまま。アルは同じ言葉を繰くり返す。


「こっちに来い、セルマ」


「でも、お兄さん、あたしは……」


　セルマは力なく首を振る。


「同どう情じようしてくれたあたしは、偽にせ物ものだったんだよ？　だから──」


「関係ねえ」


「……え？」


　否ひ定ていの言葉で、アルはセルマを遮さえぎった。


「俺が約束したのはお前だ。偽物とか、本物とかは関係ねえ」


　赤毛の剣けん士しは笑う。


「俺の弟で子しは──お前だけだろ」


　すとん、と。


　その一言がセルマの心の中に落ちてくる。


　体を縛しばる呪じゆ縛ばくに抵てい抗こうしながら、唐とう突とつに彼女は理り解かいした。


　目の前の剣士を殺してはいけない、と。


　かわいそうな村の生き残りではなく、造つくられたものと知りながら、真に救いの手をさしのべることができるこの人を。


「……ありがとう、お兄さん」


　セルマの口から自然と感かん謝しやの言葉がついてでる。


　恐きよう怖ふや不安は一いつ切さい無かった。頭の中でカチリと何かがはまった気がした。


　サイラスの言葉が蘇よみがえる。──石化を解とく、唯ゆい一いつの手しゆ段だん。


「あたしを、助けてくれて」


　戸と惑まどいに止まっていた剣が動き出す。


　セルマの手が、アルに向かって剣を振り下ろそうとする。


　だが。


「だから──今度はみんなを助けてあげて」


　セルマは残った力で、ほんのわずかに剣の軌き道どうをそらす。


　───微笑ほほえみと共に、少女はみずからの胸むねにアルの剣を突つき立てた。





　パタパタと赤い飛沫しぶきがアルの顔に降ふりかかる。


　剣を引き抜ぬいたセルマの胸が同じように赤く染そまっていた。


　少女の体は力なく揺ゆれ──アルに向かって倒たおれ込む。


「なんで──」


　セルマの小こ柄がらな体を片かた腕うでで支ささえ、アルは叫さけんだ。


　いや、叫ぼうとした。なぜこんなことをしたのだ、と。


「っ!?」


　アルの体に再さい度ど走った激げき痛つうがその叫びを中ちゆう断だんする。


　左腕から感じる、その痛みで。


「アル、その腕は……！」


　ナーシアの声でアルも気がついた。


　石と化していた左半身が元に戻もどっている。いや、戻りつつあるのだ。セルマの血を浴びた部分から、急速に。


「まさか、このために──」


　アルは少女に目を落とす。


　命の炎ほのおが消えつつある少女は、だが穏おだやかな顔で眠ねむっているようにも見えた。


「馬ば鹿かな……！」


　その光景を見たヘルムートがうめく。


「馬鹿な！　ありえん！　呪じゆ詛そを継ついだと共に、クロムの眷けん属ぞくになったとでも言うのか！　たかだか偽物の人形が！　だとしても呪詛を解くほどの魔ま力りよくが血に宿るなどと──」


「だが、呪いは解けた」


　双そう剣けんを地面に突き立てて、アルはセルマを抱だきしめる。


「『みんなを助けて』なんて言いやがって。自分が一番助かりたがってたクセに……」


　悪あく態たいをつきながら、頭をなでた。


「ああ、約束するさ。みんなを助けてやる。……必ずだ」


　そしてセルマの体をナーシアに預あずける。


　流れる血は黒衣の密みつ偵ていを濡ぬらし、その呪詛を解いていく。


「…………我われと戦うつもりか」


　双剣を構かまえなおしたアルをにらみ、ヘルムートが忌いま々いましげにうめいた。


　その目にはじめて敵てき意いが宿る。


「今さら何を言ってやがる。こっちは最初からそのつもりだ」


　アルのひと言にヘルムートの顔が憎ぞう悪おで歪ゆがんだ。


「おのれ！　下げ賤せんな剣士が思いあがるな！　汝なんじなど竜りゆう輝き石せきを奪うばえば用はないのだ！」


　髪かみを振ふり乱みだし、彼は隣となりに控えるファラを怒ど鳴なりつける。


「ファラフナーズ！　竜輝石は取り出せたか！　それさえあればこんな茶ちや番ばんに付き合わずにすむのだぞ！」


　反はん応のうの無いファラの肩かたをヘルムートが摑つかみ、強ごう引いんに振り向かせる。


　その時。


「──うるさいデスね」


　ずぶり、と重い音がした。


「……あ？」


　怒いかりに歪んだまま、ヘルムートは自分の胸を見る。


　その中心に、女の細い腕が突つき刺ささっていた。


　ごぼり、と口元から血があふれる。


「貴き様さま!?　主あるじに何をして──」


「あなたも黙だまるといいデスよ」


　クロッカスが怒号をあげて槍斧ハルバードを構かまえる前に。


　ヒュオン、と何かが虚こ空くうを薙ないだ。


「が──」


　ズルリ、と巨きよ軀くの騎き士しの体がずれる。


　右肩から左ひだり脇わきにかけて、綺き麗れいに袈け裟さ懸がけに切せつ断だんされ、クロッカスは絶ぜつ命めいした。


　ファラの持つ、異い形ぎようの大たい剣けんの一いち撃げきで。


　その一撃は、アルにもナーシアにも知覚できなかった。いや、それどころか剣を取り出したところすら見えなかったのだ。


　ふたりの顔に今までと違ちがう緊きん張ちようが走る。


「まったく、こんなことになるとは思っていませんデシタ」


　しかしそんな雰ふん囲い気きなどどうでもよさそうに、ファラはため息をつく。


「まさか──その剣士が竜輝石を持っていないとは」


「な……に……!?」


　胸を貫つらぬかれたままで、ヘルムートがうめいた。


「き、さま……っ！　この我を、騙だましたのかっ!?」


「それは誤ご解かいデス。私は彼が石を持っていると確かく信しんしていたのデス」


　独どく特とくのイントネーションで淡たん々たんとファラは続ける。


「持っていないはずはなかったのデスが。しかし、反応がないのは確たしかなのデス」


　そう言ってファラは貫いたままの手をねじった。


「がっ……！」


　ヘルムートの体が激げき痛つうに跳はねる。


「だいたい、ヘルムート様が悪いのデスよ。素す直なおに戦争を起こせば、私だってここまではしなかったのに、延えん々えんとそれを引き延のばすのデスから……」


　ヘルムートのうめき声を返事代わりにして、ファラは続ける。


「我われ々われの望みは戦争だけ。あなたの野望など、どうでもよいのデス。戦いくさを起こさぬ老人になど、力を貸かしマセンよ。さっさと切り捨すてて、次のところに移うつりマス」


「き……、さ……、ま……！」


「ではごきげんよう、ヘルムート様。杯さかずきに食われてクダサイ」


「お、おおおおおおおおおおおおおおっ！」


　ヘルムートが吠ほえる。それは憎ぞう悪おの咆ほう哮こうか、無念の雄お叫たけびか。


　絶ぜつ叫きようと共に、杯が不気味に輝かがやく。


　そして──変へん異いが始まった。


　ヘルムートのやせぎすな体がふくれてゆく。エクスマキナの時の比ひではない。彼の体は地下空くう洞どうの天てん井じようにぶつかるかと思うほど膨ぼう張ちようしてゆく。


「まさか……」


　変異は止まらない。


　瞬まばたきをする間にヘルムートの肉体は黒い鱗うろこに覆おおわれ、脚あしが、尾おが形成されていく。


「人を竜りゆうに、変えた……？」


　呆ぼう然ぜんとナーシアがつぶやく。


「その通りデス。〝古竜の杯〟に命ごと食わせたのデス。今のヘルムート様は、それこそ黒竜クロムそのものにも劣おとらぬ力デスよ」


　くすくすとファラは笑う。


　左手を血に染そめて、右手に異形の大剣を提さげて。まるで好物のお菓か子しを出されて喜ぶ少女のように。


「──お前、何者だ？」


　剣士としての勘かんが最さい大だい限げんの警けい告こくを鳴らす中で、アルが問う。


「私、デスか？」


　ファラの半分閉とじた瞳ひとみがアルへと向く。


　その瞳は、まるで虚きよ無むを封ふうじ込こめたような、濁にごった光をたたえていた。


「私はバルムンクがひとり、あだ名を〝十字剣クレイモア〟。ファラフナーズと申しマス」


　血まみれのまま、体を折ってお辞じ儀ぎをするファラ。


「バルムンク……？」


「竜りゆう輝き石せきにまつわる組そ織しきデスよ。それ以上は秘ひ密みつデス」


　ナーシアのつぶやきに、ファラはわざと人差し指を唇くちびるに当てて答える。


「デスが、せっかく縁えんのある人もいることデスし、少しだけお見せしマショウ」


　自分よりも大きな剣を右手一本で振り回し、ファラはその柄つかを指し示しめす。
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「さて、これは何だと思いマスか？」


　ファラが示したのはひとつの宝ほう石せきだった。


　血のように赤く、太陽のように燃もえるきらめきを放つ、小石ほどの宝石。


　それを目にした瞬しゆん間かん、アルは地を蹴けっていた。


　まばたきをする間に近づき、右手の剣を一いつ閃せんする。


　しかし、その剣は虚空を薙なぐのみ。


「──ふふふ、劇げき的てきな反はん応のうデスね」


　いつの間にかファラの姿すがたは消えていた。どこからともなく声だけが聞こえてくる。


「てめぇが……、持っていたのか……」


「そうデス。──これはかの剣けん聖せいが持っていた戦士の石そのものデスよ」


　くすくすと笑い声が響ひびく。


「しかし、今あなたたちが戦うのは私では無くヘルムート様デス」


　言葉と共に竜は変異を終え、その瞳でアルたちを睨ねめ付ける。


　その──六つの瞳で。


　漆しつ黒こくの鱗に包まれた巨大な体軀、一振りで建けん造ぞう物ぶつを砕くだくしなやかな尻しつ尾ぽ。──それぞれが牙きばをむき出しにする三つの頭部。


　──ぐるぅあああああああああああああああっ!!


　獲え物ものを察知したのか、三つの首がそれぞれ咆吼をあげた。


　地下の空間すべてを揺ゆるがすような轟ごう音おんが響き渡わたる。


「では絶ぜつ望ぼう的な戦いに挑いどんでクダサイ。本物の竜に勝てる人などいないのデスから。……ああ、かの剣聖ならば別かもしれないデスが」


　ファラの楽しげな声が響く。


「ちなみに、呪じゆ詛そを解かい除じよしたければその竜を倒たおすしか手は無いデス。呪いの核かくである杯を同化させてしまいマシタからね」


　そして彼女の気配は消えた。


「く……、どこまで……っ！」


　ナーシアが忌いま々いましげに声を上げる。


　ファラはこちらの狙ねらいを知って、誘ゆう導どうしているのだ。


　この竜と戦え、と。


「来るぞっ！」


　声と共にアルとナーシアが飛ぶ。同時に三つの首の猛攻が始まった。


　それぞれの首が怒りの咆ほう吼こうをあげつつ、アルとナーシアに迫せまる。地面をかみ砕くだき、遺跡を壊し、地下空洞を震ふるわせながら。


　気がつけば、ふたりは地下空洞の入り口まで下がってきてた。


「ナーシア」


　ドラゴンがこちらを見失っている隙すきに、アルがナーシアを呼よぶ。


「セルマの様子は？」


「このままでは……」


　黒衣の密みつ偵ていが首を振る。


　ナーシアが施ほどこしたのだろうか。セルマの傷きず口ぐちには布ぬのが当てられていた。だが傷が深すぎて流血が止まっていない。応おう急きゆう処しよ置ちではたいした効果を得られないのだ。


「ナーシア、お前はセルマを連れてサイラスのところに戻もどれ」


　アルは双そう剣けんを握にぎり直し、竜を見上げる。


「……何をするつもり？」


　その覚かく悟ごが伝わったのか、ナーシアの声に緊きん張ちようが混まじった。


「あのドラゴンを倒す」


「まさか、ひとりで……！　無理、せめて私がつけば……」


「それだとセルマが助からねえ」


　アルの声は冷静だった。


「お前がサイラスの元にたどり着くまでに、俺おれがあのドラゴンを倒す。石化の呪のろいが解とければ、サイラスがセルマを助けてくれる。全員が助かるにはそれしかない」


　冷静に、たったひとつの、だが絶望的な方法を述のべる。


「しかし……」


「頼たのむ、ナーシア」


　いつもとは違ちがうアルの語調に、ナーシアの言葉が切れる。


「お前なら間に合う。サイラスなら治せる。……セルマとの約束なんだ」


　少女が残した、最後の願い。


「全員助ける。……そのためにはどんなことでもやり通す」


　その言葉に、ナーシアは大きくため息をついた。


「……アルはいつも勝手に物事を進める」


「……すまん」


「とりあえず、人にものを頼む時はこっちを向くべき」


「む……」


　何となくバツが悪く、アルが振ふり向くのをためらっていると。


「……素直に向く」


　顔の両側を摑つかまれて首をずらされた。


　ずいっと彼女の人形のように整った顔が近づく。


「お、おい……」


　目の前にある、吸すい込まれそうなほど大きな瞳ひとみがわずかに紫の光を放っている。


「頼みは聞く。ただし、私からもひとつ約束を」


　ナーシアの手に力がこもる。


「相討ちは無し。戦うならば必ず勝つこと」


　彼女の顔は真剣そのものだった。


　だから──その約束に、アルはただ一度はっきりとうなずいた。


「……約束した」


　そう言ってナーシアはセルマを抱かかえる。そして階かい段だんに足をかけて──。


「……あ、これはひとつ貸かしにしておくから。……返して」


　恐おそろしい発言が飛び出した。


「なっ！　……おい！」


　アルが言い返そうとしたときにはもう遅おそい。


　ナーシアは風のようにその場から消えていた。


「貸しだって……？　勘かん弁べんしてくれよ」


　思わず愚ぐ痴ちが漏もれる。


　必要だからと言ってアルを敵てきに捕まえさせるようなナーシアだ。貸しを返すためにどんなことを要求されるかわかったものではない。


「まあ、それも生きて帰ってからのことか」


　そう言ってドラゴンに向き直り──。


　アルは気負いが上う手まく抜ぬけている自分に気がついた。


　ナーシアとのやりとりで、平へい常じよう心しんを取り戻したのだろうか。


「……よし」


　息を吸すい、覚かく悟ごを決める。


　心の中心にセルマと、サイラスと、ナーシアと交かわした約束を置いて。


　アルは一歩を踏ふみ出した。


　城しろほどもある巨きよ大だいなドラゴンに向けて。





　　　　＊　　＊　　＊




　右の剣を引き絞しぼり、気合いと共に一いつ閃せんする。


　剣風が巻まき起こり、ドラゴンの鼻先をかすめて消えた。その一撃はドラゴンに傷をつけることはできなかったが、注意を引きつけるのには十分だった。


　獲物を求めて光る六つの瞳ひとみが、アルを捕ほ捉そくする。


「思ってみれば、アンタも哀あわれなヤツだな」


　牙をむき出しにする三つの頭部を見上げて、アルはつぶやく。


　変わってしまったヘルムートへと。


「覇は道どうを目指して、いいように騙だまされて、あげくにこれか。……まあ、同どう情じようしてやるようなヤツじゃなかったが」


　三つの頭部はアルの左右、そして正面に陣じん取どり──。


「せめて楽にはしてやるよ！」


　──ぐるぁああああああああああああああっ！


　アルの叫さけびと共に、ドラゴンもまた咆ほう吼こうをあげる。


　同時に、三つの顎あぎとから紫し紺こんの閃光が走った。


　ドラゴンが持つ強力な魔力を吐と息いきとして撃うち出す……、ドラゴンブレスと呼ばれる攻撃。光のブレスに触ふれたものをすべて冷たい石と化す、まさに必殺の一撃。


　だが、アルはその光にあえて身をさらす。


　三つの光が地下空間を埋うめ尽つくし──。


　だが、それが消え去った後には平然と立つアルの姿すがたがあった。


「悪いが、それはもう効きかねえんだ」


　セルマの返り血に染そまった胸むねを叩たたいてアルは言う。


「守られてるからな、コイツに」


　その様子をドラゴンがどう捕とらえたかはわからない。


　だが、石化の呪じゆ詛そが効かぬとわかった竜りゆうの様子は間ま違ちがいなく変わった。


　縦たてに割われた瞳が大きくなり、むやみやたらに威い嚇かくするのではなく、顎あぎとを引き、警けい戒かいするような仕草を見せる。


「ようやくやる気になったかよ。なら──」


　うなり声と共に鎌かま首くびをもたげるドラゴンに対し、アルは前ぜん傾けい姿し勢せいを取る。


「正面から、戦おうか！」


　全身のバネを連動させて、矢のように飛び出した。


　瞬しゆん時じにドラゴンが対たい応おうする。


　左の首が牙きばを剝むいて迎げい撃げきに、右の首が上に持ち上がり次撃の構かまえを取る。


　前まえ脚あしが片かた方ほう地面から持ち上がったところを見ると、踏ふみ込こみと同時に上から攻こう撃げきを行なうつもりだろう。


　──その一連の動きを、アルはすべて把は握あくしていた。


「力の流れを読み、突つくべき一点を見み極きわめろ……」


　口の中で師しの教えをつぶやく。


「どんな大きい力でも、崩くずれる一点が存そん在ざいする」


　たったひとつの石によって川の流れが変わるように、攻撃の流れをずらす一撃を放つ。


　問題は突くべき一点を見極め、適てき切せつな速さで打ち込めるかどうか。


　正せい確かくなタイミング、正確な角度、正確な力で斬きりつければ、必ず攻撃は無む効こう化かできる。


　それが──流水の極ごく意いと呼よばれる剣けん術じゆつの正体。


　そのために、アルは全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって相手の動きを知覚する。


「ただ、今回は規き模ぼが違うけどな……」


　顎は小さな家を丸々飲み込めるほど。脚から生えている爪つめは人間が持てるどんな大きな剣よりも遥はるかに大きい。尻しつ尾ぽや後ろ脚に至いたっては、叩たたきつけるだけで家が崩ほう壊かいする。


　それを人間が受ければどうなるか。


「想そう像ぞうするまでもねえか」


　あの巨きよ大だいな質しつ量りように対たい抗こうする術すべは無い。


　一撃で戦せん闘とう不能に追い込まれることだろう。


「全部受けきれってことだろ」


　つぶやきと共に左の顎をかわす。


　そして右の牙を迎撃するために剣を振ふり上げようとして──。


　その首を、見失った。


「──っ！」


　首くび筋すじに痛いたみを伴ともなうような殺意を感じ、とっさに体を前に投げ出す。


　風と共に巨大な牙が通り過すぎる。マントが巻まき上げられて破やぶれ飛んだ。


　……速い。


　舌した打うちをしながら体のバネを使って即そく座ざに立ち上がる。


　あれだけの巨体にもかかわらず、攻撃のスピードはアルの全力とほぼ同じ速さ。


　額ひたいに嫌いやな汗あせが流れるのがわかった。


「ちっ！」


　頭をよぎった不吉な考えを押おしつぶして、両手の剣を思い切り正面に振り下ろす。


　ギャリィン！　と金きん属ぞくがこすれる音が響ひびいた。


　突つっ込んできた三つ目の牙とアルの双剣が激げき突とつしたのだ。


「甘あめえよ！」


　持ち手を一いつ瞬しゆんだけゆるめ、衝しよう撃げきを斜ななめ上へとそらす。同時にその勢いきおいを利用して後ろへと跳とび──、壁かべを蹴けって方向を転てん換かんする。


　目の前には、攻撃の終わったドラゴンの首。


「もらった！」


　重力を利用して、大きく振りかぶった双剣を隙すきだらけの首へとたたき落とす。


　だが──。


　ギィン！


　甲かん高だかい音が響いた。


　手にしびれを感じ、アルは渋しぶい顔になる。


　……ドラゴンの鱗うろこには傷きずひとつついていなかったからだ。


「浅かった……か？」


　それなら。


　着地して即座に動きを変える。


　飛び回っていた足運びを止め、意い識しきから自分の体を抜ぬいて剣のみを置くように心がける。瞬間だけ目を閉じると──アルの持つ剣の刀身が漆しつ黒こくに染そまっていた。


〝剣けん聖せい〟テオドールから受け継ついだ技わざのひとつ。自分の魔ま力りよくを媒ばい介かいに、刀身の先まで意識を通し、剣を的確に操あやつる技。


　再ふたたびアルはドラゴンに迫せまる。


　フェイントはなく、まっすぐに竜りゆうの巨体へと。


　ドラゴンはうなり声を上げると、再びそれぞれの頭で迎げい撃げきに出た。


　タイミングをずらして、三つの牙が襲おそいかかる。


「また三連撃かよ。器用なことしやがって！」


　アルはスピードを上げつつ、剣を下に構かまえる。


　槍やり衾ぶすまのような牙きばと、真っ赤な舌がアルの視し界かいを埋うめ尽つくした。


　顎あぎとは大きな弧こを描えがき、アルの逃にげ道をふさぐ。


　対するアルは先ほどと同じように双剣を牙に叩きつけ、その反動を利用して前へ走る。


　だが同じ動きを予よ測そくしていたのか、それとも反はん射しやなのか。次の牙は的確にアルを追つい跡せきし、かみ砕くだこうと顎を広げる。


「くっ！」


　側面から回り込むようにして現あらわれたドラゴンの顎に対たい応おうして、全力で自分の動きに制せい動どうをかける。脚あしが地面と摩ま擦さつを起こし、埃ほこりを舞まい散らした。


　バグン、とドラゴンの顎が閉じられる。


　その鼻先にアルの姿すがたはあった。


　顎が閉じられるその瞬間に、アルは双そう剣けんを大だい上じよう段だんから振り下ろし、ドラゴンの牙にそれを当てて難なんを逃のがれたのだ。


　左右を挟はさまれたアルはそのままドラゴンの鼻を踏ふみ台にして上へと跳とぶ。


　空中に浮うき上がった彼の体を、最後の頭が牙を剝むいて襲おそいかかった。


「遅おせえよ！」


　剣を背せ中なかに隠かくれるほど振りかぶり、牙を迎撃する。


　打ち鳴らされる剣と牙。その瞬間、アルは剣の重量を利用して激突部分を軸じくに体ごと回転してさらに上へと跳んだ。


　ドラゴンはアルの姿を追い切れない。


　アルは無む防ぼう備びの頭部を真下に見下ろして──狙ねらいをすまし、右の剣を構える。


「くら……えっ！」


　頭部へ着地する勢いきおいを利用して、頭とう頂ちよう部ぶへと剣を突き立てる。


　だが──。


　ギィン！


　先ほどと同じ音が響く。


　手て応ごたえも、しびれもすべて同じ。


　もちろん、結果も。


「……噓うそだろ、おい」


　強固な鱗うろこに阻はばまれて、かすり傷きずひとつついていない頭部を見て、さすがのアルも絶ぜつ望ぼう的な声をあげる。


　次の瞬間、ドラゴンの頭が大きく動き、アルは空中に投げ出されていた。


「──ちっ！」


　嚙かみつぶすほど奥おく歯ばに力を入れて思考を取り戻もどす。残りの頭が追撃をかけるのを双剣で捌さばき、苦々しくも現げん実じつを受け入れる。


　つまり。


「俺おれの剣じゃ、こいつには傷ひとつつけられないってことか」


　この──絶望的な現実を。


「簡かん単たんに勝てるなんて思っちゃいないが、まさかこんなかよ」


　とりあえずは距きよ離りを取って体たい勢せいを立て直すアル。


　半球形の建けん造ぞう物ぶつの陰かげに隠かくれてドラゴンの攻こう撃げきをやり過すごす。


　今となれば、ファラが悠ゆう々ゆうといなくなった理由がよくわかった。


　彼女はアルの剣を見切り、絶対にこのドラゴンを倒たおせないことを理り解かいして去ったのだ。


「……どうする？」


　竜の牙が、爪つめが、尾おが、矮わい小しような獲え物ものを狙って地下空間を暴あばれ回る。


　エクスマキナを生み出す建造物はドラゴンが一撃を繰くり出す度たびに破は壊かいされていく。


「このままじゃ勝てない。なら、どうする……？」


　必死に思考を回転させる。


　勝てない敵てきには逃にげればいい。だが、退ひけない理由があるときは？


　是ぜが非ひでも勝たなければいけない時は？


　アルの中で、答えはひとつしかなかった。


「ひどい博打ばくちになるな、これは」


　頭の中で唯ゆい一いつ希望のある戦せん術じゆつを組み立てつつ、アルは自じ嘲ちよう気味に笑った。


「だが、まあ」


　──個こ人じん的には、嫌きらいじゃあないんだよな。





　　　　＊　　＊　　＊




　ドラゴンは、いや、ヘルムートはいらだっていた。


　最初は体を駆かけめぐる圧あつ倒とう的な力、何もかもをすべて蹂じゆう躙りんできる凶きよう悪あく無む比ひな力に酔よっていた。目に見えるものをすべて破壊したいという衝しよう動どうにかられて行動していた。


　だが。


　目の前をちょこちょこと動く小さな獲え物ものが捕とらえられない。


　自分の誇ほこりを傷つけた赤毛の獲物が捕らえられない。


　かみ砕くだくか、踏ふみつぶすか、引き裂さくか、たたきつぶすか。


　偉い大だいなる竜りゆうとして、この小さな命を無む惨ざんに殺さないことには収おさまりがつかない。


　しかし牙も爪も脚あしも尻尾しつぽも、すべてあのちっぽけな剣に阻まれる。


　三つの首は何度目かになる咆ほう吼こうを上げた。


　ヘルムートにもはや人としての意い識しきはない。


　だが、それでも彼は自分の矜きよう持じを守るために、執しつ拗ようにアルを追いかける。


　アルを、殺すために。
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　ほんの瞬しゆん間かんの隙すきを見つけて、アルは額ひたいの汗あせをぬぐった。


　べったりとした汗はぬぐった先から噴ふき出してくる。このままではいつ視し界かいをふさぐとも限かぎらない。そうなれば──先は見えている。


　このドラゴンを今の自分では斬きれないと覚かく悟ごしてから、もう何回攻こう撃げきを受け流しただろうか。すべての攻撃を捌いているものの、呼こ吸きゆうは乱みだれ、握あく力りよくは落ち、膝ひざが震ふるえる。


　……まだか。


　左の剣をかぎ爪の下から撃うち込こんで軌き道どうをずらし、かいくぐる。


　……まだか。


　右の剣を鱗うろこに叩たたきつけて、反動で距離を取る。


　……まだか。


　頭上から振ふってくる牙に左右の剣を横から当てて、軌道をずらす。


　──そこで、集中力が切れた。


「ちっ……」


　何度目になるかわからないが、アルは建物の陰かげに隠かくれてドラゴンの攻撃をやり過すごす。


　アルは息を整えながら、ベルトポーチからポーションを抜き出して飲み干ほした。ほんの少しだが疲ひ労ろうが和やわらぎ、気力が増ます。


「これでポーションは最後か」


　空き瓶びんを投げ出して口元をぬぐった。


　体に傷きずはないが、集中力と気力が保もたない。


　このままでは賭かけに出る前につぶれてしまう。


　不安が頭の片かた隅すみをかすめる。


　それがよくなかったのだろうか。


　──グルォオオオオオオオオオッ！


　咆ほう吼こうと共にドラゴンがその巨きよ体たいをひねる。


　建けん造ぞう物ぶつをなぎ倒たおしながら、トゲのような鱗うろこが生えた尻尾がなぎ払はらわれる。


　アルはとっさにそれを双そう剣けんで受け流そうと剣を振り──右の剣が手の中で滑すべった。


　……まずい！


　目を見開く。


　握力の低下に気がつかず、焦あせって剣を扱あつかおうとした結果、手が耐たえられなかったのだ。


　握にぎり直している余よ裕ゆうはない。剣一本で巨木ほどもある尻尾を受けることはできない。


　十分な遠心力を伴ともなって、ソレはアルに迫せまる。


「──っ！」


　とっさに回転の中心へと身を投げた。回かい避ひできるという確かく証しようなど無い。ただそっちの方が空間が空いているだろうという単たん純じゆんな予よ測そくがあっただけだ。


　頭をなるべく低くして、体を硬かたくする。


　瞬しゆん間かん、頭を潰つぶされて倒れる自分を幻げん視しした。


　ブォン！


　耳のすぐ側で風がうなり、巨大な物体がアルの頭をかすめて通り過ぎる。赤しやく銅どう色いろの髪かみが衝撃で散っていく。わずかに、ドラゴンの攻撃はアルを逸それて通り過ぎた。


「っぷはあ！」


　全身のバネを使ってドラゴンから遠ざかり、剣を握りなおす。


「今のは……危あぶなかった」


　攻撃が回避できたのはただ運がよかっただけにすぎない。


　アルは運命の精せい霊れいアリアンロッドに感かん謝しやしながら、乱れた呼吸を必死に整える。


　今のでわかった。


　自分が思っている以上に、アルは消しよう耗もうしている。


　このままでは反撃もできないほどに。


「次が……勝負か？」


　本来ならば勝機を待ちたいところだ。だが、反撃の機会を失っては元も子もない。


　ならば、次の一撃に賭けるか──？


　アルがそう、追い詰つめられて覚かく悟ごを決めようとしたその時。


　──ガァアアアアアアアアアアアアアッ!!


　ドラゴンがひときわ高い咆哮をあげた。


「まさか……！」


　怒いかりに燃もえた六つの目がアルを睨みつける。


　ドラゴンはその後ろ脚あしをたわめ、大きく後方へ跳ちよう躍やく。地響きを立てて着地すると、前脚を地面につけ、地面スレスレに三つの首を構かまえて──顎あぎとを開いた。


　その顎に魔ま力りよくが集中する。


　見み慣なれたドラゴンブレスの構え。だが、集められた魔力は紫し紺こんの呪じゆ詛そではなく、深しん紅くの炎ほのおに変へん換かんされていく。


「──来たっ！」


　アルは構えを変える。


　防ぼう御ぎよするために相対していた構えをやめ、半身になって右手と右脚を引き絞しぼる。


　姿し勢せいを低く、目は一点を見み据すえていた。


　狙ねらいは──中央の首。


　ドラゴンの開いた顎に炎が圧あつ縮しゆくされていく。


　余よ波はだけで地下空間の温度が上じよう昇しようしているのがわかった。


「…………」


　余よ計けいな感覚を無む視しして、息を吸すい、吐はき出す。


　焦り気味だった心が、ゆっくりと静まっていった。


「……よし」


　収しゆう束そくする魔力は頂ちよう点てんに達しつつある。


　ドラゴンはその力の塊かたまりを一いつ旦たん飲み込み──口こう腔こうを大きくふくれさせた。


　対するアルは目を細めて限げん界かいまで力を絞る。


　──ドンッ！


　爆ばく発はつ音おんと共に、三つの首から炎の塊がそれぞれ吐き出される。


　同時にアルは地を蹴けって、中央の火球に……みずから突とつ撃げきした。


「ぐっ！」




[image: ]


　魔力を伴った炎が肌はだにまとわりつく。滅ほろべという意い志しを持って、アルを覆おおう。


　その炎で視界が埋うまる前に、左の剣を一いつ閃せん。わずかながら炎を散らす。


　ほんの一瞬だけ、炎の向こうに大きく開いた顎が見えた。


　──よし！


　左足で地を蹴り、加速。


　アルはその勢いきおいを減げんじることなく、ドラゴンの顎の中へと飛び込んだ。


　同時に溜ために溜めた右手の剣を前方へと突つき出す。


　……それはひとつの槍やりのようだった。


　みずからの肉体を柄えとした、一いち撃げき必殺の捨すて身の槍。


　アルの速さは風を生み、風は炎を巻まき込んでドラゴンの体内へと飲み込まれていく。


　──ゴ、ギャアアアアアアアアアアアアアアアッッ！


　中央の頭が絶ぜつ叫きようを上げ、破は裂れつする。


　相あい討うち覚かく悟ごのカウンター。相手の攻撃を利用した一撃。


　みずからの剣が通用しないドラゴンに対して、アルはこれしか手が打てなかった。


　そのためにアルは待った。もっともカウンターに適した攻撃を。


　そして──賭けに勝ったのだ。


　アルは全身に火傷やけどと裂れつ傷しようを受けながら、転がるようにしてドラゴンの背はい後ごへと着地する。


「ぐ……、はっ……！」


　片かた膝ひざをついて血を吐はき出した。


　呼こ吸きゆうができない。激げき痛つうが体の動きを止める。無理をした反動で手足が動かない。


　──オオオオオオオオオオオオオオオオン！


　ドラゴンが怒いかりの咆ほう吼こうをあげる。


　首のうちのひとつを潰つぶされても、竜は動きを止めない。


　誇ほこりを穢けがしたものへ制せい裁さいを与あたえるべく、首を巡めぐらせた。


「うご、け……！」


　唇くちびるを嚙かみつぶして体のしびれを打ち消す。


　強ごう引いんに膝ひざを立たせて振ふり返り、剣けんを構かまえる。


　だが──。


　それ以上の動きを、アルの体は許ゆるさなかった。


　目の前でドラゴンが再ふたたび魔力を収束させていくのに、体が動かない。


　……ダメか……。


　死の予感がアルを包む。諦あきらめと共に膝が地に落ちる──その寸すん前ぜん。





　自分の胸むねに、剣を突き立てた、セルマの姿すがたを幻視した。





　プツン、と何かが弾はじけた音が頭の中に響ひびいた。


「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　全身を巡めぐる痛いたみを、疲ひ労ろうを、絶ぜつ望ぼうを雄お叫たけびで吹ふき飛ばす。


　奥おく歯ばをかみしめ、全力で石いし畳だたみを蹴ける。


　思い出したのだ。


　今の自分が背せ負おっているものを。何を託たくされたのかを。


　その──約束を。





　……泣き言なんざ言えるかよ！





　内心の叫さけびと共にアルは宙ちゆうへと跳とぶ。


　同時に、漆しつ黒こくの双そう剣けんがふくれあがった。


　痛みが、怒りが、すべて剣気へと変わってゆく。剣気は刀身を呑のみ込み、巨きよ大だいな剣を形作る。アル自身よりも大きく、長い刃やいばへと。


「受……けろっ！」


　宙に浮ういたまま、アルは背負うようにして双剣を繰くり出した。


　右の剣は天てん井じようを削けずり、左の剣は地面を切り裂さき、それぞれがドラゴンの首を狙ねらう。


　異い変へんを察知したドラゴンが慌あわてて回かい避ひをしようとするがもう遅おそい。


　剣気の刃は闇やみ色いろの鱗うろこを易やす々やすと引き裂き、その長い首を切り落とした。


　──オオ、オオオオオオ……。


　咆吼の響きを残したまま、ドラゴンの巨体が揺ゆれる。


　やがてゆっくりと竜りゆうの体は傾かたむき、轟ごう音おんと共に倒たおれ伏ふした。


「…………」


　着地したアルは、足を引きずってドラゴンの元へと戻もどる。


　だが、そこには漆黒の鱗を持つ竜などいなかった。


　天を睨にらみ、絶命した男がひとり倒れているのみ。


「……お前の負けだ、ヘルムート」


　だが、貴き族ぞくはアルの言葉には答えない。


　やがて剣士は男のまぶたを閉とじてやり、その場を去った。




　エピローグ







　しゅんしゅんと湯を沸わかす音がどこからか聞こえる。


　真っ白に彩いろどられたその部屋の中、セルマは寝ね床どこで半身を起こして窓まどから外を眺ながめていた。


　太陽に照らされて、新緑の彩りがまぶしいほどに輝かがやいて見える。


　少女は目を細めて、そのなんでもない光景をかみしめるように見ていた。


　そこに──。


「やー、セルマちゃん。調子はどう～？」


　扉とびらを少し開けて、首だけを出す金きん髪ぱつの美青年。


「あ、サイラス」


　セルマは彼を笑え顔がおで出で迎むかえる。


「……サイラス、邪じや魔ま。早く入って」


「よお、俺おれたちもいるぞ」


　サイラスの後ろから、アルとナーシアが顔を出した。


　三人はぞろぞろと部屋へと入ってくる。


「お兄さんとナーシアも。……来てくれたんだ」


　現あらわれたふたりに、セルマは同じように笑顔を向けた。





　あれから数日。


　一時は命を危あやぶまれていたセルマも、石化から復ふつ活かつしたサイラスの尽じん力りよくにより一命を取り留とめ、今はミスティアの街で養生を続けていた。





「ん～、経けい過かは順調だねー。あと少ししたら普ふ通つうに動けるようになるよー」


　サイラスがテキパキとセルマの状じよう態たいを確かく認にんし、太たい鼓こ判ばんを押おす。


「本当か？　そりゃよかった」


　セルマより先にそう返したのはアルだった。


「まー、こーのオレが治ち療りようしたんだから。回かい復ふく魔ま術じゆつに絶ぜつ対たいの自信を持ってるオレが」


「……というより、サイラスから回復魔術を取ったら何も残らない」


「おい～！　なーんかひどいこと言われてるぞ！」


　冷たい目を向けるナーシアに、サイラスが慌あわてて返す。


「……冗じよう談だんはともかくとして」


　ナーシアはセルマに目を移うつした。


「前にも依頼したけど回復したら協力を」


「あ……、うん。大だい丈じよう夫ぶ、今度はちゃんと証しよう言げんするんだよ」


「よろしく。事じ件けんは終わっても、後あと処しよ理りが残っているから」





　首しゆ謀ぼう者しやが死し亡ぼうし、ヘルムートの事件は終わった。まだ正式な沙さ汰たが下ったわけではないが、エーデン家は取りつぶされ、代わりの領りよう主しゆが送られるだろうとナーシアは言う。


　そのための証言を彼女はセルマに要よう請せいしていた。


　未み遂すいに終わったとは言え、貴族の謀む叛ほんである。さらに謎なぞの組そ織しきまで絡からんだものとあっては、後処理にも手順が必要らしい。





「それから……、ここ数日の調ちよう査さ結果が出た」


「あ……」


「大丈夫。村の人は全員無事。石化も解とけて、今はグラスウェルズが保ほ護ごしている」


　ヘルムートは、セルマの村の近くにも施し設せつをひとつ建けん造ぞうしていた。村人たちはそこで保ほ管かんされており、実験体として扱あつかわれていたために無事だったとのこと。


「よかった……」


　セルマは胸むねを押さえて息をつく。


　彼女が意い識しきを取り戻してから、もっとも心配していたのは村人のことだった。


「それからセルマの体も。組成としてはほぼ人と変わらないとのこと。心配されたクロムの呪じゆ詛そも残っていない」


「あの時ヘルムートの言ってたことは本当だったってことだな」


　セルマに仕し掛かけた呪詛は一回限かぎりだと、彼は言っていた。


　ナーシアはそれにうなずき、最後に付け加えた。


「ちなみにヘルムートの地下施設は完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいされて、もう何も使えず、何も残っていない」


「そういう意味では、ファラの思い通りになったってことか……」


　アルが舌した打うちをする。


「それは仕方がない。それよりも今は村人があの地下にいなかったことを喜ぶべき」


「まあ、そうだな」


　ナーシアの言葉に、アルは渋しぶ々しぶながらうなずいた。


「でも、そっちに時間かかると、お兄さんに剣けんを習うのが遅おそくなっちゃうんだよ」


　それは、セルマが何気なく言ったひと言。


　だが──。


「…………」


　ナーシアはその言葉に目を伏ふせ。


「あ～……、セルマちゃん、それは……」


　サイラスは困こん惑わくを表わす。


　そしてアルは──。


「セルマ、一いつ旦たん俺はここで別れなきゃならん」


　まっすぐに少女を見て、そう言った。


「え……？」


「ファラフナーズの行き先が判明した」


　当惑するセルマにナーシアが補ほ足そくする。


「レイウォール王都でそれらしき人物の目もく撃げき情じよう報ほうがある、と」


　アルディオン大陸においてグラスウェルズと唯ゆい一いつ匹ひつ敵てきする西の強国、レイウォール。


　その王都にファラがいる、と情報が入ってきたのはつい先ほどのことである。


「あいつは師し匠しようについて得た手がかりだ。それを追いかける」


　アルの言葉には強い決意がにじんでいた。


　他人を寄よせ付けないほどの決意が。


「……お兄さん、あたし……」


〝一いつ緒しよに行く〟、と言いたかった。


　しかし、セルマはその言葉を嚙かみつぶす。


　アルの足手まといになりたくなかったから。


「…………うん、わかったんだよ。お兄さん」


　心を落ち着けてから、セルマはうなずいた。


「大丈夫。あたしも……、やらなきゃいけないことがひとつあるから」


「何をだ？」


「うん、村の人に話をしようって思うんだよ」


　家族は戻もどってきても、〝セルマ〟はいないのだ。


　そのことを伝えねばならない。彼女の心を継ついだものとして。


「でも、それってセルマちゃんがやらなくてもー……」


　心配そうにサイラスが口を挟はさむ。


「ううん、あたしが見ておきたいから、あたしがやる。記き憶おくの中にしかいない人たちを、本当のものにしておきたいんだよ」


　セルマはそう言って首を振ふった。


「そっか。それならオレはセルマちゃんと一緒にいるよ。傷きずの様子も心配だしねー」


「……ありがと、サイラス」


　だが、セルマの顔は晴れない。


「でもそうすると、お兄さんとはこれが最後になっちゃうのかな……」


　少女の目に涙なみだがにじむ。


　だが。


「そんなことはねえよ」


　アルはそう言って、セルマの膝ひざにポンと何かを置いた。


　それは──木き彫ぼりのお守り。


　あの時ファラに渡わたしてしまったもの。


「これ……？」


「戦いの後に拾ってきた。幸い無事だったんでな。これ、お前に預けておく」


　セルマの大きな目が、二回ゆっくりと瞬まばたいた。


「あず、ける……？」


「次に会ったときに返してくれ。……約束だ」


「……！」


　約束、という言葉にセルマの顔が跳はね上がる。


　アルはいたずらを仕し掛かけた子こ供どものように笑った。


「俺は必ず約束を守る。──知ってるだろ？」


「……うん！」


　そしてまた、少女に笑え顔がおが戻る。


　アルはセルマの頭に手を乗せて、ぽんぽんと軽く叩たたく。


「それじゃあセルマ、元気でな」


「ありがとう、お兄さん。……また、いつかね！」


　華はなのような微笑ほほえみを後にして、アルは街を旅立った。


　──こうして一時の邂かい逅こうは終わった。


　造られた少女は新しい道へ、双そう剣けんの剣士は再ふたたび放ほう浪ろうの中へ。


　だがお互たがいの道が必ずまた交わると信じて、ふたりは言葉をかわす。


　また、いつか。






　あとがき







　子供の頃ころ、私の両親はことあるごとに「噓うそをつかないこと」と繰くり返していました。


　何かの拍ひよう子しにつまらない噓をつく度たびに、こっぴどく怒られたものです。





　ただ、人間は弱い生き物でして。


　目の前にちょっと怖いことがあると、噓をついて逃げてしまいます。


　その後に失うものの方が大きいとわかっているのにやってしまうのは、なぜだろうと考えてしまうこともあります。





　それなら、人間の弱いところをうまく逆転させれば魅み力りよく的なキャラクターが作れるんじゃないか、という発はつ想そうになり、本小説の主人公アルの「約束を守る」という特とく徴ちようが生まれたわけです。





　　　　＊　　＊　　＊




　改めまして、ご挨あい拶さつを。


　はじめまして、矢や野の俊しゆん策さくと申します。本書を手に取っていただき、ありがとうございます。もし私の著ちよ作さくを他に知っていらっしゃる方であれば、いつもありがとうございます。





　まずは少しだけ自己紹介を。


　このファンタジア文庫では初めてになりますが、私はお隣となりの（と言っていいんでしょうか）ドラゴンブックで、ＴＲＰＧのリプレイをいくつか刊かん行こうさせてもらっております。


『ダブルクロス　The 2nd Edition』という現代超能力もののシリーズがいくつか出ておりますので、そちらの方もぜひよろしくお願いします。





　それから、この小説についても説明を。


　本書、『アリアンロッド・サガ①　ルーズ・ソードマスター』はＴＲＰＧ『アリアンロッド』を元にした小説であり、また〝アリアンロッド・サガ〟という大きなプロジェクトの一いち翼よくを担になうものでもあります。


　ちょっとそのあたりについて説明させていただきたいと思います。





▼ＴＲＰＧ『アリアンロッド』


　ＴＲＰＧとは「テーブルトーク・ロールプレイングゲーム」の略りやく。トランプや麻雀などと同じくアナログゲームと呼ばれるゲームの一種です。


　参加者はひとりにつきひとりのキャラクターを作成し、ゲームマスター（ＧＭ）と呼ばれる進行役に従って、ＧＭの生み出す世界の中を冒ぼう険けんします。会話で進めるＭＭＯと言えばわかる方もいるでしょうか。


『アリアンロッド』はその中の一作品。参加者は冒険者となり、遺い跡せき探たん索さくや怪かい物ぶつ退たい治じなど様々な冒険を繰り広げるという、スタンダードなファンタジーものの作品です。


　本書に登場するキャラクターたちも、この『アリアンロッド』を基もとにして作られています。アルはもちろん、ナーシアやサイラスにもゲームとしてのデータがあるわけです。





▼アリアンロッド・サガ


　さて、その『アリアンロッド』で〝戦せん記き物もの〟をやろう、と企画されたのが〝アリアンロッド・サガ〟というプロジェクトです。


　このプロジェクトは三本のリプレイ（ＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物にしたもの）と、小説──本書によって構こう成せいされています。


〝アリアンロッド・サガ〟は戦乱の大陸アルディオンを舞台に、さまざまな国の思惑おもわくを通して、ひとつの歴史を描こうという試こころみです。そのために、いくつもの視点を作るべくリプレイや小説をリンクさせて世界を構こう築ちくしているわけです。


　そう、本書にもこれらリプレイと関連した出で来き事ごとがいろいろと詰つめ込んであります。興きよう味みがあれば、ぜひ他作品も手に取ってみて下さい。


　なお、アルは『アリアンロッド・サガ・リプレイ　戦乱のプリンセス』に、ナーシアは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク　ファントムレイダーズ』に登場しています。そちらを見ていただければ、彼らの違った側そく面めんが楽しめるかと思います。





　と、説明はこのくらいにしまして、この小説に話を戻しましょう。


　先ほども言いましたが、私はＴＲＰＧをメインに今まで執しつ筆ぴつを続けてきたものでして。小説はこれがはじめての著ちよ作さくとなります。……無む論ろん、これもＴＲＰＧに関連した小説なのですが。


　今までに経験したことのない作業は、難むずかしくもあり、面白くもあり。目から鱗うろこが落ちるような体験をいくつもしながら、原げん稿こうを書き上げました。周囲の人からはたくさんのアドバイスをいただき、本当に感謝しております。





　今回の執しつ筆ぴつに当たってとにかく考えたのは、主人公の描びよう写しやでした。


　さきほども少し書きましたが、アルというキャラクターはすでにリプレイに登場しているキャラクターです。せっかくそういったキャラクターを使うのであれば、リプレイよりもさらにアルの内面を描くような話にしたい。それが今回の物語の発ほつ端たんでした。


　アルの中心は良くも悪くも「約束に縛しばられること」だと思っています。そのあたりの揺ゆれ方などを気に入っていただければ幸いです。





　また、ただの小説でなく、ＴＲＰＧに絡からんだ企画ということで、工く夫ふうを凝こらした場面もあります。例えば戦闘などは実際のデータにほぼ基もとづいて作りました。特にラスボスは〝ブラックドラゴン〟というゲームデータを下した敷じきに自作して、アルと対戦させて描写をしている部分もあります。直接攻撃は受けると死ぬんで、ブレスを狙ねらって《ソウルバスター》を使ったりとか。


　わかる人にはぜひそのあたりも想そう像ぞうして楽しんでもらえればと思います。





　さて、そろそろ紙し幅ふくも尽つきて参りました。





　アルやナーシアたちの活かつ躍やくはこれから先も続きます。


　先に紹介したリプレイもそうですし、小説の方でも続きを書ければと思っています。


　ぜひ、皆さんのご支し援えんをいただければと思います。





　最後に、制作に関わったＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．スタッフ一同と、編集の皆さん、特にイラストをつけてもらった佐々木あかね先生、そしてなによりも読者の皆みな様さまに感謝させていただきまして、この場を締しめたいと思います。





　ありがとうございます。


　またよろしくお願いいたします。







矢野俊策　　







　運命の邂かい逅こう







　──ピチャン。


　水のしたたる音でアルは目を覚ました。身じろぎをしようとして、両手が鎖くさりで縛しばられていることを思い出す。


　夢ゆめを見ていたようだ。たった数日間だけ旅をした少女の夢を。


「……今、アイツのことを思い出すなんてな……」


　夢の余よ韻いんにわざと浸りながら、アルは楽しげに口にする。


「こんな状況じゃなければ、もう少しゆっくり思い出せてやれたんだけど」


　つぶやきながら、頭を振って現状を再認識する。


　ここはレイウォール王おう城じようの地下牢ろう。今はセルマたちと別れて二ヶ月後。


　アルはバルムンクの手がかりを摑つかむために単身王城に乗り込こみ、捕つかまったのだった。


「ナーシアに騙だまされたわけでもないのに、あんな間ま抜ぬけな罠わなに引っかかるとは……。アイツらが知ったら、さぞかし馬ば鹿かにされそうな状況だな。ったく……」


　自じ嘲ちよう気味に悪あく態たいをつく。


「それに、再さい会かいを約束しておいてこれで終わりじゃ話にもなんねえよな」


　最後に見たセルマの笑顔を思い出し、肩かたをすくめた。


　次に会った時は、もう少し何か教えてやれればよいと思う。


　旅が終わっていれば、それもできるだろう。


　そのためにも、こんなところで殺されるつもりは毛頭無かった。


　その時。


「ええい、まだ見つからんのか！」


「絶ぜつ対たいに城しろのどこかにいるはずだ、捜さがせ！」


　遠くからそんな声が聞こえる。


「…………なんだ？」


　声が聞こえるのは地下牢部分ではない。地上がなにやら騒さわがしい。


　見み張はりの兵隊の数も今はずいぶんと少ないように見える。


「もしかしたら──」


　その時、騒ぎと共にひとりの少女が牢の前に姿を現わした。


　それは薄うす紅べに色いろの髪かみを両側で結ゆわえた可憐な少女。赤を基調とした旅装は新品同様。怯おびえながらあたりを確認する様子にも、どこか気き品ひんが伺うかがえる。肩には白い子犬のような生物がしがみついている。……ただし子犬には翼はないが。


　どうやら少女は追われているらしく、しきりに周りを気にしている。


　ふと、少女とアルの目が合う。


　……どっかで見た光景だ。


　いつかの地下牢を思い出し、アルは口元に笑みを浮かべる。


　そして戸と惑まどう少女にわざとぶっきらぼうな口調で声をかけた。


「おい、そこのあんた。……取引をしないか？」


　この出会いこそが、本当にアルの運命を変えることになるのだと。


　彼はまだ、知らない。










To be continued "Arianrhod Saga Replay 01"





アリアンロッド・サガ①


ルーズ・ソードマスター





矢や野の俊しゆん策さく／F.E.A.R.
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